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は じ め に

本書は、2001 年9 月発売の車両について、点検・整備の要領を記載しています。点検・整備に

際して正確・迅速な作業をしていただくために、本書を十分にご活用ください
。

本書は2001 年9 月現在の仕様、構造について説明しています。下記参考資料と併せてご活用

ください。
なお、その後の変更により、記載事項が車両と異なる場合がありますので、あらかじめご了承

ください。
2001 年 9 月

参考資料
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修理書の見方
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1 修 理 書 の 見 方

1-1 準 備 品

作業に当たってあらかじめ準備すべきSST 、工具、計器、油脂類等が必要な場合、各項目の初めに準備品と

して表にまとめ記載しています。

ただし、整備工場には常備されていると思われる一般工具、ジャッキ、備品等については通常省略していま

す。

1-2 取 り 外 し 、 取 り 付 け( 分 解 、 組 み 付 け) 手 順

1. 構成部品図中の番号で取り外し(分解)手順を表わしています。取り付け(組み付け)手順は、基本的に取り外

し(分解)の逆手順としています。

[2参 考3・ 取り外し(分解)の逆手順で取り付け(組み付け)ができない場合にのみ、取り付け(組み付け)手順を

設けています。

2。作業に特別の要領を必要とする場合は、部品名称の前にマーキング(▼、▲)を付与し、「取り外し(分解)の

要点」「取り付け(組み付け) の要点」の項で解説しています。▼は取り外し(分解)の要点が、▲は取り付

け(組み付け) の要点があることを示しています。

3。構成部品図中には、矢印で油脂、シール剤等の塗布を指示しています。また、締め付けトルク、再使用不

可部品についても記載しています。

"
￥
レ
ト

⑤

アミックスMP グリース

(オイルシール接触面及びセレーション部)

※: 再 使 用 不 可 部 品

単 位:N ・m{kgD cm}

▼A ① ナット

▼ ② エンドS/A,タイロッド

③ ボルト( アームS/A,サスペンション ロア アーム ボデー側)

▼▲ ④ シャフトAy,フロント ドライブ

⑤ リング スナップ

A-1

T:41,7±12.31425 ±125}

T:196,1 ±29.412000 ±300}

L11K51
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単位

1-3 本 書 に 省 略 さ れ て い る 内 容

本書には次の要素作業の記載を省略することがありますが実作業においては実施してください1.

ジャッキ作業およびリフト作業

2. 必要に応じて行う取り外し部品の清掃、洗浄

3. 目視による点検

1-4 用 語 の定義

���点検、調整時の許容範囲の値を表します。�基準

���点検、調整時に超えてはならない最大値、または最小値を表します。�限度

���最大隙間と最小隙間の差を表す値をいいます。�偏差

E 置ZI ���作業要領で人身事故につながるおそれのある事項を記載しています。

萍 ‾‾意1 ���作業要領で特に注意を怠ると車両、部品を損傷させるおそれのある事項を記載しています。

〔参 考〕 ���

作業を容易にするための補足説明を、説明文から分離して掲載しています。

また、基準値を知るための測定方法が困難なため、実際上不具合発生のおそれのない場合の簡略測定法におけ

る基準値を表すこともあります。

2 単 位

単位はSI単位[国際単位系]で記載しています。(従来単位も併記)

例 : 33,25 ±13.25N ・m{340 ±135kgf・cm}

1.SI 単位導入による新単位

SI単位の導入により、代表的な従来単位は下記のように変わります。

項 目 � 新単位 � 従来単位 � 換算値

力 �N  (

ニュート ン) �kgf �1 kgf   =9.80665N

ト ル ク �N ・m  (

ニュートン メートル) �kgf

・cm �1 kgf ・cm =0.0980665N ・m

バネ定数 �N/mm �kgfymm �1 kgfymm =9.80665N/mm

圧 力 �Pa  (

パスカル) �kgfycm2 �1 kgfycm2 =98.0665kPa��mmHg �1 mmHg =0.133322kPa

2.SI 接頭語

SI単位につく(10 のn乗)を表わす接頭語の代表的なものとして、下記のものがあります。

M( メガ) �106

k( キ ロ) �103

h( ヘ ク ト) �102

da( デ カ) �101

d(デ シ) �10 ゛l=0,1

c(セ ン チ) �10'2=0.01

m( ミ リ) �10'3=0.001

μ( マ イ ク ロ) �10'6=0.000001

A-2
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3 締 付 ト ル ク

3-1 一 般 規 格 ボ ル ト 、 ナ ッ ト の 締 付 ト ル ク 把 握 要 領

3-1-1 ボ ル ト の 締 付 ト ル ク 把 握 要 領

下表よりそのボルトの強度区分を把握し、締付トルク表からその値を知る。

3-1-2 ナ ッ ト の 締 付 ト ル ク 把 握 要 領 

相手となるボルトから前記の方法で把握する。3-1-3

識 別

現品による強度区分の識別

種 類(

強皮区分) �

頭部形状( 強度区分の見方)

�つば無しボルト � つば付きボルト

4 T

�00 �
◎
◎

5 T

�00 �-

6 T

�-- �
◎
◎

7 T

�00 �-

3-1-4 一般規格ボルト締付トルク表

古畜によ 心

六角ボルト

品番例 91111-40620
二 丁 丁

首7長さ(。m)
呼び径(mm)

強度区゙

Cか皿皿 工呼び径

齢 彩

L1185003W20

強度区分 �
呼び径(mm) � ピ ッチ(mm) � 標準締付トルク(N・m{kgf・em})

���つば無しボルト � つば付きボルト

4  T � 6 810121416 �1.01.251.251.251,51.5 �5.4155}13 t130}251260}471480}741760}11311150}�5.9 160}1n1451281290}531540183 1850}  -

5  T �6810121416 �1.01.251.251.251.51.5 �6.4 165}161160}32133015916001911930}13711400}�

一

一

一

一

一

一

6  T � 6 8101214 �1.01.251.251.251.5 �7.8180}1911951391400}721730}109

に100} � 8.8190120.51210} 431440} 791810}123112501

7  T �6810121416 �1.01.251.251.251.51.5 �111110}251260}52 1530}951970}14711500}225 12300}�121120}281290}58 1590}10311050116711700}  -

A 一3
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使用記号略号の意味

4 使 用 記 号 略 号 の 意 味

本書には下記の記号を使用しています。

記号 � 原語 � 意味

AyT �Automatic TransmiSsion(

オートマチック ト ランスミッション) �

自動式トランスミッション

ABS �Antilock Brake System  (

アンチロック ブレーキ     

シ ステム) �

急制動時の車輪ロック防止装置

API �American Petroleum lnstitute  (

アメリカン ペトローリアム   

イ ンスティテュート) �

エンジン オイルの性能を評価分類するものとして米国石油協会規格(略 し

てAPI サービス分類)が用いられる。

ガソリン エンジン用では、SG 、SH 、SJ など、デ イーゼル エンジン用で

は、CD 、CE な どの分類がある。

ATDC �After Top Dead Center (

ア フター ト ップ デッド センター) �

シリンダーにおけるピストン上死点後

Ay �Assembly  (

ア ッセンブリー) �2

個以上の単一部品またはサブ アツセンブリー部品を組み合わせて集合

体をなす部品

BTDC �Before Top Dead Center (

ビフ ォア ト ップ デッド センター) �

シリンダーにおけるピ ストン上死点前

CO �Carbon Mono χide  (

カ ー ボン モノキサイド) �

一酸化炭素

CVT �Continuously variable Transmission (

コン ティニュアスリー バリアブル

トランスミッション) �

無段自動変速機

DVS �Daihatsu vehicle Stability  Contro1 System (

ダイ ハツ ビ ーグル スタビリティー

コントロール システム) �

車両安定性制御装置

DVVT �Dynamic variable valve Timing   (

ダ イナミック バリアブル   

バルブ タイミング) �

連続可変バルブ タイミング

EBD �Electronic Brake Force Distribution  (

エレ クトロニ ツク ブ レーキ   

フ ォース     

デ イストリビユーシヨン) �

電子制動力配分

EPS �Electric Power Steering   (

エレ クトリック     

パワー ステアリング) �

電気式パワー ステアリング

EX �Exhaust    ( エ キゾースト) �排気系を表わす。

FR �Front         ( フロ ント) �前

IN �lntake       ( イン テーク) �吸気系を表わす。

KCS �Knock Contro1 System   (

ノック コントロール システム) �

ノック コントロール システム

LH �Left Hand    ( レフト ハンド) �左側

LSD �Limited Slip Differentia1 (

リ ミテッド スリップ     

デフ アレンシヤル) �

リミテッド スリップ デフ

M/T �Manua1 Transmission (

マ ニュアル ト ランスミッション) �

手動式トランスミッション

A-4



使用記号略号の意味
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記号 � 原語 � 意味

O/S �Over Size  ( オー バー サイズ) �長期の使用で摩耗したり、何回かの脱着によってはめ合いがゆるくなった

ものには、はめる側(たとえばピ スト ン)を 大きな寸法のものと交換するこ

とにより、相手側は再使用できることになる。このSTD より 寸法の大きい

ものをO/S で 表示する。

PR �Ply Rating ( フ ライ レ ーテ ィング) �タイヤの強さを表し、 番号の大きいものほど強くなる。

RH �Right Hand    ( ラ イト ハンド) �右側

RR �Rear             ( リヤ) �後

S/A �Sub ASSelnbly( サブ アッセンブリ ー) �2個以上の単一部品が溶接、カシメ等結合された部品

SAE �Society of Automotive Engineers(

ソサ イテ ギ オブ オートモーテ ィブ 

エ ンジニア) �

オイルを指示するときに○○ 番というのがこのSAE 番 号である。 これはア

メリカの自動車技術協会(略してSAE) が規 定したもので番号が大きいもの

ほど粘度が高く、小さいほど粘度が低い。

SST �Specia1 Service Too1   (

スペシャル サービス ツール) �

特殊工具

STD �Standard   (

スタンダ ード) �

標準という愚味で、メーカーで組み 僕てられたとき使用されている部品サ

イズが標準であることを表示する。

T �Torque        ( ト ル ク) �締付トルク

T/C �Turbo Charger   (

ター ボ チャージャー) �

過給機

U/S �Under Size  (

アンダー サイズ) �O/S

の 場 合と同様、はめられる側(ブ ッシュ、ベアリング等)を 穴の小さいも

のと交換することにより、 相手側(シ ャフト)が 再使用できることになる。

このSTD より 寸法の小さいものをU/S で 表示する。

W/ �With          ( ウイ ズ) �以下のものが付く。(例W/ ワ ツシ ヤ…ワツシヤ付き)

⑥

⑤

㈲

鋤

⑤ �Bolt           (

ボルト)Screw  

(スクリュー)Nut 

(ナ ット)Washer 

(ワ ッシャー)Clip

(クリ ップ) �

標準ボルト、スクリュー、ナット、ワッシャー等を図中で省略して表現す

る場合の記号
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一般作業上の注意

5 一 般 作 業 上 の 注 意

1. ジャッキ アップおよびリフト アップ

(I) 車両の前後および後部だけジャッキ アップする場合には、必ず輪止めをして安全な作業をする。

(2) 車両をジャッキ アップしたときは、必ず指定個所をリジッド ラック(ホイール スタンド)で支える。

(3) 車両をリフト アップする場合は、必ず指定個所にリフトの受け台をセットしてリフト アップする。

また、リフト アップ後は、必ず安全装置を掛ける。

2. 電気系統の修理、エンジン脱着等の場合は、バッテリーのマイナス端子を切離した後に作業を行う。

(時計装着車はバッテリーのマイナス端子接続後、時刻合わせを行う)

3. 燃料系統の修理

(1) 裸火の近くで作業しない。

(2) 燃料系統を切り離す場合、事前に適切なオイル パン、ウエス等を下にしいておく。

(3) 燃料系統を切り離す前に、フューエル タンク キャップを開けてフューエル タンク内の圧力を下げて

おく。

(4) ユニオン ボルトを取り外す場合、ウエス等で燃料の飛散を防ぎながらユニオン ボルトを徐々にゆるめ

る。

(5) 各接続部分は規定トルクで締めつける。

(6) 各接続部分は規定のクリップを取り付ける。

上 作業の能率および精度の向上をを図るため、SST( 特殊工具)を有効に活用する。

5. 取り外し、分解

剛 複雑な個所は、組付け作業が容易になるように、機能上影響のない個所に刻印、合わせマーク等を付け

る。

(2) 一つ一つの部品を取り外すごとに、その部分が組付けられていた状態、変形、破損、荒れ状態、傷の有

無などを点検する。

(3) 取り外した部品は順序よく整理し、取り替える部品と再使用する部品とを区分する。

(4) 再使用する各部品は充分な清掃、洗浄作業を行う。

(5) 部品の点検、測定

再使用する部品は、必要に応じて詳細な点検、測定を行う。

6. 取り付け、組み付け

(1) 良い部品を正しい手順で定められた基準(調整数値、締付トルクなど)を守って組み付ける。

(2) 部品を交換する場合には、純正部品を使用する。

(3) 個所によってはシール パッキンやグリースの塗布を忘れないこと。

(4) パッキン、ガスケット類、コッタ ピンなどは必ず新品を使用する。

(5) シール ボルトを使用するときは、指定の液状ガスケットおよびシール ロック剤を塗布して使用する。

(6) ボルトおよびナットは、規定のものを用い、特別な注記の無い限りトルク表示の側を、トルク レンチ

を使用して、規定トルクで締め付け、反対側に回り止めがない場合は、メガネ、スパナ等で確実に回り

止めを行う。

7. 調整、作業確認

ゲージ、テスターを使用して定められた整備基準値に調整する。

8. ホース類の扱い

(1) フューエル ホース、ウォーター ホース類は抜け、漏れのないよう確実に挿入する。

(2) フューエル ホースを取り外す時は、燃料がかからないよう行う。(エンジン マウント ゴム等はガソリ

ン系の液体に対して材質が劣化する可能性があるので特に注意する)

9. タッチ アップ

ボデー建て付け等でボルト類を外したとき、ボデーおよびボルトにっいた塗布面の傷は車体色にて修正を

行う。
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ジャッキ アップおよびリジッド ラッ久支持箇所
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6 ジ ャッキ アップおよびリジッド ラック支持箇所

●ガレージ ジャッキ支持箇所

フロント側‥ ・・・フロント

フロント

サスペンション メンバーの中央下面

サブフレームの中央下面

リヤ側 一一・・・・・リヤ デファレンシャル中央下部

フロント サスペンション メンバー

の中央下面

フロント側

リヤ側

トラック( 前)

ト ラック

( ト ラ ッ ク)

( カ ー ゴ, ア ト レ ー)

◎ ガレージ ジャッキ
支持箇所

フロント サブフレームの中央下面

カーゴ,ア トレー( 前)

犬 二卜

カーゴ,ア トレー
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ジャッキ アップおよびリジッド ラック支持箇所

●リジッド ラック支持箇所

フロント側・‥ ‥ フロント ドア後方下のロッカー部   ( トラック)

フロント クロス メンバーN0.2の下面( カーゴ,アトレー)

(支持箇所は強度を高めているので当該箇所以外で車両を支えないこと)

リヤ側・・・・・・・リヤ アクスル部

フロント側

リヤ側

トラック( 前)

< トラック・カーゴ>

-

○昌ば ラック

カーゴ,ア トレー( 前)

< カー ゴ,アトレー>

< アトレー>
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7 リ フ ト支 持箇 所

リフト支l寺箇所

●リフト支持箇所

スイング ァーム式

フロント側‥ ・ ‥ 前頁のリジット ラック フロント側と同箇所( カスタム以外)

フロント クロス メンバーN0.2下面のカップ型ブラケット( カスタム)

リヤ側・・・・・・.IJ ヤ

リヤ

フロント側

リヤ側

ス

ト

ブリンク         ( トラッ

レーリング アームの目玉後( アトレ

ペ ペ

< カ ーゴ,アトレー>

< ト ラック,カ ーゴ>
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フルタイム4WD 車のサービス上の注意点

8 フ ル タ イ ム4WD 車 の サ ー ビ ス 上 の 注 意 点

フルタイム4WD 車は、機構上前輪又は後輪をフリー状態にすることができません。したがって、車検時の

ブレーキ テストとスピード メーター テストは、1 軸をフリー ローラー上で行ってください。

〔参 考〕・フリー ローラー:

・(株)バンザイ扱い…BFR-60 型

・(株)イヤサカ扱い…IFR 一600 型

8-1 ス ピ ー ド メ ー タ ー テ ス ト

1. フリー ローラーを車両のホイール ベースおよびフロン

ト トレッドに合わせて前輪側の床上に確実にセットする。

C参 考〕・ ホイール ベース:1900mm( トラック)

:2420mm( カーゴ。アトレー) 

・リヤ トレッド : 下表による

2. 後輪がスピード メーター テスター、前輪がフリー ロー

ラー上になるように車両をセットし、スピード メーター

テストの作業を行う。

|汪 怠|・フリー ローラーの軸は、車両の横方向へのずれや、‥-一一
片効き等を防止するため、各テスターのローラー

と平行になるようにセッティングする。

・急激なクラッチ操作および急加減速は行わない。

8-2 ブ レ ー キ テ ス ト

1. フリー ローラーを車両のホイール ベースおよび測定す

る車輪(前輪または後輪)のトレッドに合わせて床上に確実

にセットする、

〔参 考〕・ ホイール ベース :1900mm( トラック)

:2420mm( カーゴ、アトレー)

・フロント トレッド: 下表による

・リヤ トレッド  : 下表による

2。測定する車輪(前輪または後輪)をブレーキ テスター、もう

一方の車輪(後輪または前輪)をフリー ローラー上になる

ように車両をセットし、ブレーキ テストの作業を行う。

11=寞|・ 車輪ロック付近で車両が後方にずれ、テスターお

よぴフリー ローラーから外れることがある。ブレ

ーキ ペダルを踏む前に後方に人がいないか安全

を確認すること。

また、後方にずれた時は、ブレーキ ペダルを踏み

続けること。

・ フリー ローラーの軸は。車両の横方向へのずれや、

片効き等を防止するため、各テスターのローラー

と平行になるようにセッティングする。

�12'ホイール �13' ホ イ ー ル14'

ホ イ ー ル

フロント ト レッド(mm) �1295 �1285

リ ヤ トレッド(mm) �1300 �1290

-
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フルタイム4WD 車のサービス上の注意点

8-3 け ん 引( 移 動) 時 の 注 意 事 項

8-3-1 ロ ープ で の け ん 引

パーキング ブレーキを解除し、IGスイッチを「ACC 」にし、

シフト レバーをニュートラルにする。

|汪 怠|・ 走行装置、駆動装置に異常がある場合はロープで

のけん引をしないこと。

・エンジンを止めたまま走行すると、ブレーキ倍力

装置が働かないため、ブレーキの効きが悪くなる。

通常よりブレーキ ペダルを強く踏むこと。

・ オートマチック トランスミッション車は、シフト

レバーをN レンジにし、速度30km/h 以下で走行

し、けん引距離は50km 以内にする。

8-3-2 車 積 で の 移 動

パーキング ブレーキを作動させ、車両を確実に固定して、

移動すること。

吐 需|・走行装置、駆動装置に異常がある場合は、必ず車

積で移動すること。

8-3-3 前 輪 ま た は 後 輪 を 持 ち 上 げ て の け ん 引

前輪または後輪のみを持ち上げてけん引すると、けん引中に

駆動装置が過熱し、焼き付きを起こしたり、台車から飛び出す

おそれがあるので絶対に行わないこと。

A-11
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ダイアグノーシス チェック コネクターについて

9 ダイアグノーシス チェック コネクターについて9-1

チェック コネクター端子配列

じ::]レブ]レ 匹 犬＼

端子配列A

< トラ ック系> < カ ーゴ,ア トレー系>

ノノ

N0. � 端子記号 �N0. � 端 子記号 �

対象車1.

ト ラック./01 年10 月中以前2.

パ ネルバン・・同上3.

カ ーゴ・・・・EF-SE エン ジン搭載車5.

アトレーワゴン (

注) 数字は解説書総説1-2 の車両型式分類

による

① �IG(DS-21) � ⑨ �T(ITC)

② �- � ⑩ �SIO(DS-21)

③ �- � ⑩ �T(EFI)

④ �T(ECU) � ⑩ �-

⑤ �W(EPS) � ⑩ �E

⑥ �W( キ ーフリー) � ⑨ ‘ �-

⑦ �- � ⑩ � 一

⑧ �REV � ⑩ �VF

端子配列B

N0. � 端子記号 �N0. � 端子記号 �

対 象車1.

ト ラック・.'01 年10 月 中以 後2.

パネルバン・・同上3

、 カーゴ・ ・ ・ ・EF-VE エ ンジン搭載車4.

アトレー (

注) 数字は解説書総説1-2 の 車両型式分類

による

① �BAT(DS-21) � ⑨ �T(ITC)

② �- � ⑩ �SIO(DS-21)

③ �- � ⑨ �-

④ �T(ECU) � ⑩ �E( 信 号アース)

⑤ �T(EFI) � ⑩ �E( ボデーアース)

⑥ �W( キ ーフリー) � ⑨ �RFAN

⑦ �- � ⑩ �-

⑧ �REV � ⑩ �VF

9-2 チ ェ ッ ク コネ クタ ー短 絡 方 法

エンジン コントロール システム インスペクション ワイヤー(SST : 09991-87404-000) を接続して行い

ます。

各システムのシステム チェックは、短絡用端子(SST : 09991-87403-000) および、エンジン回転数検出用

端子、VF 出力モニター用端子(SST : 09991-87402-000) を用いて行います。
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ダイアグノーシス チェック コネクターについて
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9-3 SST に よ る 短 絡 方 法

(注) 下記の端子の説明は端子配列A を基本とし、端子配列B については[ ] 内に示す。

1。エンジン コントロール システムのダイアグノーシス コード出力

… ‥T(EFI) ⑨[T(EFI) ⑤]~E ⑩間短絡

2. エンジン コントロール システムの02 センサー作動チェック

‥‥・VF ⑩~E ⑩間測定

3. エンジン コントロール システムのエンジン回転数チェック

‥‥・REV ⑧~ ボデー アース間測定

4. 電動パワーステアリングのダイアグノーシス コード出力

‥‥・W(EPS) ⑤[T(ECU) ④]~E ⑩ 間短絡後開放

5.ABS システムのダイアグノーシス コード出力

‥‥・T(ECU) ④~E ⑩間短絡

6. エアバッグ システムのダイアグノーシス コード出力

‥‥・T(ECU) ④~E ⑩間短絡

7. キー フリー システムのダイアグノーシス コード出力

‥‥・T(ECU) ④~E ⑩間短絡、IG(DS-21) ①[BAT(DS 一21) ①]~W( キーフリー) ⑥間SST8.1TC

コンピューターおよびハザード ランプ系の作動チェック

‥‥・T(ITC) ⑨~E ⑩間短絡

9-4 DS -21 と の 接 続 方 法

エンジン コントロール システム インスベクション ワイヤー(SST : 09991-87404-000) を接続して行い

ます。

〔参 考〕・ 今回、集中チェック コネクター(車両側)にDS-21 との通信用端子を設けています。

9-5 DS-21 と の 通 信 方 法

1,DS-21 との通信は、専用の通信ヶ- ブル(DS-21 の付属品)をSST に接続して行います。

‥‥・IG(DS-21) ①[BAT(DS-21) ①] 、SIO(DS-21) ⑩、E ⑩

|汪 恵|・ 専用の通信ヶ一ブル以外での接続は行わない。
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システム点検上の注意

10 シ ス テ ム点 検 上 の 注 意

10-1 コ ネ ク タ ー の 取 扱 い

1. コネクターや各端子の接続、取り外しは、基本的にバッテ

リーのマイナス端子を外してから行うこと。

ただし、バッテリーのマイナス端子を外すとダイアグ コ

一ドが消去されることがありますのでダイアグ コードを

確認する必要のある場合は先に確認を済ませておくこと。2.

コネクターを外すときは、ハーネスを引っ張らずに必ずコ

ネクターのロックを外した状態で本体を持って引き抜く

こと。

接続するときは、パチンと音がしてロックがかかるまで確

実に押し込むこと。

3. コネクターにテスター棒を当てるときはコネクター後方

(ハーネス)よりテスター棒を当てること。

4。防水コネクター等、後方より差し込めないものはコネクタ

一端子を変形させないように注意してテスター棒を当て

ること。

5. コネクターの端子には直接手を触れないこと。

6. 電圧のかかっている端子をテスター棒で触れる場合は、2

本のテスター棒が接触してショートしないように十分気

をつけること。

テスター棒

10-2 ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス 、 コ ネ ク タ ー 点 検 要 領

系統別点検中におけるワイヤー ハーネス、コネクター部の点検は次の要領で行ってください

10-2-1 導 通点 検

1. 該当するハーネスの両端のコネクターを外す。

2. 両端のコネクターの該当端子間の抵抗を測定する。

|幕 準11 Ω以下

|汪 怠|・ワイヤー ハーネスを軽く上下、左右に揺すりなが

ら測定する。

e参考l・断線の場合、車両の配線の中央部ですることはま

れであり、断線する個所のほとんどがコネクター

部である。特にセンサー部のコネクターは充分に

注意して点検する。

-
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システム点検上の注意

10-2-2 短 絡 点 検

1. 該当するハーネスの両端のコネクターを外す。

2. コネクターの該当端子とボデーアース間の抵抗を測定す

る。なお、点検は両側のコネクターで行う。

「桑丿曼JIM Ω以上

|注し瞰」・ワイヤー ハーネスを軽く上下、左右に揺すりなが

ら測定する。

3

コネクター該当端子と同じコネクター内の端子間の抵抗

を測定する(電源系同士、アース系同士を除く)。なお、点

検は両側のコネクターで行う。

l基 準1 1M Ω以上

|汪 恵卜 車内の配線がボデーに噛み込んだり、クランプの

不良で短絡することがある。

10-2-3 日視、接触圧点検
1

2

3

該当するハーネスの両端のコネクターを外す。

コネクター端子部に錆の発生や異物の混入等がないこと

を目視で点検する。

かしめ部でゆるみ、損傷がないか、またコネクターからワ

イヤー ハーネスを軽く引っ張り、抜けないことを点検す

る。

4。コネクター端子のオス端子と同じものを用意してメス端

子に差し込み、引き抜き力を点検する。

他の端子と比較して引き抜き力の小さい端子は接触不良

の可能性がある。

|注 意|・端子部に錆の発生、異物の混入やオス端子とメス

端子の接触圧力の低下等があると、接触コネクタ

ーを一度脱着することにより接触状態が変わり、

“異常なじ となることがある。

したがって、ワイヤー ハーネス、コネクター点検

の結果が正常であれば、そこで不具合現象の確認

を行ってみる。この時、不具合現象が再現されな

ければ、オス端子とメス端子の接触不良が原因で

あったとも考えられる。
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システム点検上の注意

10-3 コ ンピ ュ ー タ ー ユ ニ ッ ト 回 路 点 検

系統点検中におけるコンピューター ユニット回路点検は次の要領で行います。不良ならば該当のコネクタ

ー、回路を修理し、正常であればコンピューター ユニットを交換します。

1. コンピューター ユニットのコネクター部の目視、接触圧点検。

コンピューター ユニットのコネクターについて、前ページの目視、接触圧点検要領に基づき点検する。2.

コンピューター ユニット アース点検

コンピューター ユニットのコネクターを外し、各電源端子と各アース端子とボデー アース間の電圧を測

定する。

|幕 準| 各電源端子電圧

に王 悪い コンピューター ユニット回路点検の際、コネクターを脱着することによって端子の接触状態が変

わり、“異常なじ となる場合もあります。従って、コンピューター ユニット回路点検の結果“異

常なじ の場合は再度コンピューター ユニット コネクターを接続して不具合が発生する事を確

認した後、コンピューター ユニット不良の判断をしてください。

10-4 シ ステ ム 取 扱 上 の 注 意

1. コンピューター ユニット、各センサー類は精密部品です。脱着時などに大きなショックを与えないこと。

ショックを与えた(床へ落下した場合など)部品は使用しないこと。

2. 雨天の点検や洗車時には水の進入に注意し、コンピ ューター ユニット、各センサー類に水がかからない

ようにすること。

3. コンピューター ユニット異常と判断し、交換することによって車両が正常になった場合は、再度交換し

た(不良と判断した)コンピ ューター ユニットを取り付け、最初の不具合が再現することを確認してから最

終的にコンピューター ユニット異常と判断すること。

4. 無線機を搭載する場合は以下の事項に注意すること。

(1) アンテナはコンピューター ユニットからできるだけ離すこと。

(2) アンテナのフィーダーはコンピューター ユニットおよびワイヤー ハーネスからできるだけ離して(最

小距離30cm) 配索すること。また、平行して長く引き回すことは避ける。

(3) アンテナはマッチングを良くすること。

(4) 大出力の無線機は搭載しないこと。

A-16



J

J ゛



-

-

1
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定期点検整備方式
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定期点検整備方式

- ・

1

1.

2.

3.

4.

5.

6.

定 期 点 検 整 備 方 式

「●」印および「◆」印は法令で定められた点検時期を示し、そのうち「◆」印は距離項目を示す。

「○」印はダイハツが指定する点検時期示す。

「◇」印はダイハツが指定するシビア コンディション時の点検時期示す。

シビア コンディション項目とは、自動車の使用が過酷な場合に行うダイハツが定める点検項目を示す。

①は取扱説明書に、②はメンテナンス ノートに記載している項目を示す。

備考欄の「※」印は次項「定期点検整備基準値」に記載事項があることを示す。

点検整備項目 ���

点検整備時期 ���������周知方法 ���備考

���自家用乗用 

自動車等 �����

自家用貨物 

自動車等 ��

��点

検

の

方

法 �

判

定

基

準 �

整

備

の

実

施

方

法

点検個所 �� 点検項目 �

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎 �24

ケ

月

毎 ��

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎

か
じ

取

り
装

置 �

ハ ド

ン ル �

操作具合 ��
��● ����●

�如

ズ
�

取り付けの緩み ��

�◇ �◆ ����●

�口

ツ ア

ド |

及 ム

び 類 �

緩み、がた

及び損傷 ��
��◆ ����●

��ボールジョイン

トのダスト ブー

ツの亀裂及び損

傷 ��

�◇ �● ����●

�ナ
ッ

ク
ル �

連結部のがた ��������●

�か

じ 車

取 輪

り �

ホイ ール 

アライメント ��

��◆ ����● �����

※

�パ
ワ リ|

ン
ス グ

テ 装
ア 置 �

ベルトの緩み 

及び損傷 ��
�● �● ���● �● �����

電動式は

点検不要

��油漏れ及び油量 ��
��● ����●

��取り付けの緩み ��

��◆ ����●
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定期点検整備方式

点検整備項目 ���

点検 整備時期 ���������周知方法 ���備考

���自家用乗用 

自 動車等 �����

自家用貨物

自動車等 ��

��点

検

の

方

法 �

判

定

基

準 �

整

備

の

実

施

方

法

点検個所 �� 点検項目 �

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎 �24

ケ

月

毎 ��

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎

制

動

装

置 �

ブ
レ|

キ

ペ
ダ
ル �

遊び及び踏み込

んだ時の床板と

の隙間 ��

�● �● ���● �● ��② �① ��

※

��踏みしろ 

及びきき具合 �
● �����● ����②

��ブレーキの

きき具合 ��
�● �● ���● �● ��② �② ��

※

�駐
車

ブ 機

レ 柵|

キ �

レバー( ペダル)

の引きしろ( 踏 み

しろ) �

● ��● �● ��● �● �● ��② �① ��

※

��ブレーキの

きき具合 ��
�● �● ���● �● �����

※

�ホ

| パ
ス イ

及 プ

び � 

漏 れ、損傷

及び取付状態 ��
◇ �● �● ���● �●

�リ

ザ タ

| ン

バ ク|�

液量 �

● �����● ��● ��② �② ��

※

�マリ]

0

]
�

液漏れ ��

�● �●

��機能、摩耗

及び損傷 ��

��● ����●

�倍
力

装

置 �

エアクリ ーナの

詰まり ��
������●

��機能 ��

������●
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定期点検整備方式
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点検整備項目 ���

点検整備時期 ���������周知方法 ���備考

���自家用乗用 

自 動車等 �����

自家用貨物 

自 動車等 ��

��点

検

の

方

法 �

判

定

基

準 �

整

備

の

実

施

方

法

点検個所 �� 点検項日 �

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎 �24

ケ

月

毎 ��

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎

制

動

装

置 �

ブ

レ ブ

】 レ

キ | 

キ

ド

ラ シ

ム ュ

及 |

び �

ドラムとライニ

ングとの隙間 ��
�◆ �◆ ���● �● �����

※

ディスク

ブレーキは

点検不要

��シューの摺動部

分及びライニン

グの摩耗 ��

◇ �◆ �◆ ���◇ �●

��ドラムの摩耗及

び損傷 ��
�◇ �● ����●

�ドレ
�

デ ィスクとパッ

ドとの隙間 ��
�◆ �◆ ����● �����

※

ドラム

ブレーキは

点検不要

��パッドの摩耗 ��

◇ �◆ �◆ ���◇ �●

��ディスクの摩耗  

及び損傷 ��
�◇ �● ����●

走
行

装

置 �

ホ
イ|

ル �

タイヤの状態(

空 気圧、亀裂、

溝の深さ等) ��

�◆ �◆ ����◆

��タイヤの空気圧 �● �����● ����② ���
※

��タイヤの亀裂及

び損傷 �
● �����● ����②�②

��タイヤの 

異常な摩耗 �
● �����● ����②�②

��タイヤの 

溝 の深さ �
● �����● ����②�② ��

※

��ホイール ナッ

ト及びホイール

ボルトの緩み ��

�◆ �◆ ���● �● �����

※
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定期点検整備方式

点検整備項目 ���

点検整備時期 ���������周知方法 ���備考

���自家用乗用 

自 動車等 �����

自家用貨物

自動車等 ��

��点

検

の

方

法 �

判

定

基

準 �

整

備

の

実

施

方

法

点検個所 �� 点検項日 �

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎 �24

ケ

月

毎 ��

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎

走

行

装

置 �

ホ

イ|

ル �

フロント ホイ

ール ベアリン

グのがた ��

��◆ ����● �����

※

�� リヤ ホイール 

ベアリングの

がた ��

��◆ ����● �����

※

緩

衝

装

置 �

取 び
付 連

部 結
及 部 �

緩み、がた

及び損傷 ��
�◇ �●

�パ

ア 1 �

油漏れ及び損傷 ��

��● ����●

�コ サ

イ ス
ル ペ

ン

シ

ヨ
ン �

取付け部及び 

連結部の緩み、

がた及び損傷 ��
������● �����

リーフ・

スプリング車

は点検不要

�リ サ

| ス

フ ペ

ン

シ

ヨ

ン �

スプリングの 

損 傷 ��
������● �����

コイル・

スプリング車

は点検不要��取付け部及び 

連 結部の緩み、

がた及び損傷 ��

������●
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定期点検整備方式

点検整備項目 ���

点検整備時期 ���������周知方法 ���備考

���自家用乗用 

自動車等 �����

自家用貨物 

自動車等 ��

��点

検

の

方

法 �

判

定

基

準 �

整

備

の

実

施

方

法

点検個所 �� 点検項目 �

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎 �24

ケ

月

毎 ��

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎

動

力

伝

達

装

置 �

ク

ラ
ッ

チ �

ペダルの遊び及

び切れた時の床

板との隙間 ��

�● �● ���● �● �����

※

オートマチッ

ク車は 

点 検不要
��作用 �������● �●

��液量 ��������●

�卜 及

ラ び

ン ト

ス ラ

ミ ン

ツ ス

シ フ
ョ ア

ン | �

油漏れ及び油量 ��

�◆ �◆ ���◆ �◆ �����

※

��ブラシの摩耗 ��

��○ ������

���無段自動変速

機車以外は点

検不要

�プ び

ロ ド

ペ ラ
ラ ィ

ブ

シ
ャ シ

フ ャ
ト フ

及 卜 �

連結部の緩み ��
�◆ �◆ ���◆ �◆ �����

継手 部一体型

は点検不要

��自在継手部のダ

スト ブ ーツの

亀裂及び損傷 ��

�◇ �● ����●

��継手部のがた ��
������● �����

スプライン部

のがたを 含む

��センタベアリン

グのがた ��
������●

�デ ン

フ シ

ア ヤ
レ ル �

油漏れ及び油量 ��

��◆ ���◆ �◆ �����

※
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定期点検整備方式

点検整備項目 ���

点検整備時期 ���������周知方法 ���備考

���自家用乗用 

自 動車等 �����

自家用貨物

自動車等 ��

��点

検

の

方

法 �

判

定

基

準 �

整

備

の

実

施

方

法

点検個所 �� 点検項目 �

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎 �24

ケ

月

毎 ��

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎

電

気

装

置 �

点

火

装

置 �

点火プラグの

状態 ��

�◆ �◆ ���◆ �◆ �����

※

白金プラグ車

及びイリジウ

ムプラグ車は

点検不要

但しCNG 車

は 除く

��点火時期 ��

�● �● ���● �● �����

※

無調整式車は

点検不要

��ディストリビュ

ーターのキヤッ

プ の状態 ��

�● �● ����● �����

ディストリビ

ュータ無し車

は点検不要

�パ
�
液量 �● �����● ����②�② �② �

※

密封式は

点検不要

��ターミナル部の 

接続状態 ��
�● �● ����●

�電 配

気 線 �

接続部の緩み及

び損傷 ����● ����●

原

動

機 �

本

体 �

かかり具合及び

異音 �
● �����● ����②�②

��低速及び加速の

状態 �
● �����● ��● ��② ���

※

��排気の状態 ���● �● ���● �●

��エア クリーナ

ー エ レメント

の状態 ��

◇ �◆ �◆ ���◆ �◆

��弁すき間 ��
������○ �����

自動調整式は

点検不要

�≒
�

油漏れ ��
�● �● ���● �●

��油の量 �
● �����● ����②�② �② �

※
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定期点検整備方式
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点検整備項目 ���

点検整備時期 ���������周知方法 ���備考

���自家用乗用 

自 動車等 �����

自家用貨物 

自 動車等 ��

��点

検

の

方

法 �

判

定

基

準 �

整

備

の

実

施

方

法

点検個所 �� 点検項日 �

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎 �24

ケ

月

毎 ��

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎

原

動

機

�

≒
�
燃料漏れ ��

�◇ �● ����●

�冷

却

装

置 �

水量 �● �����● ����②�② �② �
※

��ファン ベルト

の緩み及び損傷 ��
�● �● ��● �● �● �����

※

��水漏れ ���● �● ����●

ば

い
煙

悪

臭

の

あ

る

ガ
ス

有

害

な

ガ

ス

等

の
発

散

防

止
装

置

�

ド
ペ
勺
�

メターリング

バルブの状態 ��
��● ����●

��配管の損傷 ����● ����●

�U
� 配管等の損傷 ����● ����●

��チャコールキャ

ニスターの詰ま

り及び損傷 ��

��● ����●

��チェック バル

ブの機能 ��
��● ����●

�一

酸
化

炭

素

等

発
散

防
止

装

置 �

触媒反応方式等

排出ガス減少装

置の取付けの緩

み及び損傷 ��

��● ����●

��二次空気供給

装置の機能 ��
��● ����●

��排気ガス再循環

装置の機能 ��
��● ����●

��減速時排気ガス

減少装置の機能 ��
��● ����●

��配管の損傷及び 

取 付け状態 ����● ����●
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定期点検整備方式

点検整備項目 ��

点検整備時期 ���������周知方法 ���備考

��自家用乗用 

自 動車等 �����

自家用貨物

自動車等 ��

��点

検

の

方

法 �

判

定

基

準 �

整

備

の

実

施

方

法

点検個所 � 点検項目 �

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎 �24

ケ

月

毎 ��FI

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎

叉白
�
点滅具合、

汚れ、損傷 �

● �����●

ラ

Uい
�

作用 ��

������● ��② �②

�ワイパーの  

払 拭状態 �
● �����●

�ウインドウオッ 

ジ ャー液量 

及び噴射状態 �

● �����●

テス
ト

�

取付けの緩み及

び損傷 ��
�◆ �◆ ����◆

�マフラーの機能 ��

��● ����●

れ
�
緩み及び損傷 ��

��● ����●

座

席 �
座席ベルトの 

状態 ��
������●

そ
の

他 �

シヤシ各部 

給油脂の状態 ��
�����● �●

運 �

当該箇所に異常

がないこと �

● �����●
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定期点検整備方式

-

-

点検整備項目 ���

点検整備時期 ���������周知方法 ���備考

���自家用乗用 

自 動車等 �����

自家用貨物 

自 動車等 ��

��点

検

の

方

法 �

判

定

基

準 �

整

備

の

実

施

方

法

点検個所 �� 点検項目 �

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎 �24

ケ

月

毎 ��

日

常

点

検 �6

ケ

月

毎 �12

ケ

月

毎

C

N

G

専

用

部

品

�jW
�

取付け部の緩み

変形及び損傷 ��

��○ �����

����初回のみ1年

�容

器-

冗弁 �

開閉確認 �○

��容器元弁からの

ガス漏れ ��
�○

�班

?
�

接合部からのガ

ス漏れ �
○ ��○

��配管等の損傷 ���○

��ゴムホースの取

付けの緩み及び

損傷 ��

�○

�レ

ギ

ユ

レ 。|
減

夕 圧

弁 �

本体のガス漏れ ���○

��取付け部の緩み ���○

��ゴムホースの取

付けの緩み及び

損傷 ��

�○

��レギュレーター

タンク内のオイ

ル ��

��○ ������

���オイルの除去

�緊 -
急 主

遮 止
断 弁

弁 ゛ �

取付けの緩み及

び作動状態 ��

�○

�れ
�
損傷及び腐食、

ガ ス漏れ ����● ������

���下記の 

注) 参照

�只万
�
作動状態 �

○

注) 高圧ガス保安法により、CNG 容器は再検査が必要です。

(初回は、容器合格日の刻印日付の前日から4 年以内、以後2 年1 ヶ月以内に実施)
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2 定期点検整備基準値2-1

かじ取り装置

定期点検整備基準値

かじ取り車輪 �ホイール ア ライメント �

ト ー イ ン  o ヰmlll

キ ャ ン パ ー O ° 15' 土45' ※1 、 ※2       0

° O(y 土45' ※3

キ ャ ス タ ー 3 ° 12' 土1 °  ※1       5

° O(y 土1 °  ※2       5

° O(r 土1 °  ※3 �

※1: 

ト ラ ッ ク 系

※2: 

カ ー ゴ 系 

アト レ ー 

標 準 系

※3: 

ア ト レ ー 

エ ア ロ  

ダ ウ ン 系

2-2 制 動 装置

ブレ ーキペダル �

遊び及び踏み込んだ時の床板

との隙間 �

遊び     0.5~2mm

床 板 との隙間  92<102>mm

以 上( ト ラック系)  61mm

以 上( カ ーゴ、 アトレー系)  92 mm

以上( パ ネルバン系)      (

踏 力294N{30kgn 時) �<>

はABS  

装着 車

�ブレーキのきき具合 �

制動力  

後輪和   : 軸 重の10% 以上  

各輪左右差 : 軸 重の8% 以 下  

総和     : 検 杏時車両軍量の       

50% 以 上

注) 前輪の全ての車輪がロックし、計測   

困 難な場合は、その状態で総和に   

対し 適合するとみなす。

駐車ブレーキ機構 �

レバー( ペダル) の 引きしろ( 踏

みしろ) �

ハンド式: 操作力196N{20kgf} の時      

引きしろ  6~10 ノッチ      

全 ストローク 19 ノッチ

足踏式 : 操作力294N{30kgf} の時      

踏みしろ  5~7 ノッチ      

全ストローク 16 ノッチ

�ブレーキのきき具合 �
制動力   

検査時車両重量の20% 以 上

リサーバータンク �液量 �
液面レベル  MAX~MIN

間に あること

ブレーキ ドラム及

びブレーキ ジュー �

ジューの摺動部分及び  

ライニングの摩耗 �

標準厚さ 後輪 4mm

使 用限度 後輪 1mm �
デ ィスク

ブレーキは

点検不要�ドラムの摩耗及び損傷 �
標準径  後輪 180 mm

使 用限度 後 輪 181 mm

ブ レ ーキ ディスク

及びパッド �

パッドの摩耗 �

標準厚さ 前輪 10mm

使 用限度 前輪  1mm �

ド ラム

ブレーキは

点検不要<>

はベンチ

レーテッドデ

ィスクを示す

�ディスクの摩耗及び損傷 �

標準厚さ 前輪 14<18>mm

使 用限度 前輪 13<17>mm
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定期点検整備基準値

2-3 走行装置

ホイール �

タイヤの空気圧 � 

タ イヤサイズ : 空気圧kP 郎kgf/cm2}145R12-6PR  

ト ラ ック系 前輪:20012.0}( 軽積)             24012,4}(

定積)         

後 輪:24012.4}( 軽積)             30013.0}(

定積)  

カ ーゴ系  前輪:20012.0}( 軽積)             20012

刈( 定積)         

後 輪:22012.2}( 軽積)             35013.5}(

定積)  

アトレー  前輪:20012.0}( 軽積)             20012,0}(

定積)         

後 輪:30013.0}( 軽 積)             35013,5}(

定積)145R13-6PR  

ト ラック系 前輪:180 に.8}( 軽積)             22012.2}(

定積)         

後輪:24012 叫( 軽積)             32513.25}(

定積)165/70R13  

アト レー  前輪:18011.8}         

後 輪:26012,6}  

アトレーワゴン         

前輪:21012 山         

後輪:23012.3}165/65R14  

アトレーワゴン         

前輪:21012.1}         

後輪:23012.3}

�タイヤの溝の深さ �残り溝 1.6mm まで

�ホイールナット及び  

ホ イール ボルトの緩み �

ホイール ナ ットの締付トル ク       103.0

土14.7N ・m{1050 土150 kgf・cm }

�フロントホイール  

ベ アリングのがた �

アクスル中心部における軸方向の遊び        0.05mm

以 下

�リヤホイールベアリングの  

が た �

アクスル中心部における軸方向の遊び       0.8mm

以 下

2-4 動力伝達装置

クラッチ �
ベダルの遊び及び切れた時の

床板との隙間 �

遊び : 15~25 mm

切 れたときの

ペダル サポート ストッパーとの隙間 35mm

以上( ト ラック、パネルバン) 28mm

以上          (

カーゴ、アトレーのターボ以外) 25mm

以上( アトレー ターボ)

ト ランスミッション

及びトランスファー �
油漏れ及び油量 �

フィラー プラグ穴下面よりO~5mm 間 にあること (A/T

車はレベルゲージの不す範囲)

デ ファレンシャル �油漏れ及び油量 �ワ イラー プラグ穴下面よりO~5mm 間 にあること
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定期点検整備基準値

2-5 電気装置

点火装置 �

点火プラグの状態 �
プラグ ギャップ 1.0~1,1  ※1       

1.0~1.1  ※2       

0.8~0.9  ※3

※1 K20PR 一U11,BKR6E-11,   RCgYC4

※2 K20PR-U11,BKR6E-11

※3 K20TNR - S9,BKUR6EK-9 �

白 金プラグ

及びイリジウムプ

ラグ車は点検不要

(但しCNG 車 を除

く)

※1EF-SE

※2EF 一VE

※3  EF-DET

�点火時期 �B.T.D,C  5
土2° /900rpm �

無 調整式車は点検

不要

バッテリー �液量 �上限、下限の基準線内にあること

2-6 原 動 機

本体 �低速及び加速の状態 �
アイドリング回転数   900!

げrpm

潤滑 装置 �油の汚れ及び量 �レベル ゲージのF~L 間にあること

冷却装置 �

水量 �リザーブ タンクのFULL~LOW 間にあること

�ファンベルトの緩み及び損傷 �

ベルトの中火部を約98N{10kgf} の 力で

抑した時のたわみ   

新品 交換時:4~5mm   

通常 点検時:6~7mm
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3 メ ーカ ー指定 項 目

メーカー指定項目

定 期 交 換 部 品 項 日 ��

交 換 時 期 ��周知方法 ��

備 考�� 年毎交換

単位 : 年 �

走行キロ毎交換

単位: 千km �

交換

時期 �

交換

方法

ブレーキ ホース ��4 ��② ��レンタカー   (

乗用 車・軽貨物車)

ブ レーキ液 ��2[3j ��②

マスター シリンダーのカップ及びブーツ等 

のゴ ム部品 ��4 ��

② ��レンタカー   (

乗用 車・軽貨物車)

ホイール シリンダーのカップ及びブーツ等 

のゴム部品 ��4 ��

② ��レンタカー   (

乗用車・軽貨物車)

デ ィスク キヤリパーのシール及びブーツ等 

のゴム部品 ��4 ��

② ��レンタカー   (

乗用車・軽貨物車)

ト ランスミッション オイル  

およびトランスファー オイル ���100 �

②

デフアレンシ ヤル オイル ��2[3] �30 �②

オートマチック ト ランスミッション オイル ���100 �②

エアー クリーナー エレ メント ���40「20」 �②

エンジン オイル ��1 �10 「5」 �② ��使用オイルSG 以 上

オイル クリーナー( オイル フィルター) ���10「5」 �② ��使用オイルSG 以 上

冷却水(LLC) ��2[3] ��②

タイミング ベルト ���100 �② ��タイミング ベルト 付車のみ

フ ユーエル フイルター ���100 �② ��EFI車

点 火プラグ( 白 金プラグ・イリジウムプラグ) ���100 �② ��CNG車は除く

CNG 車

専用部品 �

〇リング( 減圧弁のレギュレーター

タンク取付部) �2 ����CNG

車レギュレ ーター 

タ ンクのオイル点検時

�CNG容器 �  15(CNG

容 器

検査後) ����CNG

車

注)1.交換時期は年または走行キロどちらか早い方にて交換する。

2.目印は乗用車初回、「 」印はシビア コンディション時での交換時」刳をぶす。

3.備考欄に記載のない項目は「自家用乗用・自家用貨物」「レンタカー」共に同じ交換時期であることを不す。

4. ①は取扱説明書に、②はメンテナンス ノートに記載している項目を示す。
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

1 エンジン コントロール システム(EF-VE)

1-1 システム概要

1-1-1 システム配線図

(1) カーゴ、アトレー、トラック(ラジエーター ファン1 段制御)
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(2) トラック(ラジエーター ファン2 段制御)
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

.・. ゝ|

-

1-1-2 エンジン コントロール コンピューター端子配列

��七 �����「1

13 ���12 �11�10 �9�8

42 ���41�40�39�38�37

73 ���72�
×�71�70�69

「1 「 ‾EΞΞョ¬ 「1
7 �6�× �5 �4 �3 �2�1
36 �35�34�33�32�31�30�29

68 �������62�67�66�65�64�X�63

上記の端子番号はサブ ハーネス、EFI コンピューター チェツクにあわせています
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

1-1-3 構成部品位置図

C-4
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

1-2 エンジン コントロール システム点検1-2-1
準備品

卜
�

形   状 � 品 番、 品 名 � 用    途

Cyl

こ/)

吋

�

家勿
�    09842-97203-000

サブ ハーネス,EFI コンピュータ チェ

ック �

エンジン コントロ ール システム点検

�才
�     09268-41047-000   (09268-41045-000

使用可)

ツ ール セット,インジェクシヨン メジ

ヤリング �

燃圧点検

�博
�       09842-30070-000

ワ イヤー,EFI イン スペクション �インジェクター点検

�匹
�     09991 - 87404-000

ワイ ヤー,エ ンジン コントロール シス

テム インスペクシヨン �

チェック端子短絡VF

端 子短絡

エンジン回転数測定

�ノ
�       09991-87402-000

ワイ ヤー,タ コパルス ピ ック アップ �
エンジン回転数測定VF

端 子測定

�//
�     09991-87403-000
ワ イヤー,ダ イアグノーシス チェック �T端子短絡

計器

�⑩
�         TB707
ゲー ジ,EFI フュ ーエル プレ ツシヤ(

株)バ ンザイ �

燃圧点検

�サウンドスコープ、コンプレツシヨンゲージ、エレクトリカルテスタ

C-5
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

1-3 故 障 診 断

1-3-1 故 障 診 断 の 進 め 方

エンジン コントロール システムには、不具合箇所を診断するダイアグノーシス機能を備えており、故障診

断を行う場合の重要な手掛かりとなります。

また、本システムのダイアグノーシスにはバッテリー バック アップ(IG スイッチを「OFF 」してもダイアグ

ノーシス記憶用電源が供給される機能)が装備されています。

不只 台の 発乍条rlこ、環境
一一-一一・一---一一----一一一一一一一一一-・

陽 器
犬

現 象を 確認し 不貝合状況

を把 捉する( 心現できな

かっ た場介は 、問診、不

只 介現象別 チャ ートより

原囚を棺定 する)

世 竺回

L11E7008W35

1-3-2 問 診

不具合が発生した車両についてその原因を取り除こうとしても、実際にその不具合現象を確認せずには原因

を追求することはできず、いくら作業を行っても車両が正常状態に戻らないということになるかも知れません。

問診は不具合現象を確認する前に行うお客様からの情報収集で、不具合現象の再現を図るうえで特に重要な手

掛かりとなります。

また、問診から得られた情報はトラブルシューティングの参考となるため、ただ問診をするのではなく、その

不具合に関連した事項を重点的に聞き出すということも必要になります。
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

"

J

1-3-3 ダ イ アグ ノ ー シ ス コ ー ド の 確 認 、記 録 、消 去

ダイアグノーシスの異常コードが表示されている場合、そのシステムの不具合が過去に発生したものなのか、

現在も継続しているものなのかを確認し、再現された不具合との関係を確かめる必要があります。そのために

は、現象確認の前後で2 度、ダイアグノーシス コードを表示させなければなりません。

(1) ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ド 確 認

① エ ン ジ ン チ ェ ッ ク ラ ンプ に よ る 表 示

ダイアグノーシスの確認は、IGスイッチ「ON 」の状態でチェック コネクター端子T~E 間をSST を使用して

短絡し、コンビネーション メーター内のエンジン チェック ランプを点滅させることで行います。

ISSTI 09991-87404-000

09991-87403-000

μ王 恵|・今回一部の車両でT端子位置を変更しているので丁端子短絡時は注意すること。

EF-VE エンジン搭載のカーゴ、アトレーバンは今回チェック コネクターBタイプに変更。

トラックは2001 年10 月にチェック コネクターAタイプからBタイプに変更予定。

その他の車両はチェック コネクターAタイプです。

・短絡位置を間違えると故障の原因となるので絶対に間違えないこと。

(1)A タ イ プ

六 万
T

(2)B タ イ プ

E VF

尚 叉ヌ

E VF
ダイアグノーシス チェック コネクター

※図はアトレー

T端
子 OFF-j 0.25 秒     

一 点灯

駝 ぐ チェック

七

肖

正常時

エンジン チェック ラ ンプ

エ

プ 言] 回 萍 亀

皿 二詔

ランプ         4 秒05 秒 
ソ

異常時( コード21 の 場合)
S

〔参 考〕・SST( エンジン コントロール システム インスベクション)を使用しない場合は、ダイアグノーシ

スチェックコネクターをブラケットより取りはずして作業を行い、作業後はブラケットに確実に

固定する。

(2) ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ド 消 去 方 法

① ヒ ュ ー ズ に よ る 消 去

記憶されているコードはIG スイッチを「OFF 」にし、EFIヒューズ(15A)を30 秒間以上外すことで消去できま

す

〔2参 考〕・EFI ヒューズはエンジン ルーム内(リレー ボックス内)にあります。

目安として、約30 秒程度で消去できますが場合によってはそれ以上かかることがあります。

また、バッテリー電源、ヒュージブル リンクなどのバック アップ回路の接続を切った場合も消去

されますが消去に要する時間が長くなることがあります。

|注 意ト バッテリー端子を外す場合は、あらかじめラジオのチャンネルを記録しておき、作業後、元どおり

にセットしておく。

念の為、バックアップ ヒューズを取り外す場合は他のシステムのダイアグノーシス コードを出

力し確認すること。
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

② ダイアグノーシス診断内容
コード瓶 �ウォーニング表示 � 診断項目 � 診断内容

点滅 � 無 � 正常 � 正常

13 � 有 �エンジン回転センサー信

号系統 �

エンジン回転センサーからの信号に異常が発生したとき  

・センサーの故障、信号系統の断線、 短絡など

14 � 有 �カム角センサー信号系統 �カム角センサーからの信号に異常が発生したとき  

・センサーの故障、 信号系統の断線、 短絡など

16 � 有 �点火1 次 信号系統 �点火信号に異常が発生したとき  

・ 信号系統の断線など

18 � 有 �ノックセンサー信号系統 �ノックセンサーからの信号に異常が発生したとき  

・センサーの故障、信号系統の断線、短絡など

21 � 有 �02 セン サー信号系統 �02 センサーからの信号に異常が2 回連続して発生したとき  

・センサーの故障、信号系統の断線、短絡など

23 � 有 �02セ ン サー ヒ ーター信

号系統 �02

セ ンサー ヒーター信号に異常が発生したとき  

・02 セ ンサー ヒーター系統の断線、短絡など

25 � 有 �燃料系統(リ ーン異常) �燃料系統の異常で空燃比が2 回連続してりーン側にずれているとき

・燃圧異常、インジェクター、0,, セン サー異常など

26 � 有 �燃料系統(リ ッチ異常) �燃料系統の異常で空燃比が2 回連続してリッチ側にずれているとき

・燃圧異常、インジェクター、02 センサー異常など

31 � 有 �吸気管圧力センサー 信号

系統 �

吸気管圧力センサーからの信号に異常が発生したとき  

・センサーの故障、信号系統の断線、短絡など

41 � 有 �スロツトル センサー信

号系統 �

スロツトルセンサーからの信号に異常が発生したとき  

・センサーの故障、信号系統の断線、短絡など

42 � 有 �水温センサー信号系統 �水温センサーからの信号に異常が発生したとき  

・ センサーの故障、信号系統の断線、短絡など

43 � 有 �吸気温センサー信号系統 �吸気温センサーからの 信号に異常が発生したとき  

・センサーの故障、信号系統の断線、 短絡など

44 � 無 �エアコン エバポレータ

ー温度センサー信号系統 �

エバポレーター温度センサーからの信号に異常が発生したとき  

・センサーの故障、信号系統の断線、短絡など

51 � 無 �スイッチ信号系統 �T端 子短絡状態で1,AC

スイ ッチが「ON 」の時2.A/T

車で訟 圓 圓 または[亘] レンジにシフトしたとき3.

アクセルペダルを踏んでいる時

52 � 有 �車速センサー信号系統 �車速センサーからの信号に異常が発生したとき  

・センサーの故障、信号系統の断線、短絡など

C-8



エンジン コントロール システム(EF-VE)

54 � 有 �スターター信号系統 �スターターからの信号に異常が発生したとき  

・信号系統の断線、短絡など

71 � 有 �ISCバ ルブ系統 �ISCバルブ検出信号に異常が発生したとき  

・信号系統の断線、短絡など

73 � 有 �可変 バルブタイミング制

御系統① (

進 角、遅角フエイル) �

バルブタイミング制御に異常が2 回 連続して発生したとき  

・OCV 異常、オイル通路の異物侵入

74 � 有 �オイルコントロールバル

ブ制御系統 �

オイルコントロールバルブ 制御用電圧に異常が発生したとき

75 � 有 �可変バルブタイミング制

御系統② (

タイミングフェイル) �

バルブタイミング制御に異常が2 回 連続して発生したとき  

・ カムシヤフトド ライブおよびドリブンギヤのずれ

76 � 有 �エバポ パージVSV 制御

系統 �

エバポパージvsv 検 出 信号に異常が発生したとき  0

言号系統の断線、短絡など

81 � 無 �キーフリー システム通

信系統① �

キーフリー システム コンピューターとの通信エラー時またはコ

ード 照合において不一致となったとき

83 � 無 �キーフリー システム通

信系統② �

キーフリー システム コンピューターとの通信における照合コー

ドの照合が、エンジン コントロール コンピ ューター内部装置の故

障で、できなくなったとき

1-3-4 現 象 確 認

トラブルシューティングを行う場合、作業者が実際にその現象を確認しなくては原因を追求することはでき

ません。そのためには問診で得た情報をもとに、不具合の発生状況と類似した条件、環境を作り出して不具合現

象を再現させる事が不可欠です。

再現性の乏しい現象については、問診で得られた情報をもとに不具合発生時の走行条件(路面状態、気象条件、

運転条件)に近づけた状態を作りだすことも必要です。そのためには、振動(ワイヤ ハーネスやリレーを手で動

かす)、熱(温風を当てる)、水(湿度を与える)などの外的要因を加えて根気良く再現させることが最も重要です。

更に、不具合の要因となる部位(部品)を推測し、テスター等を接続して現象確認をすれば部位(部品)の良否判

定も同時に行えます。

(1) ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ド 再 点 検

不具合現象の確認後のダイアグノーシス コードを点検することにより、確認前に表示されていたコードの

システムが現在は正常か否かを判断します。

|汪 怠|・ダイアグ ノーシス コードN0.21,22,25,26,73,75については、フューズ、バッテリー外し等でコー

ドの消去を行なった場合は、IGON ⇒ エンジン運転 ⇒IGOFF ⇒ 再度IG ON ⇒、エンジン運

転にてダイアグ` ノーシス コードの確認をすること。 必ずエンジン運転後一度IG OFF にして

から、再度エンジンを始動、運転をしないと異常コードを検出しません。

1. 確認時に不具合が発生し、確認後も異常コードを表示している場合はコード別のトラブルシューティング

を行います。

2. 不具合が発生していたが確認後は正常コードが表示された場合、ダイアグノーシス系統以外の不具合が考

えられるので、現象別のトラブルシューティングを行います。

3. 不具合が発生せずに確認後は正常コードが表示された場合、過去にハーネス、コネクター部に接触不良等

の異常が起きたが、現在は正常であると考えられので、現象確認前に表示されていたコードの系統につい

てハーネス、コネクターを点検します。

C-9
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(2) 基 本 点 検

基本点検を行うことで不具合箇所を絞り込むことができます。1.

バッテリー電圧測定

エンジン停止状態でのバッテリー電圧を測定する。

|基 準]    12~14V

2. インジェクター作動点検

サウンド スコープまたはロング ドライバーを使用し、イ

ンジェクターの作動音を点検する。

3. 燃圧点検(簡易)

エンジンを始勤し、フユーエル ホースを指でつまみ、燃圧

(脈動)が感じられることを確認する。

4。火花点検

rs-J ・ 火花の発生あり。周囲の可燃物に注意。

(1) スパーク プラグを外し、イグニッション コイルに取り

付けてプラグをアースする。

(2) クランキング時、スパーク プラグに火花が飛んでいる

かを点検する。

C-10



エンジン コントロール システム(EF-VE)

1-3-5 系統別トラブル シューティング

(1) エンジン回転 センサー系統点検(ダイアグノーシス コードN0,13 出力)

① エンジン回転 センサー系統システム図

ECU

エンジン回転センサー

I  

ノ

ヤ

EI

て ｀                           N

谷2 十

「1 ��
→

1 �2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 �30��31�32�33�34�35�36

62
� -

�������68�63�
�×�64�65�66�67

エンジン回転センサー接続

車両ハーネス側 コネクター

��七
�����n

8 ��9�10 �11 �12 �13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
× �72�73

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

N2-

② ダ イ アグ ノ ー シ ス コ ー ドN0.13 出 力 条 件

クランキングを数秒間続けている間に回転信号が‥・度も入力されなかった時

LaL墓」・ 圧力センサ一系にも異常がある場合はコードN0.13 は出力されません。

③ 点 検 ポ イ ン ト

1. エンジン回転 センサーからの信号がEcu に入力されているか

2. エンジン回転 センサー~Ecu 間のハーネスは正常か

3. エンジン回転 センサーの出力は正しいか

C-11
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

④ 点検方法

NG

<ECU 人力信り点検>

1.SST( サブ ハーネス) を接続する2.

ウランキン グ時SST@~9

(N2.~N2-) 闘の電圧を 測定 する

J劇l 値:3~6V(AC レンジ)

< 回 転センサー~ECU 問ハーネス点検> 

セ ンサー側コネ クター①

~ECU ㈲コ ネクター⑩

セ ンサー側コ ネクター②

~ECU 側コ ネクター図

NG

ハ ーネス、

コ ネクター修川

ECUI 川|路点検

OK

【参考】 

エンジン回転センサー出力

��|

��|
�|

���1
���������|

���| �
��ノ �

����ノ ����J�1

���1

�ぐ ����「
�
���/�

〃 ���|

�戸
���|

�����1
�
���|

����|

�1

�������| ����|

オシロ スコープを 使川 する と、エンジン回転セ

ンサーのイ訃J は| ヤ|のよ うになる( 川川、

山には川転 数によ って 毘なる)

< エンジンH 転センサー叫 本点検>

NG

エ ンジン回転センサー交換

C-12

OK

各部コ ネクター接続

状態点 検
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(2) カ ム角

① カ ム角

エンジン コントロール システム(EF-VE)

センサー系統点検(ダイアグノーシス コードN0.14 出力)
センサー系統システム図

] 
千 千

プ

。

車両ハーネス側コネクター

���ヒこ¬丿

1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ��63�
�×�64�65�66�67�68

��←一丿

8 ��9�10�11�12�13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
× �72�73

NI

ECU 接 続 車 両 ハ ー ネ ス 側 コ ネ ク タ ー

② ダ イ アグ ノ ー シ ス コ ー ドN0,14 出 力 条 件

始動後、1 秒以上カム角センサーからの信号が入力されない時

③ 点 検 ポ イ ン ト

1

2

3

カム角 センサーからの信号がECU に入力されているか

カム角 センサー~ECU 間のハーネスは正常か

カム角 センサーの出力は正しいか

C-13
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④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

〈Ecu 人力1,jJ 点検>

I.ssT( サプ ハーネス) を 接続する2.

クランキング時ssT 四~ 硲

(Nlf~NI-)lnj の電圧を測定する

J劇‘ 値:3~6v(Ac レンジ)

【参考】

カ ム角センサ ー出力

NG

< カム角センサー~ECU 間ハーネス点検>

センサー側コネクター①

~ECU 側コネクター勁

センサー側コネクター②

~ECU 側コネクター槌

ハー ネス、

コネ クター修川

カム角センサー交換

ECUI 川転点 検

OK

< カム角センサー単休点検>

C-14

�����| ��������|

�夕 �
���ノ ����ノ ����ノ

��「
�����「

���「
��/

� 1'

-#1- | �

��� i
-# ��2- �� 

II

-#3-  

| �

���|

#1

オシロ スコープを 團ljすると、カム炳センサーのf,旧 はlll

ヌ|のようにな る「JIU 」、電 圧は回転数によって胃なる)

各部コネクター接続

状態点検

S16E8019W35



エンジン コントロール システム(EF-VE)

(3) 点火系統点検(ダイアグノーシス コードN0,16 出力)

① 点火系統システム

-

ECU

#10,#20,#30   
訟

インジェクター接続

車両ハーネス側コネクター

���犬 �����n
1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ����×
�
����68��63 ���64�65�66�67

��卜一一一一i

8 ��9�10�11�12�13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
× �72�73

メイン リレー 接続

リレー ボックス側
コネクター

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

② ダイアグノーシス コードN0,16 出力条件

点火信号が連続してないとき
③ 点検ポイント

1.1G コイルの電源電圧は正常か

2.1G コイル~ECU間のハーネスは正常か

3. コイルの火花は良好か

C-15
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④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

NG

< 火 花点検>

1.イグニ ッショ ン コイル、スパーク プラ グを収り 外す。2.

クラ ンキン グ峙 、スパー ク プラグに火 花が飛ん でい るか

点検 する。

回 ・フューエル ポンプ リレーを収り外して行う。

<ECU 出力信り点 検>

オシロスコープを 使用 する

エンジン始動状態で点火信 号の出力を 点検する

ECU 側コネクター齢 、⑩、命(IG1 、IG2 、IG3)   

~ECU 側コネクター⑩(E1)

基準  II ミしい波形が川Iてい る

囲 ・点 火焙りは オシロスコープを 使川しない と

正しい 判定ができないO

ECU 回路点検

IG コ イル~バッテリー間の

ハーネス修理、交換

NG

ハーネス修理、交換

NG

ハーネス修理、交換

【 参 考 】

点 火系統は11モ常

OK

オシロスコープを使川 すると、点火信 廿

はL 図のようになる( 川 りJは回転数によ

って固なる)

<IG コ イル電源題1 ミ点検>

IG スイッチ「ON 」時、IG コイル側コネクター③( 十B)

~ボデー アース間の曲|ミを点検する

基準値: バッテリー電圧

OK

〈 ハーネス点検>

IGコイル側コネクター②(IGI,IG2.1G3)

~ECU 側コネクター@ 、紘 仙(IGI 、iG2、IG3)

< ハーネス点検>

IG コイル側コネクター①(E1)

~ECU 側コ ネクター⑩(E1)

C-16

IG コイル交換
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(4)

①

ノック

ノック

エンジン コントロール システム(EF-VE)

センサー系統点検(ダイアグノーシス コードN0,18 出力)

センサー系統システム図

ECU

KNK

I

口

--⑤

。- 

11       
ば 濤 よ 獣

クター

���犬 �����「1
1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ���������68��63�
�×�64�65�66�67

「1 �������「1

8 �9�10 �11 �12 ��13

37 �38�39�40�41��42

69 �70�71�
× �72�
�73

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

KNK

ノ

ッ
ク

セ

ン

サ

ー

EI

② ダイアグノーシス コードN0.18 出力 条件

次の条件が成立時にノック センサーからの信号が. エンジン回転数に応じて設定した電圧値を・定時間以

上連続して超えたとき

I. エンジン回転数が2000rpm 以上で吸気管圧力が ・定以上

③ 点 検ポ イント

1. ノック センサーからの信号がECU に入力されているか

2. ノック センサー~ECU 間のハーネスは正常か

3. ノック センサーの出力は正しいか

C-17
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④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

<ECU 人ノ」イ、旧 点検>

I.SST( サブ ハーネス) をセットする。2.

エンジンを始動する。

3.SST ⑩~ ⑩(KNK~EI)111j の 川力を 

オシロスコープ で点 検する。

基準値: アイド リング1時、レーシング

時で波形が出てい ること

NG

< ノッ ク センサ~EC 叫j ハーネス点検>

センサー側コネ クター①~ECU 側コネ クター⑩

NG

ハーネス、コネクター修理

OK

ECU 川路点検

【参考】

�������●

�4

●●●●

�

�X�
ノ) ��jl t ,1

�� 几l

��ぐ �
��呪
�岬�y

�,。if' χL

��������洲…�Q

●  ●  ●  ●  ●  ●    ●  ●  ●    I  I

オシロスコープを使川すると、ノックセンサーの仁吋は

上図のようになる( 波形は特定できない)

OK

< ノック センサー 叫 本点検>

NG

ノック センサー 交換

C-18

OK

各部コネ クター接続

状態点検
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(5)

①

エンジン コントロール システム(EF-VE)

02 センサー系統点検(ダイアグノーシス コードN0.21 出力)02
センサー系統システム図

メイン リレー

チェック コ ネクター

��卜一一一一j

�����n
8 ��9�10�11�12�13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
× �72�73

VF

○×1

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

バ
ッ
テ
リ

ー

02センサー接続
車両ハーネス側コネクター

-

Xk

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.21 出 力 条 件

エンジン暖機後、回転数3,000rpm 以上かつ設定値以上のパワー増量補正が続いた状態で、02 センサーから

の信号が‥咳 もリッチとならない時

③ ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.23 出 力 条 件

02 センサー ヒーター系統に断線、短絡がある時

④ 点 検 ポ イ ン ト

|注 意し このコードが他のコードと同時に出力された場合は、他のコードから先に点検する。

1. 02 センサーからの信号がECU に入力されているか

2. 02 センサー~ECU 間のハーネスは正常か

3. 02 センサーの出力は正しいか(A/Fがりーン(排気ガス中の02 濃度が高い)となり続ける原因が無い場合、

02 センサー不良と判断する)

4. 02 センサー ヒーター系統に断線、短絡はないか

C-19
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

⑤ 点検方法(信号系統)

匝 転 」

1。エンジンを暖機する。

2,SST( インスペクションワイヤ) を

セットし,T 川ぼを短絡する。

3冲II転数を3,000rpmで4分間保持レ

O,センサーを暖機する。

4. 1,200rpm以 目こ保持した状態で

VF~アース間の電圧を洲定する。

基準仙:Ox5V

(10秒問に8川程度変化する)

1。0,セ ンサーを 暖機する。

2.02セ ンサーのコ ネクターを 外し

レーシング時の出力溜1 ミを測定する

セ ンサー 側コネクター③~④間

基準値: レーシング時

バルブ 急閉時

約0,6V以]:

約0.4V以 ド

0 、センサー接続側コ ネクター③

~ECU 接 続側コ ネクター啓 開

○セ ンサー接続側コ ネクター④

~ECU 接統側コ ネクター⑩ 間

ハーネス点検、修川

C-20

O 地 ンサー系統11五常

O セ ン サー 交換

S16E8023W48
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

⑥ 点検方法(ヒーター系統)

02センサー 交換

02センサー ヒーター回路抵抗点検

①OX センサーのコネ クターを収り外す

②02 センサー端 」!②( やBI,tB2)

~①(OXHI) 問の抵抗をill定する

基準:14.6~18.30(20 ℃)

02 センサー~ECU 間 ハーネス点検

02センサー側コ ネクター②( 十B I,十B2)~ECU 側コネ クター⑦( 十BI)OX

センサー側コ ネクター②( 十B 1,+B2)~ECU 側コネ クター⑩( 十B2)02

センサー側コ ネクター①(OXH1)~ECU 側コネ クター⑩(OXH1)

NG

ハーネ ス、コネ クター修川

C-21

ECU 電源系点検
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(6) 燃料系統点検(ダイアグノーシス コードN0,25,N0,26 出力)

① 燃料系統システム

ECU

#10,#20,#30
言

インジェクター接続
車両ハーネス側コネクター

FCI

FC2

:失:
フューエル ポンプ接続

車両ハーネス側コネクター

「1
8 �9�10�11 �12��13

37 �38�39�40�41��42

69 �70�71�
× �72��73

フ ュ ー エ ル

且

白 リレー 接続
リレー ボックス側コネクター

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

EI #30 #20 幻0

S16E7101W33

② ダ イ アグ ノ ー シ ス コ ー ドN0.25 出 力 条 件

空燃比フィードバック時に補正係数が片方に(空燃比リーン状態で)、はりついてしまっているとき

③ ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.26 出 力 条 件

空燃比フィードバック時に補正係数が片方に(空燃比リッチ状態で)、はりついてしまっているとき

④ 点 検 ポ イ ン ト

1. 燃圧は正常か

2. インジェクターは正常か

3. 02 センサーは正常か

C-22



⑤ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

C-23
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(7) 圧力センサー系統点検(ダイアグノーシス コードN0,31 出力)

① 圧力センサー系統システム図

ECU

���犬 �����「1

1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ���������68��63��X
�64�65�66�67

吸気管 圧力センサー接続

車両ハーネス側 コネクター

「1 �
犬

�����「1
8 �9�10 �11 �12�13

37 �38�39�40�41�42

69 �70�71�
× �72�73

VCPM   E2PM

ECU 接 続 車 両 ハ ー ネ ス 側 コ ネ ク タ ー

② ダ イアグノーシス コードN0.31 出 力条件

圧力センサーからの信号が一定時間以上連続して4.9V以上または0,7V以下
③ 点 検 ポイ ント

1. 圧力センサーからの信号がECU に入力されているか

2. 圧力センサー~ECU 間のハーネスは正常か

3. 圧力センサー電源電圧は正常か

4. 圧力センサーの出力は正しいか

C-24



④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

NG

<ECU 人カイd廿点検>

1,SST( サブ ハーネス) をセットする2j

リJ センサーを外す

3,1G スイ ッチ 「ON 」11おST ⑩~匈

(PIM~E2PM)11111jの電 川を 測定する

基準値:3.2~4.1V( 常湘)

< 圧力センサー~ECU 間ハーネス点検>

センサー側コネクター①(PIM)~ECU 側コネクター⑩

センサー側コネクター②(E2PM)~ECU 側コネクター貼

センサー側コネクター③(VCPM)~ECU 側コネクター㈲

OK

ECUI・価 点検

NG

ハーネス、コ ネクター修理

OK

各 部コネ クター

接続状態点検

OK

< 圧力 センサ一 単休点 検>

OK

< 圧力センサー電 源',U川点 検>1.

川力センサー コ ネクターを外す2.1G

スイッチを「ON 」にす る

3,センサー接続コネ クター③(VC ~

②(E2) 間の題| モを測定する

雌準値:4,5V~5.5V

NG

川 力センサー交換

C-25

NG

ECU 回路点検

S16E8027W44
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(8) スロ ットル

① スロ ットル

-

センサー系統点検(ダイアグノーシス コードN0,41 出力)

センサー系統システム図

ECU

���→ ��
���「1

1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ���������68��63��X
�64�65�66�67

��→ �
����「1

8 ��9�10�11�12�13

37��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
× �72�73

スロットル センサー

接続車両ハーネス側コネクター

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

② ダ イアグノーシス コードN0.41 出力 条件

始動後、スロットル センサーからの信号が ・定時間以上連続して4.8V以上または0.2V以下
③ 点 検 ポイ ント

1。2.3.4.スロットル センサーからの信号がECU に入力されているか

スロットル センサー~ECU 間のハーネスは正常か

スロットル センサー電源電圧は正常か

スロットル センサーの出力は正しいか

C-26

S16EB028W33



④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

<ECU 人力 信号点 検>

1.SST( サブ ハ ーネス) をセ ットする

2JG スイッチを「ON 」にする

3.SST 間、⑩~ ⑩(VC~E2) 川、図~ ⑩(VTH~E2) 問の

電圧を測定 する

基準値:VC~E2   4.5~5.5V

VTH~E2   スロ ット ル レバーを令閉から令開にしたとき

OV~4.8V の問を比例的に増加すること

NG

< スロットル センサー~ECU 間ハーネ ス点検>

セ ンサー側コネ クター②(E2)~ECU 側コ ネクター⑩(E2)

セ ンサー側コネ クター①(VC)~ECU 側コネクター⑩(VC)

セ ンサー側コネ クター③(VTH)~ECU 側コネ クター㈲(VTH)

ハーネス、コネクター 修理

OK

< スロットル センサー 単休点検>

スロ ツトル

セ ンサー 交換

C-27

ECU 回路点検

OK

各部コ ネクター接続

状態点検

S16E8029W44
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(9) 水温センサー系統点検(ダイアグノーシス コードN0,42 出力)

① 水温センサー系統システム図

ECU

水温センサー

THW                             2

E2                         1

E2     THW

EI     

⑤

3

水温センサー接続

7                             車両ハーネス側コネクター

E2

���立二j �����∩

1 ��2 ��3 �4 �5
�×
�6 �7

29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ��63
�
�×
�64�65�66�67�68

��→ �����「1

8 ��9�10
�11�12�13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
× �72�73

THW

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0,42 出 力 条 件

始動後,水温センサーからの信号が ー定時間以上連続して4,85V 以上または0.15V 以下

③ 点 検 ポ イ ン ト

1

2

3

水温センサーからの信号がECU に入力されているか

水温センサー~ECU 間のハーネスは正常か

水温センサーの出力は正しいか

C-28



④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

<ECU 人力H り点 検>

l.SST( サプ ハー ネス) を セットする

2.1Gスイッチ「ON 」|時、SST ㈲~0(THW~E2) 尚の

匍| ミを 測定する

基 準値:0.1V~4.8V( 水湘によって変化)

NG          

|

< 水温センサー~ECU 閻ハーネス点検>

センサー側コネクター①(E2)~ECU 側コネクター⑩(E2)

センサー側コネクター②(THW)~ECU 側コネクター酋(THW)

ハーネス、コネクター 修理

NG

< 水温セ ンサー 唯休点検>

水温セン サー交換

OK

ECU 回路点検

C-29

OK

各祁コ ネクター接続

状態点検

S16E8031W44

皿.

-



-

・ -

(10

①

エンジン コントロール システム(EF-VE)

吸気温センサー系統点検(ダイアグノーシス コードN0,43 出力)

吸気温センサー系統システム図

ECU

吸気温センサー

THA                            
I

E2                           2

E2

THA      E2⑤

ご

���卜一一づ �����「1
1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ��63�
�×�64�65�66�67�68

吸気温センサー接続

車両ハーネス側コネクター

E2

��←-i

8 ��9�10�11�12�13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
× �72�73

THA

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.43 出 力 条 件

始動後、吸気温センサーからの信号が 一定時間以上連続して4.85V 以上または0.15V 以下

③ 点 検 ポ イ ン ト

1 。2.3.吸気温センサーからの信号がECU に入力されているか

吸気温センサー~ECU 間のハーネスは正常か

吸気温センサーの出力は正しいか

C-30

S16E8032W33



④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

<ECU 人力信り点検>

1,SST( サブ ハーネス) をセットする

2.1Gスイッチ「ON 」時、SST⑩~⑩(THA~E2) 間の

電圧を測定する

堪準値:0.1V~4.8V( 吸気温によって変化)

NG

< 吸気温センサー~ECU 間ハーネス点検>

センサー側コネクター①(THA)~ECU 側コネクター⑩(THA)

センサー側コネクター②(E2)~ECU 側コネクター⑩(E2)

NG

ハーネス、コ ネクター修理

OK

< 吸 気温 センサー 肌休点 検>

NG

吸気 温セ ンサー交換

C-31

OK

各 部コ ネクター接続

状態点検

ECU 川路点検

」04E7033W44

-.

-



心

心

エンジン コントロール システム(EF-VE)

(11) エアコン エバポレータ温度センサー系統点検(ダイアグノーシス コード
N 0.44 出力)
① エアコン エバポレータ温度センサー系統システム図

ECU

エバポレーター温度センサー

ACEV                               
I

E21                           2

EI

ご  

ル

ぷ昌 に ぷ:鶏 舅 数-

����r一一一一一i�����「1
＼�1 ��2 ��3 �4 �5

�X
�6 �7

�29��30��31�32�33�34�35�36

�62��63
�
�×
�64�65�66�67�68

n � 犬 �����「1

8 �9 �10�11�12�13

37 �38�39�40�41�42

69 �70�71�
× �72�73

/

ACEV

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

② ダ イアグノーシス コードN0.44 出 力条件

始動後、エアコン スイッチ「ON 」の状態でエアコン エバポレータ温度センサーからの信号が ・定時間以上

連続して4,85V以上または0.1V以下

③ 点 検 ポイ ント

1。2.3.エアコン エバポレータ温度センサーからの信号がECU に入力されているか

エアコン エバポレータ温度センサー~ECU 間のハーネスは正常か

エアコン エバポレータ温度センサーの出力は正しいか

C-32



④ 点検方法

NG

エンジン コントロール システム(EF-VE)

<ECU 人力信弓点検>

】.SST( サプ ハーネス) を セットする

2.1G スイッチ 「ON 」時、SST ⑩~ ⑩

(ACEV~E21) 間の題.1ミを洲』定する

基準値:0. 】5~4.8V( 温度によって変化)

NG

< エバポレ ータ沿度センサー~ECU 間ハーネス点検>

センサー側コネクター(ACEV) ①~ECU 仰」コ ネクター⑩

センサー側コネクター(E21) ②~ECU 側コネ クター⑩

ハーネス、コネ クター修理

OK

< エ バポレータ温皮センサー 唯体点検>

NG

エ バポレ ータ温度センサー交換

C-33

OK

ECU 川路点検

OK

各部コネクター 接続

状態点 検

S16E8035W44

-

-
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(12) スイッチ信号系統点検(ダイアグノーシス コードN0,51 出力)

① スイッチ信号系統システム図

ECU

スロツトル センサー

接続車両ハーネス側コネクター

���太一丿

1 ��2 ��3 �4 �5
�×
�6 �7

29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ���������68��63��X
�64�65�66�67

バ
ッ
テ
リ
ー

「唱匹頷

AC スイッチ接続

車両ハーネス側コネクター

VC E2

BLW     VTH

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

ス イッチ

P

N
シフト ポジションSW 接続

車両ハーネス側コネクター

EI

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0,51 出 力 条 件

T 端子「ON 」時にアイドル スイッチ「OFF 」またはエアコン スイッチ「ON 」またはA/T のシフト レバーが四

固[2] か[R]レンジとなったとき

|注 意レ コードN0.51 は、丁端子「ON 」時のみ診断し、記憶しません。

丁端子「ON 」の状態で、アイドル スイッチの「OFF 」によりコードN0.51 の出力によってスロットル

センサー系統の良否を判定できます。

丁端子「ON 」の状態で、エアコン スイッチの「ON 」によりコードN0.51 の出力によってエアコン

スイッチ系統の良否を判定できます。

丁端子「ON 」の状態でA/丁のシフト レバーを口[3][2] または[R] レンジにシフトすることによりコ

ードN0.51 の出力によってシフト ポジション スイッチ系統の良否を判定出来ます。
③ 点 検 ポ イ ン ト

1. エアコン スイッチ、シフト ポジション スイッチからの信号がECU に入力されているか

2. エアコン スイッチ、シフト ポジション スイッチ~ECU 間のハーネスは正常か

3. エアコン スイッチ、シフト ポジション スイッチはそれぞれ正常か

C-34



エンジン コントロール システム(EF-VE)

- 、

-

④ 点検方法

<Ecu 人力信り 系>

1.ssT( サブ ハーネス) をセ ットす る。

2.1Gス イッチ「oN 」峙、ssT ⑩~○ 〔vc~E2 〕、@~@(vTH~E2) 問、

⑩~@ 〔Acsw~E1 〕間、⑩~0(A 汀~EI) 問の;=U川を測定する。

基準値: ・vc~E2  41.5~5.5v

・vTH~E2 スロ ットルレバーを 全閉から 令開にし たとき0~4.8v   

の間を 比較的に増力IIすること

・Acsw~E 】 バッテリー匍.E( エアコン スイッチ「oN 」||き)

0~0.5v(11 記以外)

・Ayr~E1  0~0,5v(P ・N レンジ)

約】ov(ll 記以 外)

rAyT~FI : NGI         

I 

(Acsw~E1:NG)

< エアコンスイッチ~ECU 間ハーネス点検>

スイッチ側コネクター④(ACSW)~ECU 側コネクター⑩

ハーネス、コネクター修理 < エアコン スイッチ引 本点 検>

ハー ネス、コネ クター修川

NG

スロ ットル ポジション

センサー交換

ECUIOj 路点 検

S16E8037W48

エアコンスイッチ交換

< シフト ポジショ ン スイ ッチ~Ecu 問ハーネス点検>

スイッチ側コネクターA √r巾④(P レンジ)~Ecu 側コネ クター⑨

スイッチ側コネクターA 汀 市⑤(N レ ンジ)~Ecu 側コネ クター⑨

< スロツトルセンサー~ECU間ハーネス点検>

センサー側コネクター②(E2)~ECU 側コネクタ一口(E2)

センサー側コネクター①(VC)~ECU 側コネクター⑩(VC)

センサー側コネクター③(VTH)~ECU 側コネクター㈲(VTH)

< スロットル センサー 単休点検>

各部コ ネクター接続

状態点 検

C-35

ハーネス、コネクター修川

シフト ポジション

スイッチ交換

各コネクター接続

状態点 検

< シフト ポジション

スイッチ 肌体点検>

各部コネクター接続

状態点検
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

SPD

二

n �/ヒ===jlrl

8/�9�10�11 �12 �13

37 �38�39�40�41�42

69 �70�71�
× �72�73

C-36

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0,52 出 力 条 件

減速時フューエルカット中に、エンジン回転数が設定値以下で車速がO km/h となった状態が一定時間続い

たとき

③ 点 検 ポ イ ン ト

1. 車速センサーからの信号がECU に入力されているか

2. 車速センサー~ECU 間のハーネスは正常か

3. 車速センサーの出力は正しいか

S16E8038W33

(13) 車速センサー系統点検(ダイアグノーシス コードN0.52 出力)

① 車速センサー系統システム図

EI

ECU

SPD

���七 �����「1
1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ���������68��63�
�×�64�65�66�67

車速 センサー

-

聚   丿¬¬
匹 趾2血= 立 姐
蒜μ衣昌丿召二“



エンジン コントロール システム(EF-VE)

-

。-l-

④ 点検方法

<ECU 人力fμJ 点検>

1.SST( サプ ハーネス) をセット する

2JG スイッチ「ON 」にする

3.巾両を 押し、駆動軸を 川転させながらSST ⑩~⑩ 【SPD~E 】)

間の電 圧を 測定 する

基準値:0 こ5V のパルス

NG

ノ ニ ニ 濃 な こ鸞 レ
。

NG      

1       

0K

ハーネ ス、コネクター修川

NG

巾速センサー交換

< 巾速セ ンサー点 検>

OK

【参考】

���」 ����L ��」 ���」�1

オシロスコープを使川すると、巾速センサ

ーの信田よ|夕|のようになる( 周川は小偏

の回転速度によって災なる)

OK

ECUI 目|路点検

各部コネクター接続

状態点検

C-37

S16E8039W44
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(14) スターター信号系統(ダイアグノーシス コードN0.54 出力)

① スターター信号系統システム図

「1 ��
← 一 刎 ���

��「¬

1 �2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 �30��31�32�33�34�35�36

62 ��������98�63��X
�64�65�66�67

/
STA

A/T

SPD

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

IG ス イッチ

ST

EI

② ダ イ アグ ノ ー シ ス コ ー ドN0.54 出 力 条 件

車速Okm/h の状態でエンジン回転が設定値以上になるまでスターター「ON 」信号がないとき

③ 点 検 ポ イ ン ト

1, スターター~ECU 間のハーネスは正常か

C-38
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

J-

J- ・

④ 点検方法

< ス ターター~ECU1111ハーネス点 検>

スターター側コネクター~ECU 側コ ネクター剱(STA)

巾速センサー系統点検

C-39

ハーネス コネ クター修jlll

N11E7129W48



EI

ISC

IG ス イッチ接続

車両ハーネス側

コネクター

メイン リレー 接続

リレー ボックス側

コネクター

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0,71 出 力 条 件

始動後,ISC バルブ検出信号で 一度もON,0FF していないとき

③ 点 検 ポ イ ン ト

1. 1SC バルブ~ECU 間のハーネスは正常か(ダイアグノーシス コードN0.71出力時)2.1SC

バルブ電源電圧は正常か

3.1SC バルブ制御信号がECU より正しく出力されているか

4. 各センサーおよびスイッチ~ECU 間のハーネスは正常か

5.1SC バルブが正しく作動しているか

C-40
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-

一 一

エンジン コントロール システム(EF-VE)

(15) ISC 系統点検(ダイアグノーシス コードN0,71 出力)

①ISC 系統システム図(アイドル制御系統)

-

-

ECU

十B

ISCV 接続

車両ハーネス側

コネクター

���ヒニニニゴ

1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ���������68��63��X
�64�65�66�67

1

��→ �
���「1

8 ��9�10�11�12�13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
×�72�73

〒
1
1
1↓



エンジン コントロール システム(EF-VE)

④ 点検方法(アイドル制御系統)

冷問峙、エンジン回転数が高く、暖機が進むにつれて

エ ンジ ン回 転数が下がり、アイドル川転数を維持するか

基準:900rpm

<ECU 出力信 号点検>

1,SST( サブ ハーネス) を 接続する2.SST9(ISC)~e(E,)

の

電圧を測定する

基準: ある電圧値で ・定

(匍 王値は特定できない)

ISC 系統は正常

<ECU~ISCV 間ハーネス点検>

ECU 側コ ネクタ一宿(ISC)~ 舶ldtllコネクター①

< 囃両側ハー ネス点検>

車両側コ ネクター③~ ボデー アース間

<ISCV 電 源点検>

口SCV コ ネクターを外す

2.1G「ON 」峙ワイヤ ハーネス側コネクター②~ 

ボデー アース問の電圧を測定する

基準: バッテリー電圧

<ISCV 単休点 検>

ISCV 交換 ECU 回路点検

ハーネスコネクター修川

リレー点検、交換

C-41

ア イドリング状態
(電気負荷「OFF 」)

( 電 気 負 荷 「ON 」)

オシロ スコープを 使川すると、ISC制御信

りはlj ヌ|のような 波形とな る( デューテ ィ

比は 特定できない)

<ISCV 叫休点検>

ISCV 交換 各部コネクター接続状 態点検

S16E8061W33

。- ・

: ・ μ|
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

⑤ISC 系統システム図(アイドル アップ制御系統)

⑤ ド1

扁
氷

ス側
コネクター

※ラジエーター ファン 系統については1段制御の場合を示す

2段制御(80-120W 、100-120W) については
ラジ・ ‾夕‾。フ7 ンリレご‾ ラジエーター ファン系統を参照

jL

メイン リレー 接続

リレー ボックス側

コネクター

匹 工頑
AC スイッチ接続

車両ハーネス側コネクター

���犬 �����「1
1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ���������68��63��X
�64�65�66�67

⑥ 点検ポイント

1。2.3.4.5.

JG2  123  惚

IGスイッチ接続

車両ハーネス側コネクター

m

デフォッガー スイッチ接続

車両ハーネス側コネクター

DEF A/T FANI

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

ISC バルブ~ECU 間のハーネスは正常か

ISC バルブ電源電圧は正常か

ISC バルブ制御信号がECU より正しく出力されているか

各センサーおよびスイッチ~ECU 間のハーネスは正常かISC

バルブが正しく作動しているか

C-42

ゴ

回 、九 臨で

す ダ

P/Sオイル プレッシャー スイッチ

接続車両ハーネス側コネクター

シフト ポジション スイッチSW

接続

車両ハーネス側コネクター

EI

S16E7052W40



エンジン コントロール システム(EF-VE)

⑦ 点検方法(アイドル アップ制御系統)

1.エ ンジンを暖機する

2. 各スイッチ をそ れぞ れ「ON 」にした時もしくはなった峙に、アイドル|!!|転数が以ドのようになること

(デフi ツガ ー、テ ール ランプ、ヒ ーター スイッチ、ラジエー ター ファン、

パワステ オイルプレ ッシヤ スイッチ)

基準値:  900rpm    著しい低 下がないこと

※ M 汀はニュートラ ル  A μ はP レンジ

3.エ アコン スイッチ(AyC) を「ON 」し た峙 、アイド ル アップ川転数であること

基準 値:

M 汀   ニュ ート ラル  1200 ヽ1500rpm

A汀   P レンジ    1200~1500 『pm

<Ecu 出力信り一点検>

|.サブ ハー ネスを接続 する

2.1G スイッチ を「oN 」する

3.ssT@(H/L)~ ⑩(EI) 問の電丿自ミを測定する

基準値: テ ールランプsw     roN 」

「oFF 」4.ssT

⑩(sTP)~@(EI) 悶の電 川を洲定する

基準値: ストップ ランプsw   roN 」

「oFF 」5.ssT

⑩(DEF)~ ⑩(EI) 間の電圧を測定する 

基準値: デフ ォッガーsw     roN 」

「oFF 」6.ssT

⑩(BLw)~ ⑩(EI) 川の電圧 を測定する

基準値: ヒ ーターsw       FoN 」

「oFF 」7.ssTo{A

ノ'T}ヽ a(EI) 問の匍|ミを測定する

基準値:PN レンジ        [oN]     

「oFF 」8,

エンジンを始動する

9.ssT ⑩(Acsw)~ ○(EI) 間の電IE を測定する

基準値:Ac スイッチ       「oFF 」

Ac スイッチ       「oN 」10.ssT

⑩(PsT)~ ⑩(Eo Iuj の電JIミを測定する

基準値: オイルプ レッシヤ ス イッチ 「oN 」

(すえ切 り峙)

オイルプ レッシヤ ス イッチ 「oFF 」

(ニュートラJレ時)

バッテリー電圧O

ヽ0.5V

バッテリ ー鼎IO~0.5V

バッテリー⑩10~0,5V

O~0.5V

バッテリー電圧

Oヽ約0.5V

約10V

0ヽ0.5V

バ ッテ リ ー電J・|ミ

Oヽ0.5V

各回路、ハーネス

リレーを点 検、修理

バッテリー電llモ

前ペ ージ[ ア イドル

系 統] の点 検を行う

C-43
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(16) 可変 バルブ タイミング制御系統点検(ダイアグノーシス コードN0,73,N0,75  

出力)

① 可変 バルブ タイミング制御系統システム図

ECU

OCV 十

OCV,

1

2

オ
イ
ル

バ
ル
ブ

OCV+       OCV ・
指 丿

EI

一

一

進角作動時

遅角作動時

「1 ��卜 一
一う �����n

1 �2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 �30��31�32�33�34�35�36

62 �63�
�×�64�65�66�67�68

IN

IN

コ
ン
ト

ロ
ー

ル

��ヒニニニi

8 ��9�10�11�12�13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
× �72�73

EX

EX

オイル コントロール バルブ

接続車両ハーネス側コネクター

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

DVVT コ ントローラー

DVVT コ ン トローラー

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.73 出 力 条 件

可変バルブタイミングの進角フェイル、遅角フェイルが検出されたとき

③ ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.75 出 力 条 件

可変バルブタイミングのバルブタイミング フェイルが検出されたとき
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

-

-

④ 点 検 ポ イ ン ト

1. 可変バルブ タイミング コントローラーは正常に作動しているか。

2. カムシヤフト ドライブ ギヤとカムシヤフト ドリブン ギヤのタイミングにずれはないか。

(合わせマークは合致しているか。)

C-45
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⑤ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

-
火花発生あり、周闘に11f燃物のないこ と。G

亘E) エ ンジン運転巾の作業であるこ とから

安全に沁意しておこなうこと。

1.0cv のコ ネクターをは ずす。

2.エ ンジンを 始動してアイドル運 転をおこな う。3.0cv

コ ネクターにバッテリ
‾電
圧を かける

‘'e 

※両性は 右図参照

( 正 邑) 極性をまちがえな いこと。

作業 時の短絡に注意する。

(念の為田 側にヒューズを介しておく)  

追 仙時間は1 分以内のこと。

4.エ ンジンの アイド ル状 態を 確認 する。

基準: ラフ アイドルあるいはエ ンジン スト ールが発牛すること。

OK

1。エ ンジン削 し(IGOFF)

2,0CV コネクターを接続 する。

3,SST( サブ ハー ネス) をセ ット する。

<SST ⑩~ 剛(OCV 十,0CV-) 川の電 圧点 検>

※ オイル コントロール バルブ 制御系統の

点検方法( 次項) 参照

ECU 回路点検

<OCV~ECU 間ハー ネス点検>

】。エンジン停止。

2,0CV 中両ハーネス側①~ECU 側コネ クター卿(OCV 。)

OCV 巾両ハーネス§tll②~ECU 側コネ クター楯(OCV-)

ハ ーネス、コネ クター修川

カムシ ヤフト ドラ イブ ギヤと

カ ムシ ヤフト ドリブ ン ギヤのずれの点検

ECUtHI 路点検
隣|附 け

NG

<OCV 肌休点検>

<DVVT ア クチュエーター叩淋 点 検>

OCV 交換

N0.2カムシャフト 交換

< オイル通路の点検>

JIM'1:通 路の、1111まり、オイル洩れが

、 ないこ と。       。

オイ ル通路不 只介箇所の修理

カムシャフト ドライブ ギヤと

カムシヤフト ドリブン ギヤのずれの点検

NG

削|[付け

C-46
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(17) オイル コントロール バルブ制御系統点検(ダイアグノーシス コードN0.74 出
力)
① オイル コントロール バルブ制御系統システム図

ECU

OCV ・

1

2

0CV ・

E1

0CV 十       〇CV・
壮

か

ム

���→

1 ��2 ��3 �4 �5
�×
�6 �7

29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ���������68��63��X
�64�65�66�67

オイル コントロール バルブ

接続車両ハーネス側コネクター

8 ��9�10�11�12��13

37 ��38�39�40�41��42

69 ��70�71�
× �72��73

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

オ
イ
ル

バ
ル

ブ

コ

ン
ト
ロ

ー

ル

OCV-

② ダ イアグノーシス コードN0,74 出 力条件

バッテリー電圧が12V 以上ある状態で次の条件のどちらかが ・定時間以上連続したとき

1. 出力デューティー比が99% 以上のときにオイル コントロール バルブの電圧が判定基準値以下2.

出力デューティー比がO% のときにオイル コントロール バルブの電圧が判定基準値以上
③ 点検ポイント

1. オイル コントロール バルブ制御信号がECU より正しく出力されているか

2. オイル コントロール バルブ~ECU 間のハーネスは正常か

C-47

- 、

-



-

心

④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

<SSTO~ ⑩(OCV 田~OCvG) 旧」の電川点検>1.SST(

サブ ハーネス) をセットする。

2.1Gスイッチ 「oN 」峙、ssT ⑩~⑩(ocvGE)~ocv Θ) 

の電 圧を測定する。

基準仙:0~0.5V

3.エ ンジンを 始動し 、暖機する。

4.2nd2000「mpでの定速走行を行いそのII,lyのSST 酋~ 柘

(OCV 田~OCve 川 即) 題i ミを測定する。

堪準値: 約5,5V

5. 2nd2000rmpでの定連走行から

① 全|凪11速(4000rmp まで)

② スロ ットル 令閉( 減速)

を、それぞれ行ったときの

SST 卿~聡(OCv(D~OCvO) 圓の電川を別I』定 する。

基準値:

①企顕||速峙

(|瞬闘) ……yi・タテリー電||ミ

電

圧 _
士 ブ

約5,5V

時間

OCV コネクター

②スロットル企閉峙

約5.5V
川
jiミ ‾V ‾

(|祠間)……約OV

石而 (Mill)

※ 走行条件によりL 記匈1 ミ変化よりも小さくなります。 ①あるいは

②の 確認の どちら かで定速走行の匍| ミから変化(1 瞬時) があればOK 。

OK

<OCV~ECU 間ハーネス点検>

1.エンジン停tL

2.0CV 巾両ハーネス側①~ECU 側コネ クター酋(OCV+) OCV

巾両ハーネス勧|②~ECU 側コネ クター0(OCV-)

<OCV 叫体点検>

OCV 制御系は異常なし OCV 交換

ハーネス、コネクター 修川

C-48

NG

ECU 回郎点検

1.エンジン川転センサー系統2.

カム角センサー系統

3.出力センサー系統

4.スロ ットルセンサー系統

5.水W,Iltセンサー系統
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(18) エバポ パージVSV 系統点検(ダイアグノーシス コードN0,76 出力)
① エバポ パージVSV 系統システム図

ECU

���→ ��
���「1

1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ���������68��63��X
�64�65�66�67

エバポ パージ用VSV 接続

車両ハーネス側コネクター

��卜一一一一i

8 ��9�10�11�12 �13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
× �72�73

メイン リレー接続

車両ハーネス側コネクター

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.76 出 力 条 件

始動後、エバポ パージVSV 検出信号で 一度も「ON 」、「OFF 」していないとき

③ 点 検 ポ イ ン ト

1. エバポ パージVSV~ECU 間のハーネスは正常か(ダイアグノーシス コードN0.76出力時)2.

エバポ パージVSV 制御信号がECU より正しく出力されているか

3. エバポ パージVSV が正しく作動しているか

C-49
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④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

ダイアグコードフ6がをL かっている

時は、ここからスタート  ノ

エバポ パージ系のホースの抜け、棚傷か

おるか点検する。

<ECU 出力信り点検>

1.SST 〔サプ ハー ネス〕を接続する。

2.アイドルG 卸j) 峙のSST ⑩~@(PRG~E01)

問の電圧を 測定する。

JI!準値: バッテリー題| ミ

3.暖機後(ラジエ ーターフ ァンが ・川以| 二|・,|転し た後)

アクセルを踏んだ状態( アイド ルOFF) でのSS或9~@(PRG~E 叫

間の電 圧を2 分裂以ll測定する。

基準値:0~lV になること

囲(1) 空燃 比フィードバック巾 でな いとVSV は作動し ません。

VF モニターでフィードバッ ク111であ ることを 確,認し て卜さい。

(2)VSV が作動中でも自動的にECU 側 で約80秒田jVSV をOFF します

(くり返し) 。この為2 分間以ll電 圧を測定して0~1V になる

ことを確認し て下さい。

NG       |           OK

ECU 川路点検

VSV 交換

<VSV 電源点検>

1.VSV 側コネ クターを 外す。

2.1G 「ON 」lt ハーネス1「1コネ クター②

~ポデー アース1111jの電圧を測定する。

JJ準仙: バッテリー題| ミ

OK        
|

<ECU~VSV 間ハーネス点検>ECU

側コネクター⑩(PRG)

~VSV 側コネクター①

<VSV 副 本点 検>

コ ネクター 修理

ハーネス、コ ネクター修川

各部コネ クター接続

状態点検

ECU 回路点検

C-50

NG

NG

修理、交換

バッテリー~VSV 問のハーネス リレーの

点検、修理
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(19) キーフリーECU 通信系統(ダイアグノーシス コードN0.81,83 出力)( キーフリ

ー システム付車のみ)

① キーフリーECU 通信系統システム図

S102                            8102
エ                                       キ

ン                                        |
ジ

ン                                       フ
リ

コ                                      |
ン

ト                                       シ
ロ                                       

ス
ル               1

コ                                       コ
ン                                       ン
ピ                                       ピ

ユ                                       
ユ

手          手

8 ��9�10�11�12 ��13

37 ��38�39�40�41��42

69 ��70�71�
×�72��73

エンジン コトロール ECU 接続車両ハーネス側コネクター

ぬ

上

辿

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

キー フリー システムECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

② ダ イアグノーシス コードN0.81 出 力条件

キーフリー コンピューターとの通信エラーまたはコード照合にて不‥・致となったとき

③ 点検ポイント

1. エンジン コントロール コンピューター~キーフリー コンピューター間のハーネスは正常か2.

コネクター部の接触不良はないか

3. キーフリー コンピューターは正しいものが装着されているか

C-51
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④ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

<EFI コンピューター~キーフリーシステムコンピューターハーネス点検>

1.EFIコンピューターおよびキーフリーシステムコンピューターのコネクターをはずして

端f 間の導通を確認する。

基準: 導通があること。

[狂亘] コネクター部の接触不良、コネクター接続不良にも注意する。

OK

次の異常等が考えられます。

①EFI コンピューターの異常

② キーフリーシステムコンピューターの異常

③EFI コンピューター、キーフリーシステムコンピューターが

コード登録時から異なっている。

(照合コード不一致)

④ キーフリーシステム使川状況が不適?!i

・ノイズによる作動不良

・エリア外でのカード操作

EFIコンピューター、キ ー フリー シ ステム コンピューター

点検、交換

< 参考> キー フリー シ ステム故障診断マニュアル

キー フリー シ ステム ダイ アグ コードN0.41 点検力法参照

匝 万巫] コンピューターの交換はコード登録時

のものにする以 外は 必ず新岫の

コンピューターに交換 すること。        ノ

C-52
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ハーネス修川
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

⑥ ダイアグノーシス コードN0.83 出力 条件

キーフリー コンピューターとの通信における照合コードに関して、エンジン コントロール コンピュータ

ー内部装置の故障により照合ができなくなったとき

⑥ 処置方法(ダ イ アグ ノ ーシ ス コ ードN0.83 が出 力さ れ た とき)

エンジン コントロール コンピューターを新品のものに交換する。

(20) ECU 電 源系統 点 検

①ECU 電 源 系統 シ ステ ム図

一

一

BAT

ECU

jL

メイン リレー接続

リレー ボックス側

コネクター

十BI 十B2

「1 �犬

8 �9�10 �11�12�13

37 �38�39�40�41�42

69 �70�71�
×�72�73

IG2掴

IGスイッチ接続
車両ハーネス側コネクター

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

② 点 検 ポ イ ン ト

IG スイッチ「ON 」時、またはダイアグノーシス表示時などにエンジン チェック ランプが点灯しない場合、ECU

に電源が供給されていないことも考えられます。

C-53

- ヽ

-



メイン リレー~ボデー

アース闘のハーネス、コ

ネクター点検、修理

S16E8049W48
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③ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

<ECU 電源電圧点検>

ECU 側のコネ クターを外し,IG スイッチ「ON 」|時の コネクター

⑦, ⑩~⑩( 十B,. 十B,~E,) 間の電圧を測定 する

基準値: バッテリー電圧

ECU 電源系統異常なし

メイン リレー交換

二 二 難 二 二 万 言 こ二
。 。 。

う

OK        |       ,

< メイン リレー 叫 本点検> ハーネ ス、コ ネクター 修川

コイル側NG

< メイン リレー~IG スイッチ問ハーネ ス点 検>

リレー側コネクター①~IG スイッチ側コネ クター①

OK   

|

IG スイッチ点検、修理

< リレー電源点検>

1.メイン リレーを収り 外す

2.1G スイッチFON 」時のリレー側コ ネクター①

(コイル側) 、②( スイッチ側)~ ボデー アース間の

電圧を測定する

JI哨叩i: バッテリー鼎 玉

スイ ッチ 側NG

メイン リ レー~ バッテリ ー

川のハーネス、コネクター点

検、修理

ハーネス、コネクター修理
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(21) フューエル ポンプ系統点検
① フューエル ポンプ系統システム図

ECU

▽ 几:
フューエル ポンプ接続

車両ハーネス側コネクター

FCI

FC2

② 点検ポイント
1。2.3.4.

jL

京尹ぷ

��ヒニニj

8 ��9�10�11�12�13

37 ��38�39�40�41�42

69 ��70�71�
×�72�73

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

フューエル ポンプ リレー電源電圧が正常か

フューエル ポンプ リレーが正しく作動しているか

フューエル ポンプ電源電圧は正常か

フューエル ポンプが正しく作動しているか
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③ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

< フ ューエル ポンプ 作動点検1>

IGroN 」時T 川庁 を 短絡して、

フューエル ポンプ の作動片がするか

圖 ・フ ューエル インレット側で陥認する

< フ ューエ ル ポンプ リレー叱 源溜 王点検>

1.フューエ ル ポンプ リレーを収り外す

2,1G スイッチ「ON 」時のリレー ボックス側コネクター

①、 ②~ボデー アー ス11の瘤 自モを測定する

ぶ準伯: バッテリー電圧

く フューエル ポンプ リレー

~メイン リレー間ハーネス点 検>

フ ューエ ル ポンプ リレー側コ ネクター②

~メイン リレー側コネクター④

ハーネ ス、

コネクター修理

メイン リレー交換

コイ

< メイン リレ ー単体点検>

フューエルポンプ交換

及びフューエルライン

修川

コイル側NG

フューエ ル ポンプ リレー

~バッテリー間の ハー ネス

コネクター、ヒュ ーズ、IGスイッチ

点 検、修理

< リレー電源点 検>

1.メイン リレーを 収り外す

2.1Gスイッチ「oN 」時のリ レー 側コ ネクター

①( コイル側) 、②( スイッチ側)~ ボデー アースlnjの

電圧を 測定する

基 準値: バッテリ ー電圧

OK

メイ ン リ レー①~バッテリー間の ｀

ハー ネス、コネクター、IGスイッチ

ヒューズ点検、修理

スイッチ側NG

メイン リレー②~バッテリー 間の

ハーネス、コネ クター、 ヒュー ズ

点検、修理

< 燃げ点検>

フューエル ポンプ

系統はllモ常

くフ ューエル ポンプ

リレ ー印 本点検>

サーキット オープニ ング

リレー交換

< フューエル ポンプ回路ハーネス点 検>

リレー側コネ クター④~ ポンプ側コネ クター③

ポンプ側コネ クター④~ ボデー アース

ハーネス、

コネ クター修理

フューエルポンプ交換

メインリレー~ボデーアース間の

ハーネス、コネクター点検、修理

C-56

< フューエル ポンプ

qt体点 検>

< リレー~ECU 間ハーネス点検> 

リレー勤|コネクター③~

ECU 側コネクター②(FCI)

‥ ・キーフリーシステム無

ECU 側コネクター⑩(FC2)

‥ ・キーフリーシステム有

ハーネス、

コネクター修理

ECU 回路点検
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

(22) インジェクター系統点検

① インジェクター系統システム図

-

ECU

#10,#20,#30
泣

インジェクター接続
車両ハーネス側コネクター

���犬 �����「1

1 ��2 ��3 �4 �5�× �6 �7
29 ��30��31�32�33�34�35�36

62 ����×
�
����68��63 ���64�65�66�67

② 点検ポイント

1。2.3.4.

n
� 犬 �

����「1

8 �9�10�11�12 �13

37 �38�39�40�41�42

69 �70�71�
× �72�73

メ

リ

且

紆3
パインレー

接続

ボックス側

コネクター

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

インジェクター制御信号がECU より正しく出力されているか

インジェクター電源電圧は正常か

インジェクター~ECU 間のハーネスは正常か

インジェクターの噴射は良好か
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③ 点検方法

エンジン コントロール システム(EF-VE)

< インジェ クタ作動点検>

サウンド スコープまたはロング ドライバを川いて インジェ クタ

の作動 盲が聞こえるか

OK

< インジェ クタ単体点検>

インジェ クタ

系統はjl五常

インジェ クタ

交換

NG

< イ ンジェクタ電 源点 検>

1.インジェ クタ側コ ネクターを 令数外す

2.1Gスイッチ「ON 」|時. インジェ クタ側コネクター

②~ ボデ ー アース間の電川を 測定 する

基準値: バッテリー ㈲1ミ

OK         

|

<ECU~ インジェクタ問ハー ネス点 検>

ECU 側 コネクター図(#10)~ インジェ クタ①(#1)ECU

側 コネクター⑩(#20)~ インジェ クタ①(#2)ECU

側 コネクタ一物(#30)~ インジェ クタ①(#3)

OK

< インジェ クタ 単休点検>

NG

インジェ クタ

交換

【参考】

����1 ����1

����X ����X ����|
����X ����X ����X
����心 ��������ゝ

�べ

オシロスコープを使川すると、インジェク

タ制御祐吋は|ヤ|のような波形となる( 川

回、噴射峙間は特定できない)

NG

バッテリー~ インジェクタ

問の ハーネス リ レーの

点検、 修司

NG

ハーネス、コネクター修川

OK

各部コ ネクター接続

状態点検

T04E7203W48



エンジン コントロール システム(EF-VE)
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ル

(23) ラジエーター ファン系統点検
① ラジエーター ファン系統システム図

(1 段制御)

(2 段制御80~120W)

(2 段制御100~120W)

n Γ Υ≡≡≡≡ョ‾ ��
����「1

1 �2�3�4�5�× �6�7
29 �30�31�32�33�34�35�36

62 �63�× �64�65�66�67�68

ECU 接続 車両ハーネス側 コネクター

AM

60A

バ

ッ
テ

リ
ー
{

一
一
T
↓

↓

・

AM

60A

AM

60A

急

ぷ臨‰熹言よ

123
曲

IG スイッチ接続
車両ハーネス側コネクタ

急

ラジエーター ファン モーター接続
車両ハーネス側 コネクター

水温センサー接続

車両ハーネス側 コネクター

ラジエーター ファン モーター制御一覧

車両仕様 ����
モーター1
段剰園 �
モーター2
風制御

トラック�EF・VE �MyT
�

エ ア コ ンな し
�0

���エアコン付��0100~1沁W

��琲 ���〇㈹~1徊W

カ
ーゴ
ァトレー�EF,VE�

ぼ「 ��○
��μΥ ��○

�EF,DET �WT ��
○

��J ���D80~12㎝

② 点検ポイント

1. 水温センサーからの信号がECU に入力されているか

2. 水温センサー~ECU 間のハーネスは正常か

3. 水温センサーの出力は正常か

4. ラジエーター ファン リレー~ECU 間のハーネスは正常か5.

ラジエーター ファン モーターは正常か
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

③ 点検方法

OK

シ ス テ ムはll 五常

OK

< ラジエー ター ファン作動点検>

1.エンジンを|癒機し た11j、冷旧 時はフ ァン が作動せず 、

ll 機後ファンが作動するか。

2.エアコンを 『ON 』した峙、ファンが作動するか。lll

極|りっぱなし    |    | 裴機後1111らず

< ダイアグ ノー シス点検>

1.SST( イ ンスペ クション ハーネス) を

セットし 、T 端ぼ を短絡する。

2JG スイッチ「ON 」時、11モ常コードが

川力さ れるか。

< ラジエーターファンリレーN0,1~ECU 間ハーネス短絡点検>

リレー側コネクター③~ECU 側コネクター⑩

< ラジエーターファンリレーN0.1 単体点検>

ECU 川路点検 リ レー 交換

< リレー スイッチ6!|卜tl源題| 辿 検>

IG スイ ッチ 「ON 」111のN0.1,N0.2,N0.3

リレー側コネクター②~ ボデー アー ス川 の

題| ミを測定する。

M 準伯 バッテリー電圧

< リレー 単体点検>

修川、交換

ラ ジエ ーター ファン リレー~

バッ テリー問のハーネス、

コネ クター点検、修川1

ご< ラジエーター ファン 川路ハーネス点検> へN0.1

リレー側コネ クター④~ モー ター側コネ クター①N0.2

リレー側コネ クター④~ モー ター側コ ネクター②

モーター側コ ネクター③~ボデー アース

『2陥lil』御80-120W 仕様)

モーター側コネ クター④~N0.3 リレー側コネ クター②

(2 部|瘤1100-120W 什様)

モー ター側コネ クター④~ボデー アース

修理、交換

< 水温センサー系 統点検>

ア

ら
工
川
コン「ON 」叫  すぺて
ず       回らず

< エ アコン制御系統点 検>

修川、交換

〈ECU 出力 僑り・点 検>

I.SST( サブ ハーネス) を セットする。

2.エンジン始動後、エアコ ンを「ON 」した峙の

SST ⑩~⑩(FANI~EI) 間の?U川を

測定する。

基準値・マグネット クラッチ「ON 」時

IV 以 ド

・マグネット クラッチ「OFF 」|時

バッテリ ー題1 ミ

< ラジエーターファンリレー~ECU間ハーネス点検>N0.1

リレー側コネクター③~ECU 側コネクター⑩

N0.2リレー側コネクター③~ECじ側コネクター図

N0,3リレー側コネクター③~ECU 側コネクター図

ハーネス、コネク ター修川

< リレー コイル側電 源旧| モ点検>

IG スイッチ「ON 」時のN0.1,N0.2,N0.3

リレー側コネクター①~ボデー アー ス闘の

心圧を 測定する。

基準偵 バッテリー題I{

< リレー単体点 検>

ECU 川路点 検

ラ ジエーター フ ァン リレー~

バッテリー間の ハーネス、

コネ クター点 検、修川

リレー交換

リレー交換

C-60
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

1-3-6 不 具 合 現 象 別 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ

(1) 概 要

ここではダイアグノーシスの異常コード表示がなく、車両に不具合が発生している場合の点検方法について

記載しています。

不具合現象別トラブル シューティングは、まず問診内容、基本点検、ECU 回路点検結果を整理し、不具合

現象別推定原因一覧表と照らし合わせて推定原因の絞り込みおよび点検の優先順位を決定して進めます。その

上で ・覧表の指示に従って系統別、部品別に順次トラブル シューティングします。

|注 意し 各構成部品の点検を行う際にはその部品とつながっているハーネス、コネクターの点検も必ず行

うこと。

〔参 考〕・ 不具合現象が再現しているにもかかわらず、ダイアグノーシスで異常が検出されない理由として、

ダイアグノーシスのコード出力条件範囲以外で不具合が発生している場合と、ダイアグノーシス

系統以外で不具合が発生している場合とが考えられます。

(2) 不 具 合 現 象 別 推 定 原 因 一 覧 表

① 始 動 性 不 良

不具合現象 �� 推定原因 ���点検方法記載項゛

��系統 � 構成部品 � 故障モード

初爆がない ��電源系統 �ECU電 源回路 �断線、短絡 �C.1-3-5-(21)

���IGスイッチ �ONせ ず �-

���メインリレー ��C.1-4-19

��燃料系統 �フユーエル ポンプ リレー �ONせず �C.1-4-19

���フユーエルライン、フユー｀エルフイル

ター �

詰まり �-

���インジェクター �噴射せず、常時噴射 �C,1-4-15

���フューエルポンプ �作動せず �C.1-3-5-(22)

��点火系統 �IGコ イル �火花飛ばず �C.1-3-5-(3)

���スパーク プラグ ��C,1-4-14

���点火時期 �ずわ �-

��制御系統 �エンジン回転 センサー �NE信号出力せず �C.1-3-5-(1)

初 爆はあるが

完爆はしない ��

燃料系統 �フューエル ポンプ リレー �ONせ ず �C.1-4-19

���フユーエルライン、フユーエルフイル

ター �

詰まり �-

���インジェクター �漏れ、噴射せず、常時噴射 �C.1-4-15

���フューエルポンプ �作動せず �C,1-3-5-(22)

��点火系統 �スパーク プ ラグ �失火 �C.1-4-14

��吸気系統 �エアー ホース類 �漏れ �-

��制御系統 �圧力センサー �特性ずれ、断線, 短 絡 �C.1一3-5-(8)

���水温センサー ��C.1一3-5-(10)

���カム角センサー �出力信号不良 �C.1-3-5-(2)

���オイルコントロールバルブ �作動不良 �C.1-3-5-(18)

始 動し にく

い �

冷

間 �

吸気系統 �スロットル ボデー �開き不良、開かず �-

��制御系統 �水温センサー �特性ずれ、断線. 短絡 �C.1-3-5-(10)

�温

間 �

燃料系統 �インジェクター �漏れ �C.1-4-15

��吸気系統 �ISCV �開 き不良、開かず �C.1-3-5-(16)

�常

時 �

燃料系統 �フューエル ポンプ リレー �ONせず �C.1-4-19

���フユーエルライン、フユーエルフイル

ター �

詰まり �-

���インジェクター �漏れ �C.1-4-15

��点火系統 �スパーク プ ラグ �くすぶり �C.1-4-14

��吸気系統 �ISCV �開 き不良 �C.1-3-5-(16)
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② アイドル不調
不具合現象 � 推定原因 ���点検方法記載項

�系統 � 構成部品 � 故障モード

ファーストア

イド ル効かず �

吸気系統 �ISCV �開き不良、開かず �C.1-3-5-(16)

�制御系統 �水温センサー �断線、短絡 �C.1-3-5-(10)

ア イドル回転

数高い �

吸気系統 �エアー ホース類 �漏れ �-

��スロットルボデー �閉じ不良 �-

��ISCV �常時開 �C,1-3-5-(16)

�制御系統 �圧力センサー �特性ずれ、断線、短絡 �C.1-3-5-(8)

��水温センサー ��C.1-3-5-(10)

��スロツトルセンサー �特性ずね �C.1-3-5-(9)

��エアコンスイッチ �常時「ON 」 �C.1-3-5-(16)

��デフォッガースイッチ ��C.1-3-5-(16)

��テールランプスイッチ ��C.1-3-5-(16)

��ヒーターフロアスイッチ ��C.1-3-5-(16)

��オイルプレツシヤスイツチ ��C.1-3-5-(16)

アイドル回転

数低い �

吸気系統 �エアー ホース類 �詰まり �-

��スロットルボデー ��-

�制御系統 �圧力センサー �特性ずれ �C.1-3-5-(8)

��水温センサー ��C.1-3-5-(10)

��デフォッガースイッチ �ONせず �C.1-3-5-(16)

��テールランプスイッチ ��C.1-3-5-(16)

��ヒーターフロアスイッチ ��C.1-3-5-(16)

��オイルプレッシヤスイッチ ��C.1-3-5-(16)

ア イドル時八

ンチング �

吸気系統 �エアー ホース類 �漏れ �-

��スロツトルボデー ��-

��ISCV �常 時開 �C,1-3-5-(16)

�制御系統 �圧力センサー �特性ずれ �C.1-3-5-(8)

��カム角センサー �出力信号不良 �C.1-3-5-(2)

��オイル コントロールバルブ �作動不良 �C.1一3-5-(18)

アイドル不安

定 �

燃料系統 �インジェクター �漏れ、噴射せず �C.1-4-15

��フューエルポンプ �作動不良 �C.1-3-5-(22)

�吸気系統 �スロットル ボデー �吸い込み �-

�点火系統 �IGコ イル �接触不良 �C.1-3-5-(3)

��スパーク プラグ �失火 �C.1-4-14

�制御系統 �圧力センサー �作動不良、接触不良 �C.1-3-5-(8)

��O。センサー �作動不良、接触不良 �C.1-3-5-(5)
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③ エンスト
不具合現象 � 推定原因 ���点検方法記載項

�系統 � 構成部品 � 故障モード

始 動後しばら

く するとエン

スト �

燃料系統 �フューエル ポンプ リレー �「ON 」せず �C.1-4-19

��フユーエルライン、フユーエルフイル

ター �

詰まり �-

��フューエルポンプ �作動せず �C,1-3-5-(22)

�制御系統 �水温センサー �特性ずれ �C,1-3-5-(10)

��カム角センサー �出力信号不良 �C.1-3-5-(2)

��オイルコントロールバルブ �作動不良 �C.1-3-5-(18)

ア クセルを踏

むとエンスト �

制御系統 �圧力センサー �特性ずれ �C.1-3-5-(8)

��水温センサー ��C.1-3-5-(10)

��カム角センサー �出力信号不良 �C.1-3-5-(2)

��オイルコントロールバルブ �作動不良 �C,1-3-5-(18)

ア クセルを離

すとエンスト �

吸気系統 �スロットル ボデー �作動不良 �-

�制御系統 �圧力センサー �特性ずれ �C.1-3-5-(8)

エ アコン「ON 」

でエン スト �

吸気系統 �ISCV �常 時閉 �C.1-3-5-(16)

エ ン ストする

が再始 動可能 �

電源系統 �ECU電 源 回路 �接触不良 �C.1-3-5-(21)

��IGスイッチ ��-

��メイン リレー ��C,1-4-19

�吸気系統 �ISCV �常 時閉 �C.1-3-5-(16)

�点火系統 �IGコ イル �接触不良 �C.1-3-5-(3)

�制御系統 �圧力センサー �接触不良 �C,1-3-5-(8)

��エンジン回転センサー ��C.1-3-5-(1)

��車速センサー �断線、短絡 �C.1-3-5-(14)
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④ 走行不良
不具合現象 � 推定原因 ���点検方法記載項

�系統 � 構成部品 � 故障モード

加速時息つき � 燃料系統 �フユーエル ライン、フユーエル フイ

ルタ �

詰まり �-

��インジェクター �流量低下 �C.1-4-15

��フューェルポンプ ��C.1-3-5 一(22)

�点火系統 �IGコイル �点火抜け �C,1-3-5-(3)

��スパークプラグ �失火 �C.1-4-14

��点火時期 �ずれ �-

�制御系統 �圧力センサー �特性ずれ、断線、短絡 �C.1-3-5-(8)

��水温センサー ��C.1-3-5-(10)

��スロットルセンサー ��C.1-3-5-(9)

��ノックセンサー �断線、短絡 �C.1-3-5-(4)

バッ クファイ

ヤー

アフター ファ

イアー �

燃料系統 �インジェクター �流量低下 �C.1-4-15

�点火系統 �IGコ イル �接触不良 �C,1-3-5-(3)

��スパークプラグ �失火 �C.1-4-14

��点火時期 �ずれ �-

�制御系統 �圧力センサー �作動不良 �C.1-3-5-(8)

��水温センサー �特性ずれ �C.1-3-5-(10)

��カム角センサー �出力信号不良 �C.1-3-5-(2)

��オイルコントロールバルブ �作動不良 �C,1-3-5-(18)

出 力 不足 �燃料系統 �フユーエル ライン、フユーエル フ ィ

ルタ �

燃圧上がらず �-

��インジェクター �流量低下 �C,1-4-15

��フューエルポンプ �燃圧上がらず �C.1-3-5-(22)

�点火系統 �スパーク プラグ �失火 �C,1-4-14

�制御系統 �圧力センサー �特性ずれ、断線、短絡 �C.1-3-5-(8)

��水温センサー ��C.1-3-5-(10)

��スロツトルセンサー �特性ずれ �C,1-3-5-(9)

��カム角センサー �出力信号不良 �C,1-3-5-(2)

��オイルコントロールバルブ �作動不良 �C.1-3-5-(18)

黒 煙 をはく �燃料系統 �インジェクター �常時噴射 �C.1-4-15

�制御系統 �圧力センサー �特性ずれ、断線、短絡 �C.1-3-5-(8)

��水温センサー �特性ずれ �C.1-3-5-(10)

��スロツトルセンサー ��C.1-3-5-(9)

走行 中ハンチ

ング �

燃料系統 �フユーエル ライン、フユーエル フ ィ

ルタ �

詰まり �-

��インジェクター �作動不良 �C.1-4-15

�点火系統 �IGコイル �接触不良 �C.1-3-5-(3)

�制御系統 �スロツトル センサー �特性ずれ �C.1-3-5-(9)

��車速センサー �誤作動(信号過多) �C.1-3-5-(14)

��カム角センサー �出力信号不良 �C.1-3-5-(2)

��オイルコントロールバルブ �作動不良 �C.1-3-5-(18)

異常 ノッキン

グ �

制御系統 �圧力センサー �特性ずれ、断線、短絡 �C.1-3-5-(8)

��スロツトルセンサー �特性ずれ �C.1-3-5-(9)

��ノックセンサー �特性ずれ、断線、短絡 �C,1-3-5-(4)
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1-4 単 体点 検

1-4-1 燃圧 点 検

r ●琴・・作業中は火気厳禁。

・燃料が飛散しないよう、ウエス等を置くこと。

1.SST を取り付ける。

[ssT1     09842-97203-000

2. フューエル デリバリ パイプ入り口のフューエル ホースを外し、3ウェイを介して燃圧計を取り付ける。3.

イグニッション スイッチを「oN 」にする。

4. キー フリー システムのない車両はSST ②~⑩(FC1~E1) 端子間を、キー フリー システム付の車両は

SST ⑩~⑩(FC2~E1)端子間を短絡してフューエル ポンプを駆動させ、この時の燃圧を測定する。

|基 準1     294 ±5kPa{3.0±0.05kgf/cm2}

大きな変動がないこと

1-4-2 フ ュ ーエ ル ポンプ

r¶ 司・作業中は火気厳禁。

1。2.

3。4.

イグニッション スイッチを「ON 」にする。

SST を使用して、チェック コネクターのT~E端子間を短絡し、この時のフューエル ポンプの作動音を確

認する。

[SST]09991 -87404 000

09991 -87403 -000

イグニッション スイッチを「OFF 」にする。

フューエル タンク上のポンプ コネクターを抜き、フュー

エル ポンプの端子間抵抗を測定する。

1基 準]    0.2~3.0 Ω

1-4-3 圧 力セ ンサ ー1.SST

を取り付ける。
し旦旦工」 09842-97203-000

2

イグニション スイッテを「ON 」にする。

3。こ の時 のSST ⑩~ 頃)(VCPM~E2PM) の電圧を測定する。

【基 準】 4,5~5.5V

4。センサーを取り外し、大気開放状態でSST ⑩~蛍)(PIM~E2PM) 間の電圧を測定する。

1基 準』    3.2~4.1V

5. フューエル ポンプ リレーを外してクランキングを行い、

SST ⑩~(肋(PIM~E2PM) 間の電圧を測定する。

1基 準|    電圧値が変動すること
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1-4-4 エ ンジ ン回 転 セン サ ー

1.SST を取り付ける。

ISST1   09842-97203-000

2. クランキング状態で、エンジン回転 センサー端子間の出

力電圧をオシロスコープを使用して測定する。

3。エンジン回転 センサー本体の端子間抵抗値(ピックアッ

プ コイル)を測定する。

l基 準j     l,100 ±150Ω(20℃)

1-4-5 カ ム 角 セ ン サ ー

1.SST を取り付ける。

[SSTj    09842-97203-000

2. クランキング状態で、カム角センサー端子間の出力電圧を

オシロスコープを使用して測定する。

3

カム角センサー本体の端子間抵抗値(ピックアップ コイ

ル)を測定する。

|基 準1  1,100 ±150Ω(20°C)
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

1-4-6 車 速 セン サ ー

1. コンビネーション メーターを取り外す。

2. ドライバーを使用してスピード メーターの駆動軸を回転

させたときの④⑥間の導通を点検する。

|基 準1     1 回転回す間に4 回「ON 」、「OFF 」を繰り返

すこと

1-4-7 水温センサー

1. 端子間の抵抗値を測定する。

温 度( ℃) �-20 �20 �80 �110

抵 抗(k Ω) �15.06 �2.44 �0.32 �0.14

1-4-8 吸 気 温 セ ン サ ー

1. 端子間の抵抗値を測定する。

吸気温センサー        ( ) 内は参考値を示す。

温 度( ゜C) �-30 �-20 �20 �80 �120

抵 抗(k Ω) �(28.6) �(16.2) �2.45 �0.33 �0.117

1-4-9 ノ ッ ク セ ン サ ー

1. ノック センサー本体と端子間に導通が無いことを確認す

る。

2.SST を取り付ける。

I SST 1      09842 -97203 -000

3. SST(5)~ ⑩(KNK~E1) 間の出力をオシロ スコープで確

認する。
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エンジン コントロール システム(EF-VE)

4、エンジンを始動し、アイドリングおよびレーシング状態で

波形が出ていることを確認する。

1-4-10 ス ロ ッ ト ル セ ン サ ー1.VC~E2

間の抵抗値を測定する。

[基 準jVTHI

基 準|

2 。5~6,0k Ω

2.VTH~E2 間の抵抗値の変化を測定する。

スロットル レバー開度に比例し、抵抗値

が増加すること。

〔?参 考〕・ スロットル レバー全閉時の抵抗値は約0.4k Ω

・ スロットル レバー全開時の抵抗値は約3.4k Ω

1-4-1 1 1SCV

1

2

3

SST を取り付ける。

[SST1     09842-97203-000

SST ⑩~⑩(ISC~E1)間の出力をオシロスコープで確認する。

電気負荷を与えた状態で右図のような波形が出ているこ

とを確認する。

I 作 動 点 検

1. エンジンを完全暖気する。

2. アイドリング状態のエンジン回転数を確認する。

|汪 怠レ エアコン、電気負荷等ない状態で行う

|丞 準丿 正規のアイドリング回転数にあること

〔参 考〕・ アイドリング回転数 900rpm

|汪 怠しISCV はIC回路を内蔵しており、ECU からのDUTY  

信号を駆動回路に変換しているため、コイル抵抗

および単体での作動点検は困難です。

ISCV のISC 端子②およびEI 端子④ヘバッテリー

電源の接続はしないで下さい。内蔵の回路が故障

する恐れがあります。
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1-4-12 エ アコ ン エ バ ポレ ータ 温度 セ ンサ ー

1. コネクタ端子間の抵抗を測定する。

2. コネクタを接続してエアコンをON し、5 分間放置する。

3. エアコンをOFF し、コネクタ端子間の抵抗値を測定する。石 ∩ ゛几 丿二 玩 昌JJ 函 ぶ な まヨ   | ド

〔参考〕。

と  

度が低下するほど 抗値が上がります。         

レ]

L11E7078T10

1-4-13 シフト ポジション スイッチ
1

各 端子 間の導通を点検する。
○べ⊃: 導通あり

二 立 ご 大 仁
�E �R �RB �P �N �D �2 �L

圓 �○- ���O 
圓 ��○-�O 
囲 �○- ����O 
回 �○- �����O 
回 �○- ������O 

匡] �○- �������O 
R11K6110L10

1-4-14 スパ ー ク プ ラ グ

F 圖司・スパーク プラグは熱いのでヤヶドをしないよう

注意して取り扱うこと。

1. スパーク プラグのくすぶり、焼けすぎがないか点検する。2.

プラグ ギャップ ゲージを用いてプラグ ギャップを点検

する。

|基 準1    1.1 よlmm

1-4-15 イ ンジ ェ クタ ー

rx-l ・ 作業中は火気厳禁

・燃料が飛散しないよう、ウエス等を置くこと。

1. 点検するインジェクターを取り外す。

|注 意」・取り外した後には代わりのインジェクターを取り付ける。

2. フューエル インレット パイプ~フューエル パイプ間のフユーエル ホースを取り外す。

C-69
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3。点検するインジェクターをSST( サブ ハーネス、メジャリ

ング ッール、EFIインスペクション ワイヤー)を用いて外

したフューエル ホースにセットする。

ISST 1      09842 -97203-000

09268 -41 045 -000( ⑩)

09842 -30070 -000( ⑥)

4. キー フリー システムのない車両はSST ②~ ⑩(FCI~  EI)

端子間を、キー フリー システム付の車両はSST ⑩~ 

⑩(FC2~EI) 端子間を短絡し、IG スイッチを「ON 」してフ

ユーエル ポンプを駆動する。

5. インジェクターに15 秒間バッテリー電圧を加えたときの

噴射量を測定する。

匯丿隻』    33~45CC

|汪 菖|・「ON 」、「OFF 」はバッテリー側で行うこと。

6. 噴射量点検の状態からバッテリーを外し、1 分間にインジ

ェクターからの漏れる量を測定する。

|幕 準1    1 滴以下

7. インジェクター端子間の抵抗値を測定する。

|基 準f   12.5 Ω(20℃)

1-4-16 オ イ ル コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ

l. オイル コントロール バルブ コネクター端子間にバッテ

リー電圧をかけた時のバルブの作動を、目視で確認する。

|幕 準| バッテリー電圧をかけたときバルブが作動するこ

と。

|洋 釈|・極性(十、-)は右図で示すとおりに接続する。

バッテリー電圧をかける時間は1 分以内のこと。

1-4-17 エ バ ポ パ ー ジ 用VSV

1. ポート間の通気チェックをおこなう。

1基 準」通気がないこと

2.VSV コネクター端子間に電圧をかけた時のポート間の通

気チェックをおこなう。

|幕 準| 通気があること

3. 端子間の抵抗値を測定する。

嘩 準| 約32 Ω(20°C)

C-70
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1-4-18 オ イ ル プ レ ッ シ ャ スイ ッチ( パ ワ ー ズ

テ アリ ング 用)

1. エンジンを始動し、ステアリングを操作した時にオイル

プレッシヤ スイッチが導通することを確認する。

|基準|    導通あり{ステアリング操作時}

1-4-19 メ イ ン リ レ ー(EFI) 、 フ ユ ー エ ル ポ ンプ

リ レ ー(FUEL PUMP) 、ラ ジ エ ー タ ー フ ァ

ン リ レ ー(RAD)

1.1G スイッチを「ON 」にしたとき、リレーが作動しているか

を、音、振動により点検する。

|汪 恵レ 作動中にリレーが高温になることがあるので、手

を触れないこと。

2. 端子①~ ③間の抵抗を測定する。

嘩 準1    86~148 Ω(O~40 °C)

|沖 斎い リレ ー内部の温度が周囲温度(O~40 °C)と同じ状

態になった後測定すること

(リレーを「OFF 」の状態でO~40 °Cの雰囲気中に1 

時間以上放置した後測定する)

3. 端子①~ ③間以外の各端子間に導通がないことを確認す

る。

4. 端子①~ ③間にバッテリー電圧をかけたときに端子②~ 

④ 間に導通があることを点検する。

1-4-20 ラ ジ エ ータ ー フ ァ ン リ レ ーN0.2 ・ N0.3

1. 端子①~ ③間の抵抗を測定する。

[基 準j   80~100 Ω

2. 端子①~ ③間以外の各端子間に導通がないことを確認す

る。

3。端子①~③間にバッテリー電圧をかけたときに端子②~ 

④間に導通があることを点検する。
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1-4-21エンジン コントロール コンピューター入出力信号基準値
点火系統 � 端子 � 測定条件 � 基準値

電源系 � ⑦けB1)~ ⑩(E1) �IGrON 」時 � バッテリ電圧

�⑩けB2)~⑩(E1) �IGrON 」時

�①(BAT)~⑩(E1) � 常時

圧力センサー系 �⑩(VCPM)~ ⑥(E2PM) �IGroN 」時 �4.5~5.5V

�⑩(PIM)~⑥(E2PM) � センサー大気開放 �2.2~3.1V

��エンジン始動後 �アクセル開度に応じて変化

スロツトル センサー

系 �

⑩(VC)~ ⑥(E2) �IGrON 」時 �4.5~5.5V

�⑥(VTH)~⑥(E2) � スロットル バルブ全閉 �0.4~0.8V

��スロツトルバルブ全開 �3.2~5.0V

水 温センサー系 �( 徘(THW)~ ⑥(E2) � 暖気時(水 温60~120 °C) �0.2~1.0V

吸 気 温センサー系 � ⑩(THA)~ ⑥(E2) � 暖 気時 �0.1~4.8V

車 速センサー系 � ⑨(SPD)~ 命(E1) � 駆 動輪をゆっくり回転させる �O
‘,5V

ノック センサー系 � 徊)(KNK)~ ⑩(E1) � アイドリング時・レーシング時 � パルス発生

エンジン回転センサー � 図(N2 十)~榴(N2-) � アイドリング時 � パルス発生

カム角センサー系 � ⑩(N1 十)~仙(N1-) � アイドリング時 � パルス発生

0., セ ンサー系 � 唇)(OX1)~ ⑩(E1) �3000rpm で4 分間保持後 �0.2~1.0V

イ ン ジェクター系 � ⑤(#10)~ ⑩(E1) � IGrON 」時

クランキング時 �

バッテリー電圧 

パルス発生
�⑩(#20)~匈)(E1)

�⑤(#30)~図(E1)

点火 系 � ⑩(IGI)~(μ)(E1) � IGrON 」時

クランキング時 �O~0.HV パル ス発生�⑩(IG2)~徊(E1)

�愈)(IG3)~⑩(E1)

ISC 駆 動 信号系 � 麹(ISC)~ 詰(E1) � アイドル回転時 � パルス発生

�⑩)(PST)~酋(E1) � オイル プレッシャー スイッチ「ON 」 �O~0.5V

��オイルプレッシャースイッチ「OFF」 � バッテリー電圧

フューエルポンプ 系 �キーフリーシステムなし

②(FC1)~ ⑩(E1) 

キ ーフリーシステム有 

⑩(FC2)~ 首(E1) �

フ ューエルポンプ停止状態 � バッテリー電圧

��アイドル回転時(またはクランキング時) �2V 以下

VF モニ ター系 � ⑨(VF)~ 酋(E1) �3000rpm で4 分間保持後(T 端子短絡) �O ≒5V( パルス)

E 回 レ ンジ信号検出

系 �

⑩(A/T)~ ⑩(E1) �[F] 回 レ ンジ �o~0.5V

��[e][S]レンジ以外 � 約10V 以 上

エバ温センサー系 � ⑩(ACEV)~ ⑩(E1) � エアコン「ON 」時 �0.15~4.8V

エ ア コン入力信号系 � ⑩(ACSW)~ 聯(E1) � エアコン作動時 � バッテリー電圧

��エアコン非作動時 �0~0.5V

テ ー ルランプ系 � 后)(H/L)~訟(EI) � テールランプ点灯 � バッテリー電圧

��テールランプ消灯 �o~0.5V

スト ップランプ系 � ⑩(STP)~ ⑩(E1) � ストップランプ点灯 � バッテリー電圧

��ストップランプ消灯 �O~0.5V

デ フ ォッガ ー系 � ⑩(DEF)~(23)(E1) � デ フォッガー スイッチ 「ON 」時 � バッテリー電圧

��デフォッガースイッチ「OFF」時 �O~0.5V

ブ ロ ア系 � ⑩(BLW)~ ⑩(E1) � ヒ ーターブロアー スイツチ 「ON 」時 �O~0.5V

��ヒーターブロアースイツチ「OFF」時 � バッテリー電圧

ラジエーターファン 

制御系 �

㈲(FAN1)~ ⑩(E1) � マグ ネット クラッチ 「ON 」時 �1V 以下

��マグネット クラッチ「OFF」時かつ水温

90 °C以 下時 �

バッテリー電圧

�淑)(FAN2)~詰(E1) � 水温95 °C以下時 � バッテリー電圧

可変バルブタイミング �⑩(OCV 十)~幻)(OCV-) � アイドリング時 �1.5V 付近

エンジン回転出力系 � ⑨(REV)~ の)(EI) � アイドリング時 � パルス発生

アース系 � ⑩(E1) ⑥(E2) � 常時 � 導通あり
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エミッション コントロール(EF-VE)

2 エミッション コントロール(EF-VE)2-1 

排出ガス浄化装置一覧表
装置名 � 装置の方式 � 構成部品 � 日的・機能

触媒装置 �三元触媒方式 �① モノリス触媒  0.47

£ �CO

・HC ・NOX の 低減

空燃比制御装置 �電子制御

燃料噴射方式 �

① インジェクター

②02 センサー(ヒ ーター巾

③ 制御用コンピ ューター

④作動制御デバイス

スロツト ル センサー、圧力セ

ンサー、水温センサー, 吸気温

センサー、エンジン回転センサ

ー、カム角センサー �CO

・HC ・NOX の 低減

燃焼室に吸入される混合気の

空燃比を理論空燃比付近に制

御して、三元触媒が最も良く浄

化性を発揮できるようにする

点火時期制御装置 �電子制御方式 �①制御用コンピ ュータ

②作動制御デ バイス

圧力センサー、水温センサー、

スロットル センサー、エンジ

ン回転センサー、カム角センサ

ー、ノック センサー �NOX

の低減

運転状態に応じた適正な点火

時期制御を行う

減速時 制御装置 ��①インジェクター

②制御用コンピューター

③作動制御デバイス

エンジン回転センサー、スロツ

トル センサー �

減速時のCO ・HC の低 減

燃費向上

触媒加熱防止

制御デ バイスにより減速時フ

ユーエル カツト する

燃料蒸発ガ ス排出抑止装置 �キャニスター方式 �①チャコール キャニスター 

0.㈲

② 燃料蒸発ガスパージ用VSV �

燃 料蒸発ガスの排出抑止

ブローバイ ガ ス還元装置 �クローズド式 �① ベンチレーション ホース

② 絞り �CO

・HC の低減

ブローバイ ガ スを再燃焼させCO

・HC の排出を防止する

可変バルブタイミング装置 ��①オイル コントロール バル

ブ

②可変バルブ タイミング コ

ントローラー

③制御用コンピ ュータ ー

④作動制御デバイス

エンジン回転センサー、カム角

センサー、圧力センサー、スロ

ツトルセンサー、水温センサ

ー、車速センサー �NOX

の 低減

吸気バルブの開閉を運転条件

に適したタイミングに制御す

ることによりNOX を低 減する

車載式故障診断装置*

ガ ソリン自動車の一酸化炭

素等発散防止装置に係る車載

式故障診断装置に関する保安

基準に適合 ��

エンジンコントロールコンピ

ューター、スロットルセンサ

ー, 圧力センサー、水温センサ

ー、吸気温センサー、エンジン

回転センサー、02 セ ンサー、02

センサーヒ ーター回路、 オ

イルコントロールバルブ、イグ

ニッションコイル、燃料供給装

置、ウォーニングランプ、VF

モニター �

排出ガ ス浄化装置の故障の検

知
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エミッション コントロール(EF-VE)

2-2 排出ガス浄化システム図& 位置図2-2-1

排出ガス浄化システム図
(1)E F -VE

C-74
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エミッション コントロール(EF-VE)

.-t

J ・

2-2-2 排出ガス浄化装置位置図(1)EF-VE

① カーゴ、アトレー

二 丿

電子制御式燃料噴射装置

(空燃比制御装置)

(空燃比制御装置)

チャコール キャニスター( 燃料蒸発ガス排出抑止装置)

触媒コンバーター( 三元触媒)

② トラック、パネルバン

丁 千

電子制御式燃料噴射装置

(空燃比制御装置)

02 センサー(

空燃比制御装置)

チャコール キャニスター( 燃料蒸発ガス排出抑止装置)

触媒コンバーター( 三元触媒)

3
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エミッション コントロール(EF-VE)

2-3 準備品

卜
� 形   状 � 品 番、 品 名 � 用    途

CyつC/]6

�

匹
�    09991-87404-000

ワ イヤー,エンジン コントロールシス

テム インスペクション �

チェック端子回路VF

端子測定

エンジン回転数測定

�/
�      09991-87402-000

ワ イヤー,タコ パルス ピ ツクアツプ �エンジン回転数測定

�ノダ
�       09991-87403-000

ワ イヤー,ダ イアグノーシス チェック �T端子短絡による作動確認用

計器 �エンジン回転計、エレクトリカル テスター、タイミング ライト、サウンド スコープ

2-4 空 燃 比 制 御 装 置

(C.1-3-5 項およびC.1-4 項参照)

2-5 点 火 時 期 制 御 装 置

< 電子制御方式>

2-5-1 機 能 点 検

(C.1-3-5 項およびC.1-4 項参照)

2-6 減 速 時 制 御 装 置

< フューエルカット装置>

2-6-1 機 能 点 検

1. SST を使用してREV( ⑧)端子にエンジン回転計を取り付

ける。

ISST 1    09991 -87404 -000 ④

09991 -87402 -0DO ⑥

| ・゙｀l ・ SST(エンジン コントロール システム インスペ

クション)を使用しない場合は、ダイアグノーシス

チェック コネクターをブ ラケットより取りはず

して作業を行い、また、作業後はブラケットに確

実に固定する。

2. エンジンを暖機する。

C-76
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エミッション コントロール(EF-VE)
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3。サウンド スコープまたはドライバでインジェクターの作

動音を確認する。

4. エンジン回転を3,000rpm に上げる。

5. スロットル レバーを戻したとき、インジェクターの作動

音が ー瞬止まり、その後再び作動音がすることを確認する。

2-7 燃料蒸発ガス排出抑止装置

<キャニスタ方式>
2-7-1 システム図

(1)E F -VE

サージ タンク
【
=
H
J

2-7-2 単 体点 検

(1) チ ャ コ ール キャニ スタ ー

1. チャコづレ キャニスターにへこみ等の損傷がないか点検

する。

2. 各ポートにマイティ バックを接続し、チェック バルブの

通気点検を行う。

(2) エ バポ パ ージ 用VSV  

(C.1一4-17 項参照)

C-77
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1 車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)--IE 一川

1-1 システム概要

1-2 準備品
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

1 車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)1-1 

システム概要

1-1-1 構成部品位置図

1-1-2 システム配線図

- ヽ

- ㎜- 皿皿皿 ㎜皿㎜皿皿 ㎜皿--I-- ㎜皿㎜㎜11 
モ ー タ ー            |

J
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

1-1-3 パ ワ ー ステ アリ ング コ ンピ ュ ータ ー端子配列

④

④車両

よづ
⑧

コンピューター側コネクター

⑧モーター

ハーネス側コネクター

②

四回州
⑥トルク センサー

｀l ゛゛ ゛゛゛ ゛゛゙ ｀ ゛F

端子番号 �端子記号 � 端子名称 �端子番号 �端子記号 � 端子名称

1 �BAT �バッテリー電源 �9 �MR �モーター出力

2 �GND �アース �10 �MB �モ ーター出力

3 �SIO �故障診断装置通信 �11 �- �-

4 �ECU T �T端子(ダ イアグ起動)入力 �12 �- �-

5 �EPS W �EPSウ ォーニング ランプ出力 �13 �V9 �ト ルク センサー9.5V 電源

6 �REV �エンジン回転信号入力 �14 �V3 �ト ルク センサー3.3V 電源

7 �SPD �車速センサー入力 �15 �E2 �ト ルク センサー アース

8 � 十B �IGスイッチ入力 �16 �TS �サブ ト ルク センサー入力

- �- �- �17 �TM �メイン ト ルク センサー入力

2 準備品

卜
�

形       状 � 品 番、 品 名 � 用       途

S

S

T

�

つ
�     09991-87404

一〇〇〇

ワイヤ、エンジン コントロール

システム インスペクシヨン �

ダイアグノーシス起動

�ご

/) �     09991-87403-000

ワ イヤ、ダイアグノーシス チェック �
ダイアグノーシス消去

E-2



車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)
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1-3 作業 上 の注 意

1-3-1 パ ワ ー ステ ア リン グ コン ピ ュ ー タ ー(ステ ア リン グ コラ ムAy に内 蔵) 回路 点

検

系統点検中のパワー ステアリング コンピューター回路点検は次の要領で行う。不良ならば各回路、コネク

ターを修理し、正常であればパワー ステアリング コンピューターAyを交換する。
(1) パ ワ ー ステ ア リング コ ンピ ュ ータ ーのコネ クタ ー部目視、 接触圧点検

1. パワー ステアリング コンピューターAyのコネクターを点検する。

iワー ステアリング コンピューター

一

おり1
ｗ″り105c51L

0
0
口

口
口

○
口
0
 
1
1
 
 
 
 
1
|
r

「

9
1

〔参 考〕・ パワー ステアリング コンピ ューターAy を点検する際、コネクターを外すことによって端子の接

触状態が変わり、 “異常なじ となる場合もあります。したがって、パワー ステアリング コン

ピューター回路点検の結果、パワー ステアリング コンピューターAy が不良と考えられる場合は

再度コネクターを接続して不具合発生の有無を確認した後、パワー ステアリング コンピ ュータ

一Ay が正常か不良かを判断してください。

1-3-2 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ シ ス テ ム 取 り 扱 い の 注 意

1. 各センサー類は精密部品です。脱着時などに大きなショックを与えないこと。大きなショックを与えた(床

へ落下した場合など)部品は使用しないこと。

2. ステアリング コラムAy 、特にモーター部およびトルク センサー部に強い衝撃を与えた(床へ落下した、

モーター部のへこみ、塗膜のはがれができている)場合は使用しないこと。

3. 雨天時の点検や洗車時(特に室内洗車時)には水の浸入に注意し、ステアリング コラムAy 、各センサー類に

水がかからないように注意すること。

4. コネクターの接続、取り外しはバッテリーのマイナス端子を外してから行うこと。

5. パワー ステアリング コンピ ューター異常と判断し、パワー ステアリング コンピューターAy を交換する

ことによって車両が正常になった場合は、再度交換した(不良と判断した) パワー ステアリング コンピュ

一ターAy を取り付け、最初の不具合が再現することを確認してから最終的にパワー ステアリング コンビ

ューター異常と判断すること。

6. ステアリング コラムAy はパワー ステアリング コンピューターAy を取り外す以外分解しないこと。

7. ステアリング コラムAy を持ち運ぶ時は、ハーネスを引っ張らないようにすること。

8. ステアリング コラムAy を取り付けた後は、各ボルトが確実に取り付けられ、コネクターが確実に接続さ

れていることを確認すること。

9. 無線機を搭載する場合は以下の事項に注意すること。

(1) アンテナはパワー ステアリング コンピューターAy からできるだけ離すこと。

(2) アンテナのフィーダーはステアリング コラムAy およびワイヤ ハーネスからできるだけ離して(最小距

離30cm) 配索すること。また、平行して長く引き回すことは避けること。

(3) アンテナはマッチングを良くすること。

(4) 大出力の無線機は搭載しないこと。
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

1-4 故 障 診 断

1-4-1 故 障 診 断 の 進 め 方

本システムには、不具合箇所を自己診断するダイアグノーシス機能を備えており、故障診断を行う場合の重

要な手がかりとなります。・

また、本システムのダイアグノーシスにはEEPROM( 不揮発性ROM) を使用したバック アップが装備されて

おり。電源が絶たれた状態でもダイアグノーシス コードを記憶しています。

ソごごご|

塊象を雌認し不具介状況ド ニ ご 尚 尚
〕

-t ヶヤザでヤyyや1を絞り込む |

毘常コード

お客様の訴える不只介現

象が確実に解消し たこと

を確認する

L11C5125W40
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

1-4-2 問 診

不具合が発生した車両についてその原因を取り除こうとしても、実際にその不具合現象を確認せずには原因

を追求することはできず、いくら作業を行っても車両が正常状態に戻らないということになるかもしれません。

問診は、不具合現象を確認する前に行うお客様からの情報収集で、不具合現象の再現を図るうえで特に重要な

手掛かりとなります。

また、問診から得られた情報はトラブル シューティングの参考となるため、ただ問診をするのではなく、

その不具合に関連した事項を重点的に聞き出すということも必要になります。

また、お客様の苦情の中にはEPS 付き車特有の現象がある場合も考えられますので、問診の際には十分注意

が必要です。

1-4-3 ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ド の 確 認 、 記 録 、 消 去

ダイアグノーシスの異常コードが表示されている場合、そのシステムの不具合が過去に発生したものなのか、

現在も継続しているものかを確認し、再現された不具合現象との関係を確かめる必要があります。そのために

は、現象確認の前後で2 度、ダイアグノーシス コードを表示させなければなりません。

(1)EPS ウ ォ ーニ ン グ ラ ンプ 点 検

IG スイッチをON にすると、EPS ウォーニング ランプが点

灯し、エンジンを始動すると消灯することを確認する。

〔?参 考〕・EPS ウォーニング ランプが点灯しない場合、ワイ

ヤ ハーネスの断線、ヒューズ切れ、バルブ切れ、

パワー ステアリング コンピューターの故障が考

えられる。
EPS -

(2) ダ イ アグ ノ ーシス コ ー ド出 力表 示 方法

①EPS ウ ォーニ ング ラ ンプ に よる 表示

1. 車両が停止した状態でIGスイッチを「ON 」し0.5秒以上経過してからSST を使用してチェック コネクター

内のECU T 端子とE端子を1 秒以上接続(短絡)する。

[SSTj 09991-87404-000

09991 -87403 -000

E-5
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

2。その後コンビネーション メーター内のEPS ウォーニング ランプが点滅し、故障コードが表示される。

≪

り

ダイアグノーシス チェック コネクター

ON

IGSW 

OFF

‰丿
-

-

・丿  0.25 秒

⊃回ごL皿 子 町L町し

< 正 常時>

ON

ECUT
プ

⊃

E

lま

IC温 斗1

・ 二, ・-
すtO 市

づ ∩_ 皿 圃 輿 

※1:別コ]7jl:

ブム

ヅ ヱ

同一コード繰り返し時は4秒

< 異常時(コードN0.21の場合)>

|注 斎|・ コネクターの接続位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違えないこと。

〔参 考〕・ 正常な場合は、0.25 秒間隔で点滅します。

・ 異常コードが1 つの場合は4 秒の間隔をおいて、同 ・コードを出力し、複数のコードを出力する

場合は、異なるコードを2.5 秒間隔で出力し、- 巡すると4 秒間隔をおいて再度出力します。

・ 複数のコードを出力する場合は、コード番号の小さいものから順に出力します。

E-6



車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

(3) ダ イアグノーシス診断内容

ダイアグノーシス コード一覧
コード

N0. �

ウ ォーニング

表示 �

診断項目 � 診断内容

11 � 有 �メイン ト ルク センサー系統 �・メイン トル ク センサー系統の断線、短絡、センサー特性不良

12 � 有 �サブ トル ク センサー系統 �・サブ ト ルク センサー系統の断線、短絡、センサー特性不良

13 � 有 �トルク センサー信号系統 �・メイン センサー出力値とサブ センサー出力値の差過大

14 � 有 �トルク センサー電源系統 �・センサー9V 電 源低電圧

21 � 有 �モーター系統(過 電流) �・モーター電流過大

23 � 有 �モーター系統(電 流偏差) �・モーター電流指示値と実測値の偏差異常

24 � 有 �モーター系統(電 圧) �・モーター両端子過電圧

・モーター両端子低電圧

32 � 有(※1) �EPSコ ンピューター系統 �・EPS コ ンピューター内部回路異常

42( ※2) � 有 �車速センサー系統(走 行中) �・車速信号の喪失、車速センサー系統の断線または短絡、車速セ

ンサー本体異常

44(※3) � 有 �エンジン回転信号系統 �・エンジン回転(REV) 信 号の喪失、エンジン回転信号系統の断線ま

たは短絡

47( ※4) � 有 �車速センサー系統(停 車中) �・車速センサー系統の断線または短絡、車速センサー本体異常

52 � 有 �パワー系電源系統 �・パワー系電源電圧過大

・パワー系電源電圧低下

54 � 有 �EPSコ ンピ ューター系統(リ レー) �・電源リレー接点溶着

・電源リレー断線

59( ※5) � 無 �EPSコ ンピ ューター系統(モ ータ

ー過熱記録) �

・モーター過熱保護を実施(

故障ではない)

※1: EPS 制御 に直接異常をきたさないような故障の場合、

があります。

コードN0.32 を記憶してもウォーニング ランプが点灯しないこと

※2: 車速35kmyh 以上で走行中に急減速をした場合に記憶されることがあります。

※3:①エンジンを始動せずにギヤをニュートラルにして走行した場合

②エンジン ストール後30 秒以上IG スイッチをOFF せずにエンジンを再始動しない場合

上記①、②の場合に記憶されることがあります。

※4: 走行せずにエンジン無負荷昇降(レーシング)を5 分以上行った場合に記憶されることがあります。

※5: 長時間の据え切りなどによってモーターが過熱した場合、モーター保護のためモーター電流を減少させる制御を行いま

す。このコードはモーター過熱保護を実施した履歴を残すもので、出力されても故障ではありません。

E-7
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

(4) ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ド 消 去 方 法

本システムのダイアグノーシスにはEEPROM( 不揮発性ROM) を使用したバック アップが装備されており、

電源が絶たれた状態でもダイアグノーシス コードを記憶しています。従って、下記に記した方法以外ではダ

イアグノーシス コードを消去することができません。

① チ ェ ッ ク コ ネ ク タ ー に よ る 消 去

I. 車両を停止状態にする。

2. ダイアグノーシス出力表示方法でダイアグノーシス コードをEPS ウォーニング ランプに表示させる。

ダイアグノーシス チェック コネクター

晦 こ

3。下記のパターンでダイアグノーシス チェック コネクター内のECU T 端子とE 端子の接続(短絡)、開放を

行うとダイアグノーシス コードが消去され、テスト モードに移行しEPS ウォーニング ランプが速い点

滅に変わる。

短絡ECUT

開放

モード

―

―
-
-

六 ‾

[SST1 09991 -87404-000

09991 -87403 -000

〔参 考〕・ダイアグノーシス コードを消去すると、EPS ウォーニング ランプはテスト モード コードを出

力して自動的にテスト モードに移行されます。ここでECU T 端子とE 端子の接続(短絡)を解除し、

・度IG スイッチを「OFF 」してから車両を走行させて各センサーの機能点検を行って下さいO

・故障が継続している場合にはダイアグノーシス コードは消去することはできません。

E-8



車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

1-4-4 テ ス ト モ ー ド

(1) 概 要

テスト モードは①チェック コネクターによる故障コード消去直後、②新品のエレクトリック パワー ス

テアリング コラムAy を取り付けてから初めてIG スイッチを「ON 」した時のいずれかの場合に実行され、テス

ト モード コードが記憶されます。

テスト モードでは車両を走行させることにより車速センサー信号系統およびエンジン回転信号系統の点検

を行います。両項目を正常と判断した場合にはウォーニング ランプが点滅から消灯に変わり、自動的にテス

ト モード コードが消去されます。従って、走行しても点滅表示が消えない(テスト モード コードが記憶さ

れている)場合は車速センサー信号系統およびエンジン回転信号系統の修理を行い、該当する故障系統の点検

修理を行ってください。

(2) テ ス ト モ ー ド 実 施 方 法

1. ダイアグノーシス チェック コネクター内のECU T 端子とE 端子の接続(短絡)を解除し、IG スイッチを

「ON 」にした時にEPS ウォーニング ランプが約1 秒間点灯後、0.15 秒周期で点滅することを確認する。

〔参 考〕・ ここでEPS ウォーニング ランプが常灯している場合はシステムの異常が考えられます。ダイアグ

ノーシス コードを確認し、修理を行ってください。

2. エンジンを始動する。

3, 約20km/h 以上で2 秒間以上走行する。

4. 全ての点検項目が正常の場合はEPS ウォーニング ランプは消灯するので、この状態で車両を停止させる。5.

走行を続けてもEPS ウォーニング ランプが消灯しない場合は車速センサー信号系統およびエンジン回転

信号系統に異常が考えられるのでこれらの系統について点検を行う。

J
E

短絡ECUT

開放

-

」

。ウ プ『
司』‾且mL-

< テスト モード時>

(3) テ スト モ ード コ ード 一 覧表

コードN0. � 点検項目 � 解除 条件

71 �車速センサー系統 �車速20km/h 以 上 で2 秒以上走行

73 �エンジン回転信号系統 �エンジン回転数464rpm 以上 を2 秒以上継続

E-9
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

1-4-5 基 本 点 検

(1) エ ン ジ ン 始 動 点 検

1. エンジンが始動できるか、また、アイドリング状態で著しい回転低下および変動がないか確認します。(2)

バ ッ テ リ ー 電 圧 測 定

1. エンジン停止状態でのバッテリー電圧を測定します。

|幕 準00.5~14V( アイドル回転時)

(3) ス ピ ー ド メ ー タ ー 指 示 点 検

1. 走行状態でスピード メーターの指示が適切か、また、スピード メーター ケーブルの抜け、損傷等がな

いか確認します。

(4) タ イ ヤ 空 気 圧 点 検

車両を軽積状態で平坦なアスファルトあるいはコンクリート路面上に置き、ステアリングを直進状態にして

測定します。

�盲‾‾漸

車両 ��タイヤ

サイズ �  

前輪

匯Pa{kgf/cm 刎 �   

後 輪[kPa{kgf/cm2}]

ト ラ ック系 ��145R12 �20012.0}( 軽積時) �24012.4}( 軽積 時)

��145R13 �18011.8}( 軽積時) �24012. 叫( 軽積時)

(5) ス テ ア リ ン グ 操 舵 力 点 検

1. エンジンを始動する。

2.1 名乗車およびアイドリング状態で、ステアリングを直進

状態から左右1 回転させた位置でステアリングにバネば

かりを掛け、接線方向に引いた時の操舵力を左右それぞれ

測定する。

屠 ‾‾準|

卜
�
パワーステアリング

作動時 �

パワーステアリング 

非作動時

操舵力 �50N{5kgf} 以 下 �150N{15kgf} 以 下

左右差 �10N{1kgn 以 下 �10N{1kgf} 以 下

(6)EPS ウ ォ ー ニ ン グ ラ ン プ 点 検

1,IG スイッチを「ON 」にしたとき、EPS ウォーニング ラン

プが点灯し、エンジン始動後約1 秒後に消灯することを確

認する。

EPS
(7) 電 源 回 路 点 検

1.EPS コンピューター コネクターを取り付けた状態で、IGスイッチ「ON 」にて以下のハーネス側コネクター

端子~ボデー アース間の電圧値を測定する。

(1) コネクター端子①(BAT)~ コネクター端子②(GND) 間

|基 準1 9V~17.5V

(2) コネクター端子⑧( 十B)~コネクター端子②(GND) 間

[基 準19V~17.5V

E-10



車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

(8) ア ー ス 回 路 点 検

I.EPS コンピューター コネクターを取り付けた状態で、IG スイッチ「OFF 」にて以下のハーネス側コネクタ

一端子~ボデー アース間の抵抗値を測定する。

(1) コネクター端子②(GND)~ ボデー アース間

|基 準j 0.1Ω以下

(2) コネクター端子⑩(E2)~ ボデー アース間

|幕 準10.1 Ω以下

E-11
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

1-4-6 フ ェ イ ル セ ー フ 機 能

システムの入出力信号系統に異常が発生した場合でもステアリング操作性をなるべく損なわないように制

御する機能です。

フェイル セーフ作動中は、コンビネーション メーター内のEPS ウォーニング ランプを点灯させて運転者

に異常を知らせるとともに、下表のような制御を行います。

なお、一一度異常を検出した後、正常状態に戻りフェイル セーフ機能が解除され正常アシスト状態に戻った

場合でも、ダイアグノーシス コードの記憶は残ります。

フェイ ル セーフ制御一覧

コード

番号 �

診断内容 � フェイル セーフ制御内容 � フェイル セーフ制御解除条件

11 �メイン ト ルク センサー信号異常 �・モーターへの出力停止

・電源リレーOFF �

正常復帰後、IG スイッチを一度OFF からON

にす れば解除(正 規アシスト復帰)
12 �サブ ト ルク センサー信号異常

13 �センサー メイン・サブ差過大

14 �センサー電源電圧異常

21 �モーター過電流異常

23 �モーター電流偏差異常

24 �モーター端子電圧異常

32 �EPSコ ンピ ューター異常

42 �車速センサー異常(走 行中) �危険回避可能な程度にアシスト継続 �正常復帰後、車速5km/h 以上 で解除(正 規

アシスト復帰)

44 �エンジン回転信号異常 �危険回避可能な程度にアシスト継続(

エ ンジン ストールした場合はエン

ジン再始動すれば正規アシスト復帰) �

正常復帰後、エンジン回転数464rpm 以 上

で解除(正規アシスト復帰)

47 �車速センサー異常(停車中) �危険回避可能な程度にアシスト継続 �正常復帰後、車速5km/h 以上 で解除(正 規

アシスト復帰)

52 �パワー系電源電圧異常 �・モーターへの出力減少後停止 �正常 復帰により解除(正 規アシスト復帰)

54 �電 源リレー異常 �・モーターへの出力停止

・電源リレーOFF �

正 常復帰後、IG スイッチを一度OFF か らON

にす れば 解除(正 規アシスト復帰)

59 �モ ーター過熱保護記録 �モーターに流れる最大電流を減 少さ

せる(

こ の場合、ステアリングが若干重く

なるが故障ではない) �

モーターが冷めれば通常アシストカ回復
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1-4-7 現象別トラブル シューティング

(1) ダイアグノーシス コード表示なし、または表示が不安定でステアリングが重い時

L15C5005W16

(2) 正常コードを出力するがステアリングが重い、左右で操舵力が異なる、操舵力にム

ラがある

※1:

(E.1-4-5(5)項(E-10 ページ) 参照)

E-13
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

(3) 走行中ステアリングがずっと軽い

二 二 言 ニ ブ^ ぶ゙̈゜

(4) ステアリングの戻りが悪い

※1:

(E.1-4-5(4)項(E-10 ページ) 参照)

※2:

(ハイゼット サービス マニュアル整備編N0.1E.2-1 項(E 一3 ページ)参照)

E-14
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

1-4-8 系 統 別 ト ラ ブ ル シ ュ ーテ ィ ン グ

系統別トラブル シューティングは以下の表に基づいて、該当するトラブル シューティングを行って下さい。

コード番

号 �

診断内容 � 修理方法

11 �メイン ト ルク センサー信号異常 �ステアリング コラムAy 交 換

12 �サブ トルク センサー信号異常

13 �センサー メイン・サブ差過大

14 �センサー電源電圧異常

21 �モーター過電流異常 �ステアリング コラムAy 交 換

23 �モ ーター電流偏差異常

24 �モーター端子電圧異常

32 �EPSコ ンピューター異常 �パワー ステアリング コンピューターAy 交換

42 �車速センサー異常(走 行中) �系統別トラブルシューティングN0,42 、47

44 �エ ンジン回転信号異常 �系統別トラブルシューティングN0.44

47 �車 速センサー異常(停 車中) �系統別トラブルシューティングN0.42 、47

52 �パ ワー系電源電圧異常 �系統別トラブルシューティングN0.52

54 �電 源リレー異常 �パワー ステアリング コンピューターAy 交換

59 �モ ーター過熱保護記録 �モーターを冷まし様子を見る(異常ではないので点検の必要はない)

E-15
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EPS コンピューター

ハーネス側コネクター

SPD

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0,42 出 力 条 件

1.1G スイッチ「ON 」かつ車速20km/h 以上で3 秒以上走行後、車速35km/h 以上から急激に ・定(15km/h) 以上

低下し、車速5km/h 未満の状態が30 秒間継続した場合。

〔j参 考〕・ 車速35km/h 以上から急ブレーキによりタイヤがロックした場合、上記の条件を満たしコード

N0.42 を出力する可能性があります。この場合は故障ではありませんので、しばらく様子を見て

ください。

③ ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0,47 出 力 条 件

1. 1G スイッチ「ON 」かつエンジン回転数464rpm 以上で車速センサーからの信号入力なしの状態が5 分経過

かつエンジン回転数が464rpm 以上2000rpm 未満で車速センサーからの信号入力なしの状態が5 秒経過し

た後、エンジン回転数>2500rpm でなおかつ車速センサーからの信号入力なしの状態が30 秒間継続した

場合。

〔参 考〕・ 長時間エンジンの空ぶかしを行った場合、上記の条件を満たしコードN0,47 を出力する可能性が

あります。この場合は故障ではありませんので、しばらく様子を見てください。

④ 点 検 ポ イ ン ト

1. 過去に急ブレーキ等により車輪がロックしていないか。

2. 過去に長時間の空ぶかしを行っていないか。

3. スピード メーター ケーブルの抜け、損傷等がないか。

4. 車速センサー本体は正常か。

5. 車速センサーの出力がコンピューターに入力されているか。

6. 車速センサー~コンピ ューター間ハーネスが断線または短絡していないか。

⑤ 関 連 点 検 項 目

1. 車速センサー単体点検

(E ふ5-1 項(E-22 ページ) 参照)

E-16
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

(1) 車速センサー系統(ダイアグノーシス コードN0,42、47)

① 車速センサー系統システム図

「」¬りL
→- 一 一 ≒j
コンビネーション メーター

ハーネス側コネクター



⑥ 点検方法

(※1)

車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

(E.1-5-1 項(E-22 ページ) 参照)

E-17
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

(2) エンジン回転信号系統( ダイアグノーシス コードN0,44)

① エンジン回転信号系統システム図

手     手

REV

EFIコンピューター

ハーネス側コネクター

GND

EPS コンピューター

ハーネス側コネクター

REV

② ダ イ アグ ノ ー シ ス コ ー ドN0.44 出 力 条 件

1, IG スイッチ「ON 」かつエンジン回転数≧464rpm 未検出の状態で、車速5km/h 以上が30 秒間継続した場合。2.

IG スイッチ「ON 」かつエンジン回転数≧464rpm 検出後、車速20km/h 以上かつエンジン回転数285rpm 未

満が30 秒間継続した場合。

〔参 考〕・下記の状況下ではコードN0.44 を出力する可能性があります。この場合は故障ではありませんの

で、しばらく様子を見てください。

O)IG スイッチ「ON 」の状態でエンジンを始動せずに30 秒以上走行した場合(坂道を慣性で下った

場合等)

(ii)エンジン ストールし、IG スイッチ「ON 」のまま30 秒以上エンジンを再始動しなかった場合

③ 点 検 ポ イ ン ト

1. EFI コンピューター~ステアリング ギヤAy 間のハーネスは正常か。

2. 各接続コネクターは正常か。

④ 関 連 点 検 項 目

1.EFI コンピューター エンジン回転センサー系統点検

E-18



車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

-

- 、

⑤ 点検方法

OK

<EPS コンピュー ター人力信号点 検>

1.EPS コンピューター 車両コネ クターを 切り 離す。

2.エ ンジンを始動し、EPS コンピューター側REV 端 ダ・に

エンジン回転f,伺・が出力されているか点検 する。

ハーネス側コネ クター⑥(REV)

~ハーネ ス側コネ クター②(GND)

M 準:12V( パル ス)

1。ダイア グ コードを消 去する。

2,走行し、ダイアグ コー ドを 出力さ せる。

3.再現 「ダイア グ コードN0.4 幼 咄Iノ」)するか?

YES

1 EPS コンピューターy 川  |

NG

<EPS コンピュ ーター~EFI コ ンピュー ター問ハーネス

お よびコ ネクター点 検>

EPS コンピューター側⑥(REV)

~EFIコ ンピュー ター 側⑩(REV)

EFIコンピューター

エンジン川忙センサー

系統点検

NO

エンスト等により川 詐腱した

吋能性があります。

しばらく様f を以てドさい。

E-19
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

(3) パワー系電源系統( ダイアグノーシス コードN0,52)

① パワー系電源系統システム図

EPS コンピューター

ハーネス側コネクター

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.52 出 力 条 件

1. システム電源「ON 」の状態で、バッテリー電圧(EPS コンピューター内リレー接点電圧)17,5V以上が1 秒以

上継続した場合。

2. リレー「ON 」かつエンジン回転数≧464rpm の状態で、バッテリー電圧(EPS コンピューター内リレー接点

電圧)9V 未満が4 秒以上継続した場合。

③ 点 検 ポ イ ン ト

1. オプション類の取り付けによる過大な電気負荷がかかっていないか。

2.EPS ヒューズが溶断していないか。

3. バッテリー~コンピューター間ハーネスが断線していないか。
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)
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④ 点検方法

< バッテリー?U圧沁』定>

1.アイドリング状態電気負荷無負荷にてバッテリー匍 王を 測定する。

基準:17,5V 以 卜

< バッテリー電 圧測定>

1.アイドリング状態で全ての電気 負荷を 与える。2,

ステアリングを左右い ずれかの据 え切りにし,

力を 加えた状態k 二てバッテリー題iEを測定する。

基準:10,5V 以ll

<EPS コンピュー ター 人力 信SJ点検>

1.EPS コンピューター巾両コ ネクターを 切り 離す。2.BAT

端 子~GND 端 子閻にバッテリー電 圧が川yj

されているか測定する。

ハー ネス側コネクター①(BAT)

~ハーネス側コネクター②(GND)

基準:10V 以 上

I。ダイアグ コードを消去する。

2.走行し、 ダイア グ コードを川ノ」させる。

3.再現( ダイアグ コードN0.52 が||り)〕するか? 

YES   
|

EPSコンピューター異常

NO

・--峙的な バッテリ ー拍1 漑 ドがあっ たI

II能性があり ます。

しば らく様j'・を 見てドさい。

E-21
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

1-5 単 体 点 検

1-5-1 車 速 セ ン サ ー 単 体 点 検

1. コンビネーション メーターを取り外す。

2. プラス ドライバーを使用して、スピ ード メーターの駆動

軸を回転させた時の④~⑥間の導通を確認する。

|基 準丿駆動軸1 回転で「ON 」、「OFF 」を4 回繰り返す。

L15C5015T10

1-5-2 ウ ォ ーニ ン グ ラ ンプ

1. 1G スイッチを「OFF 」にし、ステアリング ギヤAy のコネクターを切り離す。

2. この状態で切り離したステアリング コラムAy の車両側コネクター⑤(EPSW) 端子をアースに接続し、IG 

スイッチを「ON 」した時に、EPS ウォーニング ランプが点灯することを確認する。

1-5-3 ス テ ア リ ン グ コ ラ ムAy 単 体 点 検

(1) パ ワ ー ス テ ア リ ング コ ン ピ ュ ー タ ーAy

1. 以下の点検はエンジン アイドリング時、全電気負荷を与えた状態で行う。

(1) バッテリー電圧を点検する。

[基 準j 10,5~14V

2. 以下の点検はIG スイッチ「OFF 」状態で行う。

巾 ②(GND) 端子とボデー アース間の導通を点検する

|丞 準| 導通あり(抵抗0.1 Ω以下)
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車速感応型電動パワー ステアリング(EPS)

(2) 入出力信号基準値
点検系統 � 項日 �� 測定条件 � 基準値

�接続端子 � 入出力名

トルク センサー

信号系統 �

⑥(TM)~ ⑩(E2) �メイン ト ルク センサー

入力 �

ステアリング直進(ステアリング

トルク フリー)時 �2.5

土0.02V

���ステアリング右据え切り時(※1) �4.045V以 下

���ステアリングた据え切り時(※1) �0.955V以 上

�⑩(TS)~⑩(E2) �サブ トルク センサー入

力 �

ステアリング直進(ステアリング

トルク フリー)時 �2.5

土0.02V

���ステアリング右据え切り時(※1) �0,955V以 上

���ステアリングか据え切り時(※1) �4.045V以下

�⑩(V9)~⑩(E2) �トル ク セ ンサー9.5V 電

源 �- �9.4

土0.65V

�⑩(V3)~⑩(E2) �ト ルク センサー3.3V 電

源 �- �3.3V

モ ーター駆動系統 �⑩(MB) �モーター駆動電流 �ステアリング直進(ステアリング

トルク フ リー)時 �OA

���ステアリング右据え切り時(※1) �30ヅA

���ステアリングた据え切り時(※1) �22.5~27.5A

�⑨(MR)~⑩(MB) �モーター抵抗 �- �0.2~20Ω

車速センサー信号

系統 �

⑦(SPD)~ ②(GND) �車速信号入力 �スピ ード メーター ケーブル1 回

転 �0~5V

を4 回 繰り返す

電 源系統 �⑥けB)~ ②(GND) �IGキ ー信号入力 �エンジン アイドル時、令電気負

荷を与える �9~14V

�①(BAT)~②(GND) �バッテリー電源入力 �エンジン アイドル時、全電気負

荷を与える �9~14V

エ ンジン回転信号

系統 �

⑥(REV)~ ②(GND) �エ ンジン回転信号入力 �エンジン アイドル時 �12V(パル ス)

※1: ステアリングをロック エンドまで操作し、力をかけている状態とする。

E-23

.- ・

。- 、



-

-

ブレーキ

2 ブ レ ー キ

2-1 ブ レ ーキ点 検、 調 整

2-1-1 ブ レ ーキ ペダ ル 点 検、 調 整

(1) ペダ ル高 さ点検

1. ブレーキ ペダルのダッシュ面からの高さを測定する。

|幕 準1 221.3±5mm( トラック系)

|幕 準J 208.8]mm(カーゴ、アトレー系)

S11C5097TI

S11C5197T16

(2) ペ ダ ル 高 さ 調 整

1. シフト ロック スイッチ位置調整用ナット①および、ボルト②を取り外す。(A/T車)

2. ストップ ランプ スイッチのコネクターを切り離し、ナット③をゆるめてスイッチを回してペダルを遊ば

せる。

3. ナット④ をゆるめ、プッシュ ロット⑤を回してペダルの高さを調整する。

|締 付1 12.8 土3,0N・m{130±30kgf・cm}{標準ブレーキ車}

25.5±5.1N・m{260±51kgf・cm}(ABS 装着車)

4. ストップ ランプ スイッチのねじ端部とペダルのクッションの隙をOmm にし、そこからLOmm になる様

スイッチ本体を回してナットをロックする。

|締 付1 11.8±2.0N・m{120±20kgf・cm}

5. シフト ロック スイッチ調整用ボルトとシフト ロック スイッチの隙が0.4mm になる様ボルトを回して

ナットをロックする。(AyT車)

|紳¶可1 7.4±2.9N ・m{75.5±30k91・cm}

|汪 菖|・ ストップ ランプ スイッチがペダルのクッションから離れないようにすること。

6. ペダル高さ調整後、ペダル遊び、ストップ ランプの点灯を点検する。
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(3) ペダ ル 遊び点 検

1. エンジン停止後ペダルを数回強く踏み込み、ブレーキ ブ

一スター内のバキュームがない状態にする。

2, ペダルを指で軽く押し、遊びを点検する。

[基 準1 0.5~2.0mm

(4) ペダ ル遊び 調 整

1. ナット④をゆるめ、プッシュ ロット⑤を回してペダル遊びを調整する。

|聊 忖1 12.8±3.0N・m{130±30kgf・cm}(標準ブレーキ車)

2515±511N・m{260±51kgf・cm}(ABS装着車)

2。調整後ペダル高さ、ストップ ランプの点灯を確認する。(5)

ペ ダ ル 踏 み 残 り し ろ 点 検

1. アイドル回転時パーキング ブレーキ レバーを戻した状

態で、ペダルを踏力294N{30kgf} で踏み込んで止まった位

置のダッシュ面からの高さを測定する。

「墓‾圓

�標準ブレーキ車 �ABS 装着 車

ト ラック系 �92mm 以 上 �102mm 以 上

カーゴ、アトレー系 �61mm 以 上 �61mm 以 上
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ブレーキ

(6) パーキング ブレーキ引き代点検、調整

① パーキング ブレーキ引き代点検(レバー式)

1。ブレーキ ペダルを数回ポンピングしてシューすきまを適

正な状態にした後、パーキング ブレーキ レバーを完全に

戻す。

2. パーキング ブレーキ レバーをゆっくり引っ張り、カチッ、

カチッという作動音を数える。

嘩 準1 6~10ノッチ

(操作力196N{20kgf})

② パ ーキ ング ブ レ ーキ引 き 代 調 整(レバ ー式)

|汪 恵レ パーキング フ`レーキ レバー引き代を調整する前にブレーキ ペダルを数回操作してシューすき

まを適正な状態にしておくこと。

1。 コンソール リヤ ボックスAy を取り外す。

2. 各レバー形状に応じて作業を行う。

(1) セミカバー仕様

① カバーを取り外す。

② アジャスティング ナットを回し、基準値になるよう

調整する。

3

(2) フルカバー仕様

① カバーを少し広げ、アジャスティング ナットを回し、

基準値になるよう調整する。

パーキング ブレーキの引きずりのないことを点検する。

③ パーキング ブレーキ引き代点検(足踏式)
1

ブレーキ ペダルを数回ポンピングしてシューすきまを適

正な状態にした後、パーキング ブレーキ ペダルを完全に

戻す。

2。パーキング ブレーキ ペダルをゆっくり踏み、カチッ、カ

チッという作動音を数える。

e参考〕・ パーキング ブレーキ ペダルを踏み込む時には途

中でペダルを戻さないこと。

|基 準1 5~7ノッチ

(操作力294N{30kgf})

④ パ ー キング ブ レ ーキ引き 代 調 整(足踏 式)

萍‾帚い パーキング ブレーキ ペダル引き代を調整する前にブレーキ ペダルを数回操作してシューすき

まを適正な状態にしておくこと。
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1

パーキング ブレーキ ペダルのアジャスティング ナット

を回し、基準値になるよう調整する。

2。 パーキング ブレ ーキの引きずり のないことを点検する。
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2-2 ブレーキ ブースター作動点検2-2-1

準備品

ブレーキ

＼
�

形   状 � 品 番、 品 名 � 用    途

S

S

T

�
影

�       BBT-1TB

ポー タブル ブレーキ ブースター テ

スター     (

株)バンザィ扱い �

ブレーキ液圧測定

油脂 �アミックス ブレーキ フルード

り_ り_ り-7 ゛_7J き7 生 吻 廸 北.j=7 偽2-2-2 ブ ー ス タ ー 気 密 機 能 点 検

1. エンジンを始動させ、1~2 分間回して止め、通常プレー

キを使用する程度の踏力でブレーキ ペダルを踏んだとき

の高さを点検する。

|基 準11 回目に踏んだときより2 回、3 回踏んだときのペ

ダル高さが高くなる。

(1 回目と2 回目、2回目と3 回目の間隔は約5 秒以

上)

2-2-3 ブ ー スタ ー作 動点 検

1. エンジンを停止したまま同じ程度の踏力で数回ブレーキ

ペダルを踏んでペダル高さが変化しないことを点検する。2.

ブレーキ ペダルを踏んだままエンジンを始動してペダル

高さの変化を点検する。

|基 準| ペダルを踏んだ状態でエンジン始動時ペダルが少

し奥へ入る。

2-2-4 ブ ー スタ ー 負 荷 気 密 機 能 点 検

1. エンジン回転中ブレーキ ペダルを踏み、その状態でエン

ジンを止め30 秒間保持してペダル高さの変化を点検する。

|基 準| ペダル高さに変化がない。

E-28
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ブレーキ
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2-2-5 ポ ータブ ル ブ レ ー キ ブ ースタ ー テ スターによる点検

(1) 点 検

1. ポータブル ブレーキ ブースター テスターを図のように接続しテスターのエア抜きを行う。

踏力計

S11C5109W20

圧力計 踏力計

W11

(2) 気 密 機 能 点 検

1. エ ンジンを始動し、圧力 計(負圧 計)が66.7kPa{500mmHg} になったらエ ンジンを止めて圧力(負圧)を測 定

する√

|幕 準| エンジン停止後、15 秒間圧力の低下がない

2. エ ンジンを始動し、ブレ ーキ ペダルを踏力196N{20kgf} で踏んで圧力計(負圧計)が66.7kPa{500mmHg} 

になったらエンジンを止めて圧力(負圧)を測定する。

|基 準| エンジン停止後、15 秒間の圧力の低下が3.3kPa{25mmH91 以内
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(3) 無倍力作動点検
1

ブレーキ

エンジンを停止し、圧力計(負圧計)の値を大気圧にして踏力と油圧の関係を点検する。

医渾

踏力LN{kgn] �S200P,S210PS200C,S210C ��S200V,S210V,S220V,S230V     S220G,S230G�液圧[MPalkgf/c圈]

�7インチ �8 インチ �8 インチ �9 インチ

�標準車 �ABS 装 着車 � 標準車 �ABS 装 着車

98110} �0.56(5.8) �0.16(1.7) �0.5015.1} �0.2712.8}

294130} �3.25(33.1) �2.50(25.5) �3.06131.2} �2.21122.5}

2

エンジンを始動して、圧力計(負圧計)の値を66.7kPa{500mmHg} にし、エンジン停止後マスター シリン

ダーの油圧を各踏力で点検する。
瀋 ‾‾牽1

踏力[N{kgO] �S200P,S210PS200C,S210C ��S200V,S210V,S220V,S230V     S220G,S230G�液圧[MPa{kgf/c㎡}]

�7インチ �8 イ ンチ �8 イ ンチ �9 インチ

�標準車 �ABS 装着 車 � 標準車 �ABS 装着 車

49 圈 �2,06(21.0) �2.19(22.4) �2.62126.8} �1.99120.3}

98110} �4.41(45.0) �4.81(49.1) �5.18152,9} �5.06151.6}

147115} �6.75(68,9) �5.90(60.2) �7,74179,0} �7.83179.8}

196120} �7.54(76,9) �6.41(65.4) �9.08192.6} �8.31184.7}
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2-3 P バルブ作動点検2-3-1

準備品

ブレーキ

＼
�

形    状 � 品 番、 品 名 � 用    途

S

S

T

�
脳

�       BBT-1TB

ポータブル ブ` レーキ ブースター テ

スター      (

株)バンザイ扱い �

ブレーキ液圧測定

油脂 �アミックス ブレ ーキ フルード

2-3-2 点 検

1. 左後輪のブリーダー プラグを取り外す。

2. プレッシャー ゲージを取り付け、ゲージのエア抜きをする。

昌

ふ 一一

3

/1

ブレーキ フルードの漏れがないことを点検する。

前後輪の液圧を点検する。

〔参 匍 ・(前輪のブレーキ液圧)=( マスター シリンダーのブレーキ液圧)

E 一31
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巾 トラック系
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3.01

130.7}

1.47

115.01

カーゴ
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【
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j
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d
y
M
I
E
i
(
-冰
八
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辿
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4
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」
[
4
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3.92

0 1.47

115.01

7 。62177.7}

ブレーキ

9.81

{100.0}

入力( マスター シリンダー) 液圧【MPa{kgf/cm2} 】

< 標 準 ブ レ ー キ 車 〉

I
{
z
u
1
9
/
j
6
1
}
e
d
s
I
E
W
(‐j
4
 
r

「
4
 
y

‐
y
4
 
4
r
(
)
E
r
m

0    3.92 5.98    9.81

(40.0)(61.0) (100.0)

入力( マスター シリンダー) 液圧IMPa{kgfycm2}]      <

標 準 ブ レ ー キ 車>

トラック系

カーゴ系
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{18.0}
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{13.5j

0 1.32 3,53 

113,5}{36.0}

0

11.77

{120.0}

入力( マスター シリ ンダー) 液圧IMPa{kgf/cm2} 】

<ABS 車>

2。94{30.0}

入力( マスター

4。90{50.0}

S16C5051W16

7。85{80.0}

シリンダー) 液圧【MPa{k9「/cm2」]

<ABS 車>

S15C5004W16



ブレーキ
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(3) アトレー系
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ふ
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4。76(48.5)2.94(30.0)

0

2.94

(30.0)

入力( マスター

7.85

(B0.0)

シリンダー) 液圧IMPa{k9{ycm2} 】

< 標準ブレーキ車>

アトレー系

【
(
z
u
J
x
)
y
j
6
1
}
e
d
y
M
I
E
i
(
I
冰

八

『
'
ふ
 
J
'

y

そ

キー

ベー-R

田

4 。76{48.513.67{37.412,94

・

0  2.94    

130,0}

入力( マスター

4.90      7.85

{50.0}    {80.0} 

シリンダー) 液圧IMPa{k μm211<ABS

車>

6

ゲージを取り外し、ブリーダー プラグを取り付ける。

ブレーキ フルードをリサーバーのMAX の基準線まで補充する。

ブレーキ系統にエアの混入がないことを確認する。もし、エア混入の疑いがある場合はエア抜きを行う。
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ブレーキ

2-4 P バルブ取り外し、取り付け(トラック系)2-4-1

準備品

|注 意レ ブレーキ チューブが正しく装着されていない場合、ブレーキ不良の原因となる。2-4-2
取 り 外し 前作業

I. マスター シリンダー リサーバーのブレーキ フルードを抜き取る。

|注 意|・ブレーキ フルードを抜き取る時、塗面に付着しないようにすること。

2. 車両をジャッキ アップする。

2-4-3 取 り外 し、 取り付 け 手順

← 一九 里 竺 些 四 」

< 標準ブレーキ車>

① ブレーキ チューブ

② バルブAy,プロポーショニング

③ ブラケリト,プロボーショニング バルブ

ブレーキ チューブXP バルブ

犬251155125}|

⑧j T:8,4 ±1.4185±14}|

<ABS 車>

単位:N ・m{k91・cm}

2-4-4 取 り 付 け 後 作 業

1. 車両をジャッキ ダウンする。

2. ブレーキ系統のエア抜きを行う。

μ王 恵いABS 装着車は、標準ブレーキ車に比べてエアの抜ける時間が長いため、ブ`レーキ系統エア抜き後。

再度エアの混入がないことを点検する。

3. ブレーキ フルードをリサーバーのMAX の基準線まで補充する。

4. ブレーキの引きずりがないことを確認する。
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

- 。

-

3 アンチロック ブレーキ システム(ABS)3-1 

システム概要

3-1-1 システム配線図

1 トラック系
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

■ カーゴ、アトレー系
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

-

3-1-2 ABS コンピューター(ABS アクチュエーター)コネクター端子配列図

コンピューター側コネクター

回回回回回国困
厄回回四囲回困
回回囲回何回回

ハーネス側コネクター

8 �9

24 �25

L11C5123W25

1 �FL 十 �前左 スピ ード センサー(十)入 力 �14 �ECUT �ダ
ィアグ起動入力

2 �FL- �前左 スピ ード センサー(-) 入力 �15 �GGND �Gセ ンサー アース(※2)

3 �PKB �パーキング ブレーキ スイッチ入力(

※1) �16 �WA �ABS

ウ ォーニング ランプ出力

4 � 十IG �IG2電源 �17 �EXO �ア イドル アップ要求出力

5 �RL 十 �後左 スピード センサー(十)入力 �18 �STP �ストップ ランプ スイッチ入力

6 �RL 一 �後左 スピード センサー(-) 入力 �19 �FR 十 �前右 スピ ード センサーけ) 入力

7 �SIO �故障診断テスター通信端子 �20 �FR 一 �前右 スピ ード センサー(-) 入力

8 �GND1 �アース �21 �BRL �ブ レーキ ウォーニング ランプ出力(

※1)

9 � 十BS �ソ レノイド バルブ電源 �22 �RR- �後 右 スピード センサー(-) 入 力

10 �- �- �23 �RR 十 �後右 スピード センサー(十)入力

11 �- � 一 �24 �- �-

12 �- �- �25 �- �-

13 �GL1 �Gセ ンサー入力(※2) �- �- �-

※1: トラック系のみ

※2:G センサー装着車(トラック系およびカーゴ、アトレー系の4WD 車)のみ
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

3-1-3 構成部品位置図

■ トラック系

ABS ウォーニング ランプ

ストップ

スイッチ

フロント スピード センサー& ローター

■ カ ーゴ、アトレー系

E-38
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

-

-,

3-2 点検
3-2-1 準備品
＼
�

形    状 � 品 番、 品 名 � 用    途

S
S

T

�
匹

�     09991-87404-000

ワイヤ、エンジン コントロール

システム インスペクション �

ダイアグノーシス起動

�ノダ
�      09991-87403-000

ワイ ヤ、ダイアグノーシス チェック �
ダイアグノーシス消去

-
3-2-2 ABS コ ン ピ ュ ー タ ー(ABS ア ク チ ュ エ ータ ー に 内 蔵) 回 路 点 検

系統点検中のABS コンピ ューター回路点検は次の要領で行います。不良ならば各回路、コネクターを修理し、

正常であればABS アクチュエーターを交換します。

「注‾‾鄙 ・ABS コンピューターのコネクターにテスターを当てる場合や、ボデ ーアースと短絡させる場合は

ダイアグノーシス チェック ワイヤ(SST)を使用すると端子を損傷しにくい。

I SSTj 09991 -87403-000

3-2-3 ABS コ ン ピ ュ ー タ ー の コ ネ クタ ー 部 目 視 、 接 触 圧 点 検

ABS アクチュエーターのコネクターを点検する。

3-2-4 ABS コ ン ピ ュ ー タ ー ア ー ス 回 路 点 検

ABS アクチュエーターのコネクターを外し、各アース端子とボデー アース間の抵抗を測定する。

噪 準1 10Ω以下

3-2-5 ABS コ ン ピ ュ ー タ ー 電 源 回 路 点 検

ABS アクチュエーターのコネクターを外し、各電源端子とボデー アース問の電圧を測定する。

[基 準| バッテリー電圧

匯二鄙 ・ABS コンピューターを点検する際、コネクターを外すことによって端子の接触状態が変わり、11異

常なじ となる場合もあります。従って、ABS コンピューター回路点検の結果、ABS コンピュータ

ーが不良かと考えられる場合は再度コネクターを接続して不具合発生の有無を確認した後、ABS  

コンピューターが正常か不良かを判断してください。

3-2-6 ア ン チ ロ ッ ク ブ レ ー キ シ ス テ ム 取 り 扱 い の 注 意

1.ABS アクチュエーター、各センサー類は精密部品です。脱着時などに大きなショックを与えないこと。大

きなショックを与えた(床へ落下した場合など)部品は使用しないこと。

2。雨天の点検や洗車時には水の浸入に注意し、ABS アクチュエーター、各センサー類に水がかからないよう

に注意すること。

3.ABS コンピューター異常と判断し、ABS アクチュエーターを交換することによって車両が正常になった場

合は、再度交換した(不良と判断した)ABS アクチュエーターを取り付け、最初の不具合が再現することを

確認してから最終的にABS コンピューター異常と判断すること。

4.ABS アクチュエーターを分解しないこと。

5. 各ホイールのブレーキ関係部品が確実に取り付いているか確認する。

6. 無線機を搭載する場合は以下の事項に注意すること。

(1) アンテナはコンピ ューター ユニットからできるだけ放すこと。

(2) アンテナのフィーダーはABS コンピューターおよびワイヤ ハーネスからできるだけ離して(最小距離

30cm) 配索すること。また、平行して長く引き回すことは避けること。

(3) アンテナはマッチングを良くすること。

(4) 大出力の無線機は搭載しないこと。
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

3-3 故 障 診 断

3-3-1 故 障 診 断 の 進 め 方

本システムには、不具合箇所を自己診断するダイアグノーシス機能を備えており、故障診断を行う場合の重

要な手がかりとなります。

また、本システムのダイアグノーシスにはEEPROM( 不揮発性ROM) を使用したバック アップが装備されて

おり、電源が絶たれた状態でもダイアグノーシス コードを記憶しています。

不只介の発乍条件、環暗幽 二 二 戸

塊家を 庫認し不!.冷 状況
一一一一一一一一一一一一一一

[ ヌスヌダ ダ し不只a 状況]

-し不只介系統を絞り込む 1

固常コード

お客 様の訴える不H 阻 見

象が防火に解消し たこと

を確認する

L11C5125W40
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

3-3-2 問 診

不具合が発生した車両についてその原因を取り除こうとしても、実際にその不具合現象を確認せずには原因

を追求することはできず、いくら作業を行っても車両が正常状態に戻らないということになるかもしれません。

問診は、不具合現象を確認する前に行うお客様からの情報収集で、不具合現象の再現を図るうえで特に重要な

手掛かりとなります。

また、問診から得られた情報はトラブル シューティングの参考となるため、ただ問診をするのではなく、

その不具合に関連した事項を重点的に聞き出すということも必要になります。

また、お客様の苦情の中にはABS 付き車特有の現象がある場合も考えられますので、問診の際には十分注意

が必要です。

一例として、巻末にA4 サイズの問診シートを用意していますので複写してご使用ください

3-3-3 ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ド の 確 認 、 記 録 、 消 去

ダイアグノーシスの異常コードが表示されている場合、そのシステムの不具合が過去に発生したものなのか、

現在も継続しているものかを確認し、再現された不具合現象との関係を確かめる必要があります。そのために

は、現象確認の前後で2 度、ダイアグノーシス コードを表示させなければなりません。

(1)ABS ウ ォ ー ニ ン グ ラ ンプ 点 検

IG スイッチをON にすると、約3 秒間ABS ウォーニング ラ

ンプが点灯し、消灯することを確認する。

|注 意いABS ウォーニング ランプが点灯しない場合、ワイ

ヤ ハーネスの断線、ヒューズ切れ、バルブ切れが

考えられる。

/
G
y

/
2
X

(2) ダ イ アグ ノ ー シ ス コ ー ド 出 力 表 示 方 法

I ABS ウ ォ ーニ ン グ ラ ンプ によ る 表 示

1. 車両が停止した状態でSST を使用し、チェック コネクター内のECUT 端子とE 端子を短絡する。

[SSTj 09991 -87404 -000

09991 -87403 -000

E-41
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

2。1G スイッチを「ON 」にして、ABS ウォーニ ング ランプ の点滅回数を読 み取る。

＼

ダイアグノーシス チェック コネクター

(トラック系)

ON

IGSW 

OFF

→1卜0,25 秒

→ ノ∧U ダ
ON

IGSW 

OFF

丿 かOj秒

べ 岫 一 八 証Lrmrl  j 3j 2j

‾1゙‾().25秒
正常コード

1     丿 I 卜1 1.5 秒

点灯  |      ||    |

消灯  1  1   111    1  1

|  |    | ・J』,●13

秒 ゛

ぺ

秒lO

・

‘5
極
り  り2,5秒

異常 コー ド(N0.21 、31)

ノ

|注 斎|・コネクターの接続位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違えないこと。

[参 考]・ 正常な場合は、0.25 秒間隔で点滅する。

・ 異常コードが1 つの場合は4 秒の間隔をおいて、同- コードを出力し、複数のコードを出力する

場合は、異なるコードを2.5 秒間隔で出力し、 ・巡すると4 秒間隔をおいて再度出力する。

・ 複数のコードを出力する場合は、コード番号の小さいものから順に出力する。
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(2)ダイアグノーシス診断内容

ダイアグノーシスコード一覧
コード番号 � 診 断 項 日 � 診 断 内 容

11 �ソ レノイド リレー系統断線 �・ソレノイド バルブ電源系統|断線、ECU 内 部故障

12 �ソ レノイド リレー系統ショート �・ソレノイド バルブ電源系統ショート、ECU 内 部故障

21 �ソ レノイド バルブ 前右系統異常 �

・ABS ア クチュエーターの異常(

ソ レノイド バルブ系統の断線、 ショート)

22 �ソ レノイド バルブ 前左系統異常

23 �(ト ラック系) 

ソ レノイド バルブ 後系統異常(

カ ーゴ、アトレー系) 

ソ レノイド バルブ 後右系統異常

24( ※1) �ソ レノイド バルブ 後た系統異常

25 �ABSアクチュエーター異常 �・ABS ア クチュエーター内部異常、ソレノイド バルブ破損、詰まり

31 �スピ ード センサー 前右系統異常 �

・スピード センサーの断線、ショート、センサー信号の異常
32 �スピ ード センサー 前左系統異常

33 �スピ ード センサー 後右系統異常

34 �スピ ード センサー 後左系統異常

41 �電源電圧異常 �・電圧低下

43(※2) �Gセ ンサー異常 �・Gセ ンサーの固着

44(※2) �Gセ ンサー系統断線ショート �・Gセ ンサー系統の断線、ショート

45( ※2) �Gセ ンサー出力異常 �・G センサーからの信号の異常

49 �ストップ ランプ スイッチ系統異常 �・ストップ ランプ スイッチ系統断線異常

常灯 �ECU 異常 �・ECU 内 部異常

※1:カーゴ、アトレー系のみ

※2:G センサー装着車(トラック系およびカーゴ、アトレー系の4WD 車)のみ

(3) ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ド 消 去 方 法

本システムのダイアグノーシスにはEEPROM( 不揮発性ROM) を使用したバック アップが装備されており、

電源が絶たれた状態でもダイアグノーシス コードを記憶しています。従って、下記に記した方法以外ではダ

イアグノーシス コードを消去することができません。

■ ブ レ ー キ ペ ダ ル 操 作 に よ る 消 去

1. 車両を停止状態にする。

2.SST を使用して、チェック コネクターのECUT 端子をE 端子と短絡し、IG スイッチを「ON 」にする。

I SST 1 09991 -87404 -000      

09991 -87403 -000

E-43

ECUT
プ ⊃

E



-

.-

3

アンチロックブレーキ システム(ABS)

ブ レー キ ペダルを踏み、5 秒間に8 回以 上スト ップ ラン

プ スイ ッチ の「ON 」、「OFF 」を繰 り返す。(消去できなか

った場合は再度繰り返す。)

4。チェック コネクターのECUT 端子とE 端子を開放する。5.ABS

ウォーニング ランプが点滅していることを確認するO

に王 怠レ ダイアグノーシス コードを消去すると、ABS ウォ

ーニング ランプはテスト モード コードを出力

して自動的にセンサー点検機能(テスト モード)

が実行されます。ここで短絡を解除し、一度IGス

イッチを「OFF 」してから車両を走行させて各セン

サーの機能点検を行って下さい。

3-3-4 セ ン サ ー点 検 機 能(テ ス ト モ ー ド)

(1) 概 要

〔参 匍 ・テスト モードについて

白白

→
L11C5128TI

テスト モードは①故障コード消去直後、②新品のABS アクチュエーターを取り付けてから初め

てIG スイッチを「ON 」した時のいずれかの場合に自動的に実行されます。

通常モードからテスト モードになると、まず全てのテスト モード コードをABS コンピューター

が記憶します。車両を走行させることにより各センサーの点検を行い、ABS コンピューターが正

常と判断した項目のテスト モード コードを記憶から消去します。 したがって、走行しない場合

やテスト モード点検条件を満たさない走行を行った場合は、記憶したテスト モード コードが消

去されずに、異常のあるテスト モード コードとして表示されます。

(2) テ ス ト モ ー ド コ ー ド 表 示 方 法

1. チェック コネクターの短絡を解除し、IG スイッチを「ON 」にした時にABS ウォーニング ランプが3 秒間

点灯後0.13 秒周期で点滅することを確認する。

2

3

4 。5.

μ王怠卜 ここで、ABS ウォーニング ランプが常灯の場合は

システムの異常が考えられます。ダイアグノーシ

ス コートを確認し、修理を行って下さい。

エンジンを始動する。

約45km/h 以上で走行する。

り王 怠い 走行開始時および停止時は、ハンドルを直進状態

にしてゆっくり加減速を行う。(タイヤをスリップ

させない。)

〔参 考〕・ 全ての点検項目が正常の場合は全てのコードが記

憶から消去され、ABS ウォーニング ランプは消灯

する。

車両を停止させる。

SST を使用して、チェック コネクター内のECUT 端子と

アース端子を短絡し、ABS ウォーニング ランプの点滅回

数を読み取る。

価 考〕・正常な場合は、0.25 秒間隔で点滅する。

・ 異常コードが1 つの場合は4 秒の間隔をおいて同

・-コードを出力し、複数のコードを出力する場合

は、異なるコードを2.5 秒間隔で出力し、 一巡す

ると4 秒間隔をおいて再度出力する。

・ 複数のコードを出力する場合は、コード番号の小

さいものから順に出力する。

レSST1 09991 -87404-000

09991 -87403 -000
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(3) テ ストモードコード一覧表

点検項目
コードN0. � 点 検 項 口 � テスト モード コード点検条件

71 �前右 スピード センサー出力電圧異常 �

約3~5km/h 以 上で直進走行する。
72 �前左 スピード センサー出力電圧異常

73 �後右 スピード センサー出力電圧異常

74 �後左 スピード センサー出力電圧異常

75 �前右 スピード センサー出力周期異常 �

約20km/h 以 上で直進走行する。
76 �前だ スピ ード センサー出力周期異常

77 �後右 スピ ード センサー出力周期異常

78 �後左 スピ ード センサー出力周期異常

※79 �Gセンサー出力異常 �通常の制勁を行う。

※:G センサー装着車(トラック系およびカーゴ、アトレー系の4WD 車)のみ3-3-5

基 本 点 検

(1) バ ッ テ リ ー電 圧 測 定

1. エンジン停止状態でのバッテリー電圧を測定します。

嘩 準110~14V( エンジン停止時)

(2) ブ レ ー キ フ ル ー ド 点 検

1. ブレーキ フルードがマスター シリンダー リザーバー内

に規定量あるか、また、ブレーキ系統にフルード漏れがな

いか点検する。

2. パーキング ブレーキ解除状態でIG スイッチを「ON 」にし

たとき、約3 秒間ブレーキ ウォーニング ランプが点灯し、

そのあと消灯することを確認する。

� j

C514�)T10

(3) ブ レ ー キ の き き 具 合 点 検

1. ブレーキ テスターを用いて制動力が規定値以上であるか点検する。

�制動力

後  輪  和 � 軸重の10% 以 上

各 輪 左 右 差 � 軸車の8% 以 下

総       和 � 検杏時車両重量の50% 以 上

E-45
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(4) ウ ォ ーニ ン グ ラ ンプ 点 検

①ABS ウ ォ ー ニ ン グ ラ ンプ

1.1G スイッチを「ON 」にしたとき、約3 秒間ABS ウォーニン

ク ランプが点灯し、そのあと消灯することを確認する。

② ブ レ ー キ ウ ォ ーニ ン グ ラ ンプ( ト ラ ッ ク 系)1.

パーキング ブレーキ解除状態でIG スイッチを「ON 」にし

たとき、約3 秒間ブレーキ ウォーニング ランプが点灯し、

そのあと消灯することを確認する。

2, パーキング ブレーキをかけた状態でブレーキ ウォーニ

ング ランプが常灯することを確認する。

(5) ア ー ス 回 路 点 検

1.ABS アクチュエーターのコネクターを外し、車両側コネク

ター端于⑧~ボデー アース間の導通を点検する。

/
G
y

し__ づ

ABS ウォーニング ラン

/
2

＼

ブレーキ ウォーニ ング

ランプ

0

3-3-6 フ ェ イ ル セ ー フ 機 能

■ ト ラ ッ ク 系

1.ABS コンピ ューターの信号系統に異常が発生した場合、ABS ウォーニング ランプとブレーキ ウォーニン

ク ランプを同時に点灯させ異常を表示します。同時に、ABS アクチュエーターに内蔵されているソレノ

イド リレーをOFF にしてソレノイドへの制御信号を禁止します。

2.ABS コンピューターに異常が発生した場合も、ABS ウォーニング ランプとブレーキ ウォーニング ラン

プを同時に点灯させ異常表示をするとともに、ソレノイド リレーをOFF にします。

|汪 怠しABS 故障時には通常のブレーキ性能を満足しなくなります。
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カ ー ゴ 、 ア ト レ ー 系

ABS コンピューターの信号系統に異常が発生した場合、ABS ウォーニング ランプを点灯して異常を表示

します。同時に、ABS アクチュエーターに内蔵されているソレノイド リレーをOFF にしてソレノイドへ

の制御信号を禁止し、通常のブレーキ機能に戻します。

2、ABS コンピューターに異常が発生した場合も、ABS ウォーニング ランプを点灯して、異常表示をすると

ともにソレノイド リレーをOFF にします。

〔参 考〕・ABS 故障時には通常のブレーキに準じた性能は確保されます。
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3-3-7 現 象 別 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ

(1)IG ス イ ッ チ「ON 」でABS ウ ォ ーニ ン グ ラ ンプ が 常 灯 す る 。

① 点 検 ポ イ ン ト

ABS ウォーニング ランプが点灯したままとなるのは、ダイアグノーシス機能によって不具合箇所を検出し

ている状態、ABS ウォーニング ランプ点灯回路の断線またはABS アクチュエーター異常が考えられますO

② コ ネ クタ ー 図

+IG

ABS アクチュエーター ハーネス側コネクター

③ 点検方法

1.SST を 使川し、チェック コネ クターの ECUT~E

端 子間を短絡する

2.ABS ウォーニン グ ランプはIG スイ ッチ

「ON 」で異常コードを表示するか

‾ ‾ 可 ‾ ‾ ‾ ▽

j五常コードを表示 する、もしくは消灯する

　

ECU ヒューズを点検する。

ECUT

チェック コ ネクター

ダイアグノーシス コード・.I覧表

・過山圧毘常(ll 五常コード 衣示)

・ABS ア クチ ュエー ター 不良

NG

Ol(1

1.1Gスイッチを 「OFF 」し、チェッ ク コネ クターの

短絡をやめる

2.ABS ア クチュエー ターのコネクターを 切り離 し、

ア クチュエーターのql両側コネ クターの

⑩(WA) 端F をポデーアースし てIGスイッチ

を「ON 」する

3.ABS ウォーニング ランプは消灯するか

゛ り

1.1GスイッチをroFF 」し、チェ ック コネ クター

(EcuT)~ABs アクチュエーター@(EcuT) 間

ハー ネス及び、チェック コネ クター(E)~ ボデー

アー ス間ハーネスの 導通を点検する

2.導通はあるか

YEり

ABS アクチュエーター電 源回路点検

NO
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・ECU ヒューズ交換

・ECU ヒューズ~ABS アクチュエーター閥ハーネス不良

・コ ンビ ネーショ ン メー ター~ABS アクチュエーター

⑩(WA) 間 ハー ネス不良

・コンビネーション 不良

・ABS ア クチュエー ター⑩(ECUT)~ チェッ クコネ クター(ECUT)ll

ハーネ ス不良

・チェ ック コ ネクター(E)~ ボデーアース間ハーネス不良

S15C5011W24
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(2)IG ス イ ッチ「ON 」で ブ レ ー キ ウ ォ ー ニ ン グ ラ ンプ が 常 灯 す る 。( ト ラ ッ ク 系)

① 点 検 ポ イ ン ト

1. ブレーキ ウォーニング ランプが点灯したままとなるのは、下記の場合が考えられます。

(1) パーキング ブレーキをかけている場合

(2) ブレーキ液量不足の場合

(3) ダイアグノーシス機能によって不具合箇所を検出している状態(ABS ウォーニング ランプと同時に点

灯)

(4) ブレーキ フルード レベル スイッチの異常

(5) パーキング ブレーキ スイッチの異常

(6) ブレーキ ウォーニング ランプ点灯回路の断線

(7)ABS アクチュエーターの異常

2. 点検はパーキング ブレーキを解除した状態で行います。

② コ ネ クタ ー 図

バッテリーヱ

エ

WA   BRL

ABS アクチュエーター

ハーネス側コネクター

PKB

GND           BRL
→ づ

¬

ヰ 尹 ず 寸 大

WA     +IG

メーター ハーネス側コネクター
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③ 点検方法

YES

ABS ウォーニングランプは常灯したままか?

現象別トラブルシューティングの

<IG スイッチ「ON 」でABSウォーニング

ランプが常灯する>

参照

OK

OK

NO

ブレーキ フルードがマ スター シリンダー リザーバー内に

規定FI・1あるか確1認する

ECUIG ヒ ューズを点 検する

I.ABS アクチュエー ターからコ ネクターを切り離し、

ア クチュエー ターの 中1・|價 コ ネクターの四(BRL) 

端 子をボデー アースしてIG スイ ッチを 「ON 」 する2,

ブレーキ ウォーニング ランプ は消灯するか?

YES

ABS ア クチュエーター1μ両側コ ネクター③(PKB)~

ボデー アース1111』の導通を点検する

基準値: 導通なし

OK

ABS アクチュエーター不良

ブレーキ フルードを規定 凪まで

汁人する

NG

ECUIG ヒューズ系統点 検およびECUIG

ヒ ューズ交換

・コ ンビ ネー ショ ン メー ター(BRL)     ぺ

~ABS アクチュエーター妁(BRL) 間ハーネス 不良

‘ コンピ ネ‾シ3 ン メ ‾夕 ‾不良       ノ

NG

・ブレーキフルードレベルスイッチ不良  ＼

・ABS アクチュエーター

~ブレーキフルードレベルスイッチ問ハーネス不良

・パーキングブレーキ スイッチ不良

一ABSアクチュエーター
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(3)ABS ウ ォ ーニ ン グ ラ ンプ がIG ス イ ッチ[ON] 後3 秒 間 点 灯 し な い 。

① 点 検 ポ イ ン ト

ABS コンピ ューターは、IG スイッチ「ON 」となると、ABS ウォーニング系統チェックのためABS ウォーニン

グ ランプを約3 秒間点灯します。

② コ ネ ク タ ー 図

WA

ABS アクチュエーター コネクター

WA

メーター側 コネクター

③ 点検方法

口G スイッチを 「OFF 」する

2.ABS アクチュエ ーターのコネ クターを 切り 離し、

IG スイッチを 「ON 」 する

3,ABS ウォーニング ランプは消灯し たま まか

YES( 消灯)

コンビネーション メー ターを収り外し、IG スイッチ

を「ON 」した時にコンビネーション メー ターの

コ ネクターにバッテリー電げ がかかってい るか

YES

IG スイッチを 「OFF 」し、コンビネーショ ン メー

ター~ABS アクチュエー ター⑩(WA) 問 ハー

ネスのショ ートがないかを 点検する

OK

・コンビネーション メー ター 不良

・ABS ウォーニン グ ランプ 不良

NO( 点灯)

NO
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・ABS アクチュエーター不良

・ECU ヒューズ~ABS アクチュエーター問

ハーネス不良

・コ ンビネー ヨン メー ター~ABS アクチュエー ター

⑩(WA) 問 ハー ネス不良

L11C5136W24
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(4) ブ レ ーキ

系)

アンチロックブレーキ システム(ABS)

ウォーニング ランプがIGスイッチ[ON] 後3 秒間点灯しない。(トラック

① 点検ポイント
1

2

ABS コンピューターは、IGスイッチ「ON 」となると、ブレーキ ウォーニング系統チェックのためブレーキ

ウォーニング ランプを約3 秒間点灯します。

点検はパーキング ブレーキを解除した状態で行います。

② コネクター図

バッテリー;

WA   BRL

ABS アクチュエーター

ハーネス側コネクター

PKB

GND           BRL→ 斤
¬1

WA      十IG

メーター ハーネス側コネクター
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アンチロックブレーキ システム(ABS)
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③ 点検方法

IGスイッチ「ON」でABSウォーニングランプは点灯するか?

YES

口G スイッチを 「oFF 」にしてバッ テリ ーのe 妬,ば

を 取り外す

2,ABs アクチュエ ーターのコ ネクターを 切り離し,

バッテリーのe 端子を取り付け た後IG スイッ

チを「oN 」 する

3.ブレーキ ウォーニング ランプは消灯したままか?

YES( 消灯)

IG スイッチを「OFF 」し、コンビネーション メーター

(BRL)~ABS ア クチュエー ター四(BRL) 間ハー

ネ スのショート( 地絡) がない かを点検する

OK

・コンビネーション メーター不良

・ブレーキ ウォーニン グ ランプ不良

NO

NO( 点灯)

E 一53

現象別トラブ ル シュー ティングの

<ABS ウォーニン グ ランプ がIGスイッチ「ON 」後3

秒間点灯しない>

参照

・ABS アクチュエーター不良

・コンピネーヨンメーター(BRL)

~ABS アクチュエーター0(BRL) 問ハーネス不良

S16C5056W24
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

(5) ブ レ ー キ 作 動 上 の 不 具 合( 片 効 き 、 効 き 不 足 、 通 常ブ レ ー キ でABS 作 動、ABS 作 動

時 ペ ダ ル 振 動) お よ び 走 行 中ABS ウ ォ ー ニ ン グ ラ ンプ 点 灯

① 点 検 ポ イ ン ト

走行条件および路面条件によって異なるので故障判定はしにくいですが、ダイアグノーシス コードが正常

コードを表示する場合はフローチャートに従って点検を行って下さい。

② コ ネ ク タ ー 図

RL- RL 十

RR 十 RR-  FR- FR 十

FL- FL 十

ABS アクチュエーター コネクター

③ 点検方法

1。チェック コ ネクターの④~⑩(ECUT~E) 

端了問を知絡 する

2.ABS ウォーニング ランプはIGスイッチON で

1E常コ ードを点滅するか

YES
NO

各スピード センサーの取り付け 状態は 、|ミ常か、収り

付け ボルトはゆるんでないか

゛j

ABS ア クチュエーターのコネ クターを切り離し, 八-

ネス側の各センサー端H ¶」の 導通を点検 する

゛ り

ワイ ヤ ハーネス、コネクターを動かした|時、刄通

状態に異常 があるか

り゙

・スピード センサー系統点検

・フロント スピード センサー点検

・リヤ スピード センサー点検

゛S ↓

ABS ア クチュエ ーター 交換

盛九

チェック コ ネクター

ダイアグノーシスコード・覧衣

NO

YES

NO

スピード センサー収り付け不良

ワイヤ ハーネス糾 介不良

・スピード センサー系統不良

・ローター不良

・スピード センサー不良

L11C5138W24
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3-3-8 系 統 別 ト ラブ ル シ ュ ー テ ィ ング

系統別トラブル シューティングは以下の表に基づいて、該当するトラブル シューティングを行って下さい。

]-ド 番号 � 診 断 項 目 � 診 断 内 容

n �ソレノイド リレー系統断線 �・系統別トラブルシューティングN0,11

12 �ソ レノイド リレー系統ショート �・ABS ア クチュエーター交換

21 �ソレノイド バルブ` 前右系統異常 �

・ABS ア クチュエーター交換

22 �ソレノイド バルブ 前左系統異常

23 �(トラック系) 

ソレノイド バルブ 後系統異常(

カ ーゴ、アトレー系) 

ソレ ノイド バルブ 後右系統異常

24( ※1) �ソレノイド バルブ 後た系統異常

25 �ABSアクチュエーター異常 �・ABS アクチュエーター交換

31 �スピ ード センサー 前右系統異常 �

・系統別ト ラブルシューティングN0.31~34
32 �スピ ード センサー 前だ系統異常

33 �スピ ード センサー 後右系統異常

34 �スピ ード センサー 後左系統異常

41 �電源電圧低下異常 �・系統別トラブルシューティングN0.41

43(※2) �Gセ ンサー固着異常 �

・系統別トラブルシューティングN0.43~4544(※2) �Gセンサー系統断線ショート

45(※2) �Gセンサー出力異常

49 �ストップ ランプ スイッチ系統断線 �・系統別トラブルシューティングN0.49

※1:カーゴ、アトレー系のみ

※2:G センサー装着車(トラック系およびカーゴ、アトレー系の4WD 車)のみ
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(1)

①

アンチロックブレーキ システム(ABS)

ソレノイド リレー系統( ダイアグノーシス コードN0.11)

ソレノイド リレー系統システム図

十BS

ABS ア クチュエーター ハーネス側コネクター

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.11 出 力 条 件

ABS コンピューターはソレノイド リレー回路を常時モニターしています。コンピューターがソレノイド リ

レーを「ON 」してもソレノイド リレーが「OFF 」の状態が続いたとき、ソレノイド リレー系統断線と判断して

異常コードを出力しますO

③ 点 検 ポ イ ン ト

1.ABS ヒュージブル リンクは正常か。

2.ABS ヒュージブル リンク~ABS アクチュエーター間のハーネスは正常か。

3. 各接続コネクターは正常か。
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

④ 点検方法

ABS ヒュージブルリンクを点検する

基準: 溶断していない

OK

<ABS ヒュージブルリンク~ABSアクチュエーター間ハーネス点検>IG

スイッチ「OFF」にてABS ヒュージブルリンクおよび

ABS アクチュエーターのコネクターを切離し、ハーネスを点検する

ABS ヒュージブルリンクコネクタード流側

~アクチュエーター側コネクター⑨( 十BS) 間

OK

ABS アクチュエーター

交換

NG

ABS アクチュエー ター~ABS

ヒュージブル リ ンク問ハーネスおよび

コネ クター修川

<ABS ヒュージブ ル リン ク~ABS ア クチュエーター間ハー ネス点検>IG

スイッチ 「OFF 」にてABS ヒュージブル リンクおよび

ABS アクチュエ ーターのコ ネクターを切離し 、ハーネスを点検する

ABS ヒ ュージブ ル リン ク コ ネクター ド流側

~ア クチュエー ター側コ ネクター⑨( 十BS) 闘

OK

ABS ヒュージブルリンク

交換後、様子を見る

NG

ABS ヒュージブルリンク交換後

ABS アクチュエーター~ABSヒュー

ジブルリンク間ハーネスおよび

コネクター修川
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

②
①
スピード

スピード
センサー系統(ダイアグノーシス コードN0,31~N0,34 出力)
センサー系統システム図

前右

RR+RR ・ FR- FR+ABS

ア クチュエーター

ハーネス側コネクター

スピード

前左

後左

センサー
ハーネス側コネクター

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.31~N0.34 出 力 条 件

スピード センサー系統に断線または短絡が検出された場合にこの異常コードが出力されます。また、走行

中にスピード センサー信号が入力されない場合、信号が欠落した場合、信号にノイズが混ざった場合に異常

コードが出力されます。このコードが出力された場合は、回路だけではなくセンサーの取り付け状態なども点

検が必要です。

③ 点 検 ポ イ ン ト

1

2

3

スピード センサー取り付け状態は正常か。(スピード センサーの出力が不安定になる要因はないか。)

スピード センサーおよびセンサー ローターは正常か。

スピード センサー~ABS アクチュエーター間のハーネスおよびコネクターは正常か。
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④ 点検方法

< スピード センサー単体点検>

コードN0.31 の場合: 前もセンサー

コードN0.32 の場合: 前かセンサー

コードN0.33 の場合: 後もセンサー

コードN0.34 の場合: 後左セ ンサー

(E 一  参照)

OK

< スピード センサー~ABs アクチュエーター間ハーネス点検>

該当する スピード センサーおよ びABs コンピューターのコネク ター

を 切離し、 ハーネスを点検する、、

コードN0.31 : スピード センサー側コネ クター①(-)

~アクチュエー ター側コ ネクター ⑩(FR-)11u

コードN0.31 : スピ ード センサー側コネ クター②( 十)

~アクチュエー ター側コ ネクター⑩(FR 十)|Iu

コードN 。。32 : スピード センサー側コネ クターO  (-)

~アクチュエー ター側コ ネクター②(FL-)lnj

コードN0.32 : スピード センサー側コネ クター②( 十)

~アクチュエ ーター伽jコ ネクター①(FL 十) 間

コードN0.33: スピード セ ンサー側コ ネクター①(-)

~アクチュエ ーターIljコネクター@(RR-) 圓

コードN0.33 : スピード セ ンサー側コ ネクター②( 十)

~アクチュエ ーター側コネクター@(RR 十) 間

コードN0.34 : スピード セ ンサー債1コネクター①(-)

~ア クチュエ ーター側コネクター⑥(RL-) 間

コードN0.34 : スピード センサー儲1コネクター②( 十)

~アクチュエー ター側コネ クター⑤(RL 十)111j

DK  

|

< スピ ード センサー~ABS アクチュエー ター間ハー ネス点検>

該当するスピード センサーおよびスピード センサー~ABS アクチ

ュエ ーター閻のハーネスを目戻で点検し各ハー ネスに桐山がないか、

コ ネクターに接触不良がないか点 検する。

OK

ABS アクチュエーター

交換

E-59

NG

NG

スピード センサーおよびセンサー

ロー ターの訓整、修用または 交換

アクスル ベアリングのガタ点 検

NG

スピード センサー~ABS アク

チュエーター間ハーネスおよび

コネ クター修理
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

(3)ABS コンピューター電源系統(ダイアグノーシス コードN0,41 出力)
①ABS コンピューター電源系統システム図

一

一

ABS アクチュエーター ハーネス側コネクター

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.41 出 力 条 件

ABS コンピューターは電源電圧をモニターしています。走行中(3km/h 以上)にABS コンピューターの電源電

圧が9.5V 以下の状態が10 秒以上続いたとき、もしくは十IG の電圧が9.5V 以下でABS コンピューターがソレ

ノイド リレー断線とソレノイド バルブ異常を両方検出したときに電源電圧異常と判断して異常コードを出

力します。

③ 点 検 ポ イ ン ト

1. オルタネーターは正常か。

2. バッテリーは正常か。

3, バッテリー~ABS アクチュエーター間のハーネスおよびコネクターは正常か。
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④ 点 検方法

ECU ヒューズを点検する

基準: 溶断していない

<ECU ヒュー ズ~ABS ア クチュエー ター間ハー ネス点検>

口G スイッチ「OFF 」に てABS アクチュエーターのコネ ク

ターを切離す

2.1G スイッチ 「ON 」にてABS ア クチュエー ターの 卓1111渕 

コ ネクター④GIG)~ ⑧(GNDI) 端 引ljの

電圧を測定する

基準:9V~18V

OK

ABS アクチュエーター

交換

OK

バッテリー 又は

オルタネーターの

点検、修理

<ECU ヒューズ~ABS ア クチュエーター問ハーネス点検>IG

スイッチ「ONJk 二てABS アクチュエーターの巾11111側

コネクター④( ・IG)~ECU ヒュー ズド流 側端fllljの

抵抗を測定する

JI!準:10 Ω 以ド( 導通あり)

| NG

ECU ヒューズ~ABS アクチュエーター川ハーネス点検

ハーネスおよびコネクターの修川、交換

<ECU ヒューズ~ABS アクチュエーター問ハーネス点検>

丿G スイッチ「OFF」にてABS アクチュエーターのコネクターを切離す2.ABS

アクチュエーターの面lj側コネクター

④(+IG)~ ⑧(GNDI) 端子問の抵抗をill定する

基準: 】MΩ以L( 導通なし)

OK

ECU ヒューズ

交換後、 様f を 見る

NG

ECU ヒューズ交換後

ABS アクチュエーター~ECU ヒューズ間

ハーネスおよびコネクター修川
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

(4)G センサー系統(ダイアグノーシス コードN0.43、N0.44 、N0.45 出力)
①G センサー系統システム図

ABS アクチュエーター

ハーネス側コネクター

GGND GLI  IG2

G セン サー

ハーネス側コネクター

S16C5058W24

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.43 出 力 条 件

G センサーからの出力値が変化しない状態が続いた場合にこのコードが出力されます。このコードが出力さ

れた場合はG センサー本体以外にセンサーの取り付け状態等を点検する必要があります。

③ ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0,44 出 力 条 件

G センサー系統に断線、または短絡が検出された場合にこの異常コードが出力されます。このコードが出力

された場合は、回路だけではなくセンサーの取り付け状態なども点検が必要です。

④ ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0,45 出 力 条 件

G センサーからの出力値から異常な加速度が60 秒以上続けて検出された場合にこのコードが出力されます。

このコードが出力された場合はG センサー本体以外にセンサーの取り付け状態等を点検する必要があります。

⑤ 点 検 ポ イ ン ト

1。2.G センサー取り付け状態は正常か。(G センサーの出力が不安定になる要因はないか。)G

センサー~ABS アクチュエーター間のハーネスおよびコネクターは正常か。
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⑥ 点検方法

OK

アンチロックブレーキ システム(ABS)

<G センサー収り付け 状態点 検>

以下の項目につい て目視点 検を 行う。

・取り付け部のガ タ、変形

・ブラ ケットの変形 、損傷

・収り 付け方II'11

基準: 異常がないこ と

<G センサー出力値点検>

IG スイッチ「oFF 」にて、ABs ア クチュエー ターのコネ クターを 外し

1.ABs アクチュエーター ハーネス俳』コネ クター醇(GGND) を ボデー

アー スと短絡する。

2,1G スイッチ 「oN 」時のABs ア クチュエ ーター ハーネスml]コネク

ター⑩(GLI) の出力電圧を 測定する。

基準:2,5 士0,1v

3.1G スイッチを 「oFF 」し、G センサーをハー ネス付き で巾両より

取り出し、G センサー上面の矢FI]が卜を ドを向くよう90 °傾けてIGス イ

ッチを「oN 」した時の⑩(GLI) の仙I{を測定する。

J4準:3.5 ±0.2v

参考:ABS アクチュエー ター ハーネ ス側コ ネクター端j の゙短絡、点

検を 行う際はSST(09991-87403,000) を 使川する と端j を棚 働し

にくい。

OK

ABS アクチュエーター

交換

OK

NG

<G センサー~ABS アクチュエーター間ハーネス点検>

IG スイッチを「OFF 」し、G センサー~ABS ア クチュエ

ーター問ハーネスを点検する。

G センサー㈲コネクター②(GL1)

~ABS アクチュエーター㈲コネクター⑩(GL1) 川G 

センサー側コネクター③(GGND)

~ABS アクチュエー ター側コネクター⑩(GGND) 問

<G センサー電源系統点検>

1.1Gスイッチを「OFF」し、G センサーを収り外す。

2,IGスイッチ「ON 」時のG センサー拍|側 コネクター①

(IG2) の電圧の測定をする。

基準: バッテリー電圧

G センサー交換 IG2~G センサー間ハーネスの 修理 、交換
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NG

・収り 付け 部の 修,1モまたは

G センサーの交換

NG

G セン サー~ABS アクチュエー ター間ハーネ ス

の修理 、交換
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

(5)ストップ ランプ スイッチ系統(ダイアグノーシス コードN0.49 出力)
① ストップ ランプ スイッチ系統システム図

STP

ABS アクチュエーター ハーネス側コネクター

② ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ドN0.49 出 力 条 件

ABS 非作動状態で、ストップ ランプ スイッチ系統の断線が0,3 秒以上継続したとき。

③ 点 検 ポ イ ン ト

1. ストップ ランプ スイッチ単体およびその取り付け状態は正常か。

2. ストップ ランプ スイッチ~ABS アクチュエーター間のハーネスおよびコネクターは正常か。
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④ 点検方法

< ストップ ラ ンプ スイッチ出力値点 検>

IG スイッチ「OFF 」に て.ABS アクチュエ ーターのコネクターを 外し、

ブレーキ ペ ダルを踏 んだ時のABS ア クチュエー ター コネ クター

⑩(STP) の出力電圧を測定する。

基準: バッテリー電圧

OK      

|     

NG     

|

ABS アクチュエーター

< スト ップ ランプ スイッチln休点検>

スト ップ ラ ンプ スイッチ 甲。体点検を行う。

(※1)

< ストップ ランプ スイッチ~ABS アクチュエー ター間ハーネス点検>

1.バッテリーの一端 子をり』り離し、ストップ ランプ スイッチ~ABS アクチュ

エー ター間ハーネスを点 検する。

ストップ ランプ スイッチ コネクタード流側~

ABS アクチュエーター側コネクター⑩(STP) 問

現 在は正常に戻っています。

しはらく様子を 見てください、、

※1

(E,3-4-1 項(E-66 ページ) 参照)

ストップランプ スイッチ~ABS アクチュエーター間

ハーネスおよびコネクター修川

E-65
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

3-4 単 体点 検

3-4-1 スト ップ ラ ンプ スイ ッチ

1. コネクター端子間の導通を点検する。

嘩 準|ブレーキ ペダルを踏み込んだとき‥‥‥導通あり

ブレーキ ペダルを踏まないとき… …… 導通なし3-4-2

フロ ント スピ ード セ ン サ ー

I 測 定・目視 点検

1. コネクター端子間の抵抗を測定する。

|基 準1 1.60±0.20kΩ(20°C時)

2。スピード センサーの取り付け状態を点検する。

|基 準| スピード センサー取り付け面に浮きがないこと

3. スピード センサー取り付けボルトの締め付けを点検する。

l聊 即8.4 士1,4N・m{85±14kgf・cm}

4. スピード センサー先端部の状態を点検する。

|基 準| 異物付着、傷、欠け、変形等がないこと。

■

1.

オ シ ロ ス コ ープ に よ る 点 検

オシロスコープを使用して、20km/h 以上で走行したとき

のスピ ード センサー コネクター端子の出力波形を点検

する。

接続端子:FL 十⇔FL- 、FR 十⇔FR-

|幕 準IC は0,5V 以上

BはAの70% 以上

D の発生なきこと

〔参 考〕・C が基準より外れている場合はスピ ード センサ

ーを交換。

・B が基準より外れている場合はスピード センサ

5152TI

ツ

///
�  

リ~

口

既 ⑦
子

犬c5153T10

一 ローターを交換。

・D が発生の場合は、センサー先端部を点検。

3-4-3 フロ ン ト スピ ード セン サ ー ロ ータ ー

1. アクスル ハブのスピード センサー ローターを点検する。

|丞 準| スピード センサー ローターに傷、欠け、変形等の異常がないこと。

l基 準| スピード センサーとセンサー ローター間エア ギャップ

トラック系:0,6!:j:: mm (参考値)

カーゴ、アトレー系:0.6こ:J:;mm(参考値)
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3-4-4 リ ヤ スピ ード セ ン サ ー

I 測 定 一目視点 検

L コネクター端子間の抵抗を測定する。

|基 準1 1.60±0.20kQ(20℃時)

2. スピード センサー取り付けボルトの締め付けを点検する。

|締 忖18.4±1.4N・m{85±14kgf・cnl}

3. スピード センサー先端部の状態を点検する。

[基_早| 異物付着、傷、欠け、変形等がないこと。

■

I.

オ シ ロ ス コ ープ に よ る 点 検

オシロスコープを使用して、20kmyh 以上で走行したとき

のスピ ード センサー コネクター端子の出力波形を点検

する。

接続端子:RL 十⇔RL 一、RR 十⇔RR-

1基 準Ic は0.5v 以上

B はAの7{}% 以上

Dの発生なきこと

e参 考〕・c が基準より外れている場合はスピード センサ

ーを交換。

・B が基準より外れている場合はスピ ード センサ

ー ローターを交換。

・D が発生の場合は、センサー先端部を点検。

3-4-5 リヤ スピ ー ド セン サ ー ロ ータ ー

1. リヤ ブレーキ ドラムを取り外し、スピード センサー ローターを点検する。

|基 準1 スピード センサー ローターに傷、欠け、変形等の異常がないこと。

1基 準| スピード センサーとセンサー ローター間エア ギャップ:0,65±0.23mm( 参考値)

3-4-6 ウ ォ ーニ ン グ ラ ンプ

(1)ABS ウ ォ ーニ ング ラ ンプ

1.1G スイッチを「OFF 」にし、ABS アクチュエーターのコネ

クターを切り離す。

2. この状態でIG スイッチを「ON 」した時に、ABS ウォーニン

ク ランプが点灯することを確認する。

3. 続いて、切り離したABS アクチュエーターの車両側コネク

ター⑩(WA) 端子をアースに接続した時にABS ウォーニン

ク ランプが消灯することを確認する。
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アンチロックブレーキ システム(ABS)

(2) ブ レ ーキ ウ ォ ー ニ ン グ ラ ンプ( ト ラ ッ ク 系)1.1G

スイッチを「OFF 」にし、ABS アクチュエーターのコネ

クターを切り離す。

2. パーキング ブレーキを解除し た状態でIG スイッチを

「ON 」した時に、ブレーキ ウォーニング ランプが点灯す

ることを確認する。

3. 続いて、切り離したABS アクチュエーターの車両側コネク

ター妨(BRK) 端子をアースに接続した時にブレーキ ウォ

ーニング ランプが消灯することを確認する。

E-68

ABS ウォーニング ラン

3-4-7 G セン サ ー

1. 系統別トラブル シューティングのN0.43、44、45G センサー系統点検を行う。3-4-8

A B S コンピ ュ ータ ー(ABS ア クチ ュエ ータ ー内蔵)

1. 以下の点検はエンジン停止状態で行う。

(1) バッテリー電圧を点検する。

[基‾‾圓 10~14V(IG スイッチ「ON 」時)

(2)GND 端子とボデー アース間の導通を点検する

|丞 準丿 導通あり(IGスイッチ「OFF 」時)

ブレーキ ウォーニング

ランプ



アンチロックブレーキ システム(ABS)

-.

J-1

(3)IG スイッチを「OFF 」にして、アクチュエーター コネクターを切り離し、車両側コネクターで各端子間

またはボデー アース間の電圧、抵抗および導通を点検する。

ハーネス側コネクター

5155WI

ABS コンピ ューター点 検

接 続 ���� 条 件 � 基 準 � 基準
以外の不具合個所

1 �FL 十 �2 �FL- �IG スイッチ「OFF 」 �1.6土0.2k
Ω �左 フロント スピード センサー

19 �FR 十 �20 �FR- �IG スイッチ「OFF 」 �1.6土0.2k
Ω �右 フロント スピード センサー

5 �RL 十 �6 �RL 一 �IG スイッチFOFF 」 �1.6土0.2k
Ω �左 リヤ スピード センサー

23 �RR 十 �22 �RR- �IG スイ ッチ「OFF 」 �1.6土0,2k Ω �
右 リヤ スピ ード センサー

9 � 十BS
�-

�ボデーアース �IG スイッチ「OFF 」 �10~14V �ABS
ヒュ ージブル リンク

4 � 十IG �- �ボデーアース �IG ス イッチ「OFF 」 �10~14V �ECUIG
ヒュ ーズ

18 �STP �- �ボデーアース �

ブレーキ ペダル踏み込み時 �10~14V �ストップ ランプ スイッチ

����ブレーキペダル開放時 �OV �スト ップ ランプ スイッチ

8 �GND1 �- �ボデーアース �IG スイッチ「OFF 」 � 導
通あり �ボデーアース
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